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プロローグ

１、酒は飲んでも飲まれるな

２、警察官にも油断はするな

３、何でもかんでも鵜呑みにするな

４、欲しいのならば手段は選ぶな

５、これ以上私をかわいいって言うな

エピローグ









プロローグ








　頭が痛い。

　鈍い、じんわりとした痛みが額の内側にわだかまっている感覚に、自然と眉根が寄る。熱があるときのような、倦怠感を伴う痛み。ぱち、ぱち、と瞬きを数回繰り返せば、ぼやけていた視界が徐々に焦点を結んでいって、――――そこでようやく、私は自分が目を覚ましたことを知った。

「ん……」

　まだ覚束ない意識が、ひどく緩慢に覚醒しようとする。私は目の前の天井を睨み付けながら、脳味噌のエンジンがかかるのをじっと待った。青白い朝日に照らされた、白い天井。そこに取り付けられた室内灯。何とか少しエンジンがかかったところで、私はそれらに見覚えがないことに気付く。

「うち、じゃない……？」

　自宅の天井はもう少し低いし、壁紙もクリーム色がかっていたような気がする。そもそも、朝日が差し込む方向が身体の向きに対して逆だ。一体全体どういうことなんだ。混乱で余計に痛む額を押さえながら身体を起こすと、当然のように見知らぬ部屋が視界に映り込んできて、眩暈がした。

　モノトーンで纏められた、愛想も無駄もないインテリアの数々。極端に物が少ないせいで生活感がまるでない部屋だった。どこからどう見ても自分の部屋ではなく、どこかのホテルという感じでもない。それらの証拠が何を意味するのか、もうほとんど分かっているはずなのに、鈍痛が邪魔をするせいで考えが上手く纏まってくれないでいる。

　頭を支配する鈍い痛みは、胃の辺りの不快感と経験から鑑みて二日酔いの症状。現在地は不明で、自宅でもホテルでもない。そして、――――ちらりと見下ろした自分の身体は服を着ておらず、下着すら付けていない。

「こんなのもう……あれじゃん……」

　駄目だ、頭が働かないせいで語彙力も怪しい。

　ここはどこなのか、そしてどういう経緯でこうなったのか。語彙力すら危うい頭で、必死に昨夜の記憶を辿ろうと試みる。二日酔いということはお酒をしこたま飲んでいるはずだ。しかもこの頭痛が残る感じ、ワインだろう。ああそうだ、昨日は仕事の後に何か予定があったような、――――そこまで考えたところで、自分が足を埋めたままの布団がごそごそと動いたのを感じた。

「あ……？」

　そして響く、低い、低い、『おとこのひと』の声。

　何かを考えるよりも先に、反射的に視線がそちらへと向けられる。私が先ほどまで寝ていた場所に、程よく日に焼けた逞しい腕が投げ出され、そこに在ったはずのものを探すようにゆるゆるとシーツを撫でていた。反対の腕は布団に隠されながらも、しっかりとした肩や首筋へと続いていて、その先には。

「……はよ」

「お……はようございます……」

　――――眩しげにこちらを見上げる、男性の顔があった。

　短めに切り揃えられた、艶やかな黒髪。目鼻立ちがはっきりとした、端正で精悍なかんばせ。サイドより少しだけ長い前髪が、男らしいラインを描く眉にかかっている。

　私は何度も目を瞬きながらも、自分の隣に全裸で寝ている男の人の顔を見つめた。見た限りでは同い年ぐらいだろうか。天井や部屋とは違って、全く知らないというわけでもなく、微かに見覚えがあるような気がする顔。かと言って名前や素性が思い浮かぶわけでもないのだから、本当に自分の記憶力が恨めしくなる。

　この人、誰。混乱を極める頭がじわじわと痛みを増していく――――いや、ほんとに誰。

「……俺の顔に何か付いてる？」

「いや、あの……そうじゃなくて……」

　そもそも、誰ですか。

　ほとんど独り言のように呟いた私に、彼は一瞬動きを止める。黒々とした瞳に見つめられて私が居心地の悪さを覚え始めた頃、彼はようやく「ああ」と呟く。そして、にんまりと揶揄うような笑みを浮かべてみせた。

「なんだ、――――昨日、散々好き好き言ってた男の顔も忘れたのか？」

「……は、」

　伸びてきた彼の手が、私の前髪をくしゃりと撫でる。その言葉と感触を引き金に、昨夜の記憶を封じ込めていた蓋が勢いよく開いたのが分かった。






１、酒は飲んでも飲まれるな









「怜れ美み！　こっちこっち！」

　往来の激しい駅前のロータリー。周囲の人の注目も意に介さず手を振る友人の姿に、思わず口の端に苦笑が滲んだ。高校の頃から全然変わらないな、なんて柔らかい感傷が胸を僅かに掠めていく。小走りで近付けば、高校の入学式以来の友人である円えん城じよう和かず夏なの姿が、はっきりと目に飛び込んできた。

　フレアスリーブのブラウスに、マーメイドラインの清楚系スカートという格好は、昔のやんちゃな彼女を知っていると何だか不思議な感じがしたけれど、これから私たちが足を踏み入れる場を思えば、何ら違和感のない装いだ。私だって、レースの七分袖がお気に入りのブラウスに、ラインが美しいフレアスカートといういつもより綺麗めの服装だから、下手なことは言えない。妙な緊張が喉をせり上がるのを感じて、私は慌ててごくりと空気を飲み込む。

「お待たせ。ごめん、ぎりぎりになっちゃって……」

「全然大丈夫！　こっちこそ仕事忙しそうな時期にごめんね。お店はすぐそこだから間に合うと思う」

「それなら良かった。間に合わなくて、場が温まった頃に、後から合流とかになったらどうしようかと……」

「合コンでそれはキツいよねえ」

　けらけらと笑う和夏の隣に並んでヒールを鳴らす。足がほんのりと重いような気がして、額にかかる前髪を整えながらゆっくりと呼吸を整える。落ち着いていく呼吸とは裏腹に、心臓の音が徐々に大きくなっていくのが確かに聞こえた。

　そう、私が彼女と共に向かっているのは男女の出会いの場、――――所謂合コンだった。

　一ヶ月ほど前に和夏に誘われたそれは、恋愛ごとから遠ざかって久しい友人や友人の友人を集めた小規模なものだという。『彼氏欲しい？』という和夏からのメッセージに、素直に正直に『欲しい』と返した結果、見事お呼ばれしたという次第だ。

　では何故、『欲しい』と素直に返事までしたくせに今更足が重たくなっているのかと言えば、それはひとえに私がこういう形式の出会いの場に弱いからだった。

　『もう少ししっかりしてる人なのかと思ってた』、『意外と落ち着きないよね』、『イメージと違ってちょっと引いちゃった』、――――エトセトラ。私がフラれるときの常套句が脳裏を過り、ただでさえ重かった足がぐんと重量を増す。軽めのトラウマと呼んでも差し支えないレベルの、嫌な思い出だ。

　私の容姿は一見して冷たい印象を与えるらしく、ひっくり返っても『愛嬌がある』だとか『かわいらしい』だとかに分類される顔立ちではない。とにかく目力が強くて、吊り目気味なのが強調されがちなのだ。加えて背も高く、服装も顔立ちに合わせた綺麗系のものが多い。さらに、ここ数年がむしゃらに仕事をしていたことも相まって、上っ面だけ見て『クールでデキる女』だと思われることが多かった。でも実際は全くそんなことはなく、結構落ち着きがなくてそそっかしいし、仕事も体当たりでやっているだけでミスも多いし、服だってセンスがなくてマネキン買いが基本だ。

　初対面の相手にお行儀よくしていると、ほぼ確実にクール系だと思われてしまう、――――これがここ数年で私が自分について学んだことだった。かと言って、最初から地のそそっかしさ全開でいくのは流石に勇気が必要で。結局、合コンなどではお行儀よく振る舞う羽目になり、それ以降も交流が続けば、付き合う前のどこかしらでそういう素の私、――――マイナスのギャップが露呈して、必ずと言っていいほど幻滅されてしまう、それが大人になってからの私の恋愛遍歴だった。

　そういった事情持ちである私が、合コンという場で自らを曝け出して恋人を勝ち取ることができるかというと、答えは否だ。『クールでデキる女』をお求めの人と数回デートをすることになって、途中で地がバレてフラれて終わる。もう嫌というほど経験した流れだ。

　今回はそういうことがないといいんだけど、難しいだろうなあ。やだなあ、――――ほろりと唇から零れた溜息に、和夏の瞳がつうっとこちらへ滑った。

「なに、緊張してるの？」

「正直言ってめちゃくちゃ緊張してる」

「えー、大丈夫だって！　怜美、かわいいんだから」

「……私のことかわいいとか言うの、和夏ぐらいだからね」

　そそっかしさもひっくるめて私を『かわいい』と称する友人は、こちらの沈んだ声音に不思議そうな瞬きを繰り返した。高校の頃とは違う、大人めいた色合いのアイシャドウが瞬きに合わせて煌めく。

「……あのね、怜美の武器はそのクールビューティーな顔でちょっと抜けてるところだからね」

「抜けてるとか言わないでよ……！」

「抜けてるよ。私忘れないからね？　高二の期末試験で怜美がテスト範囲と全然違うところ勉強してて、数学で赤点どころか青点取ったの。普通気付くでしょ」

「ぐうう……」

　ぐうの音しか出ない正論に、私は思わず頭を抱えた。和夏はこの手の私のエピソードを腐るほど持っているので、戦うだけ無駄だ。私が早々に諦めたのを悟ったのか、和夏の表情が柔らかくほどける。

「飾らないでいつも通りにしなよ。そのままの怜美を好きになってくれる人、絶対いるから」

「世界のどこかにはいるかもしれないけど、ここまで来たら出会えないような気がする……」

「今日いるかもしれないでしょ！　とにかく今日はクールビューティー封印ね！　素で行け素で！」

「はあ……」

　いっそグラスとか倒してしまえ、なんて無責任なことをのたまう和夏に、幾度目かの溜息が落ちる。

　でも、彼女の言うことも最もかもしれない。今まで上手く行かなかった方法に固執する必要はないのだ。お行儀よくしていたせいで後から幻滅されるなら、いっそ最初から地を見せてしまったほうが確実なのかも。ちらりと視線を遣れば、和夏は鼻歌でも歌い出しそうなほどにご機嫌だけど、ふざけている様子は微塵も見当たらなかった。彼女なりに私を心配してくれているのだろう、――――そう思ってしまえば、アドバイスを無碍にできる気もしない。

「……あっ、そういえば言い忘れてたけど、今日は怜美のドンピシャ好みの人がいます」

「えっ」

「警察官。好きでしょ」

「え……えっ、ほんと？」

「ほんと～」

　にんまりと弧を描く桃色の唇が、艶やかに光る。

　警察官は、私がずっと憧れていた職業だ。父親が刑事で、母親も警察関係者。物心がつく前からそういうコミュニティーに身を置いていた私にとっては、『警察官』というただそれだけで、他の人よりちょっぴり好感度が高くなる魔法のステータスだった。

　警察官だから絶対好きになる、と言い切れるほどに盲目なつもりはないけれど、つい気になってしまうのも事実で。

「男側の幹事と私の中学の同級生ね。まあ幹事のほうも警察官ではあるんだけど…オススメなのは幹事じゃないほう」

「和夏の同級生……ってことは同い年？」

「そうそう。怜美に合うんじゃないかって前々から思っててさ。席近くにしてあげるから、頑張ってね！」

　語尾にハートマークがつきそうな甘ったるい声音に励まされたところで、私たちは目的の店の前に到着した。ちょっと洒落たカジュアルな居酒屋という風情の店構えは、如何にも合コン御用達といった雰囲気だ。名前を告げてすいすいと通路を歩いていく和夏の後に続くと、やがて一つの個室の前に辿り着く。

「ごめんなさい、お待たせしました！」

「遅くなりました」

「待ちくたびれましたー」

　私と和夏の声に、揶揄うような声音が被さった。声の出所へと視線を向ければ、人好きのする笑みを浮かべている男性が座っている。きっと彼が男性側の幹事だろう。「だからごめんってば」とくすくす笑ってみせる和夏につられて会釈をしながら席に着くと、ふと強い視線を頬の辺りに感じた。

　幹事さんの隣、私の正面に当たる場所に腰かけている男性の黒々とした瞳が、強い光を湛えてこちらを見つめている。ぱっと見た限りでは、あまり温度を感じない表情と、すっと伸びた背筋が、清廉で近寄りがたい印象だ。短めに切り揃えられた、艶やかな黒髪。目鼻立ちがはっきりとした、端正で精悍なかんばせ。サイドより少しだけ長い前髪が、男らしいラインを描く眉にかかっている、――――ほとんど直感的に、きっとこの人が例の警察官だ、と思った。思っていたよりもずっと好みの顔だ。その好みの顔に、あんまりにも真っ直ぐに、一心に見つめられるものだから、どっと音を立てた心臓がみぞおちの辺りで七転八倒してしまう。早速熱くなる頬を隠すように俯けば、微かに笑うような、甘やかで優しい空気の揺れが、こちらまで伝わってきた。

「は、初めまして」

「初めまして」

　低く穏やかな声が返事をくれる。声までかっこいいのだから、すごいなあと明後日の方向へ感想が飛んで行って、自分が随分と緊張していることを思い知らされた。

　私と和夏が席につくなり厳かにスタートした合コンは、定型を踏んで自己紹介の流れとなる。順番が回ってくるまでの間に、私は和夏からのアドバイスをどうするべきかと自問自答した。

　いつもの私なら、後々マイナスギャップに引かれる可能性を覚悟しつつも、勇気がなくて結局お行儀よくしてしまうだろう。でも、今の心臓の細波に任せて、偽らない自分で行ってしまいたい気持ちも、確かにあって。ちらりと窺った目の前の彼は、どっちの方が好みだろうか、なんて現金なことまで考えてしまう。

　――――でも、やっぱり最初から素の自分を出していったほうが、傷つかなくて済むんだろうな。

「……怜美？」

「……」

「怜美？」

「はっ、えっ、何？」

「いや、『何？』じゃないでしょ。次、怜美の番だよ」

「あっ」

　しまった。

　私が考えに耽っている間に、順番が回ってきていたらしい。隣に座っていた和夏に腕を突かれた私は、慌てて顔を上げ、――――一緒に動いた腕が水の入ったグラスを勢いよく倒した。半分ほど残っていた中身が、じんわりとテーブルを侵食していく。

「……」

「……大丈夫？」

「ごめん……と、とりあえず拭くもの……」

　今まで、こういう場でこんなに緊張することなんてなかったのに。図らずも地の一端を見せるような形になってしまって、背中にじわりと冷や汗が滲むのが分かった。偽らない自分を出すつもりだったとしても、意図してやるのと無意識に出てしまうのでは、全然違う。心臓が嫌な音を立てるのを感じながら、私は思わず視線を彷徨わせ、――――目の前の彼と、目が合った。

「え、」

　彼は手で口元を軽く隠して、ほんの少し肩を震わせていた。

　その瞬間に強張っていた心臓がゆるゆると脱力し始めたのは、彼のそれが、馬鹿にするような嫌な笑い方じゃなくて、まるで微笑ましいものを見るかのようだったからだ。視線に気付いた彼は一度咳払いをして、今までよりもさらに背筋を伸ばしながら、手近にあったペーパーナプキンをテーブルの上に広げてくれた。

「……悪い、つい。手伝う」

「こ、こちらこそすみません……ありがとうございます」

　彼の指先がペーパーナプキンを摘まんでテーブルの上を滑る。私もお礼を言いながら、残った何枚かで手早く水を拭きとっていく。その様子を見ていた、彼の隣に座っている男性側の幹事がにんまりと私に笑いかけた。

「こいつ優しいでしょ、オススメ」

「萩はぎ沢さわ、ちょっと静かにしてろ」

　二人の気安いやり取りに笑いがおこる。私もついくすくすと笑ってしまって、場の空気が和んだのが分かった。二人がわざとそうしてくれたのだということは明白で、申し訳ない気持ちと共に、いい人だなあ、なんてしみじみとした感慨が湧き上がる。

　

　気を取り直して、と上手く繋いで自己紹介に移ることができたのは、確実に彼らのおかげだ。

　素を出してしまったものは仕方がない。今日はなるべく肩ひじ張らないで、気楽に喋ってみよう、――――そんなことを考えながら、私は口を開いた。

「塩しお原はら怜美です。メーカーで営業をしています。歳は二十六で……和夏とは高校の同級生ですね」

　ちら、と和夏を見遣れば、彼女はひらひらと手を振ってみせた。こういう連携を何の相談もなしでやってくれる辺りが、無数にある和夏の良いところの一つだ。

「自己紹介の場であれこれ喋るのも恥ずかしいので、あとは個人的に聞いてください。よろしくお願いします」

　軽く頭を下げれば、周囲からノリの良い拍手が返ってきて、私はほっと胸を撫で下ろす。拍手の余韻が消えるよりも早く、今度は正面から声が響いた。

「因いな幡ば晃あきらです。警察官で……この辺りの交番に勤務してます。歳は二十六」

　いなばあきら。彼の低い声音で紡がれた名前を、何度か舌の上で転がしてみる。同い年の警察官の、因幡さん。やっぱり彼が、和夏の言っていた『私のドンピシャ好みの人』だったんだ、なんて考えている間に、男性陣の簡単な自己紹介は終わっていた。

　この合コンは、自己紹介さえ終えてしまえばあとは好き勝手にどうぞ、という形式で進むらしい。私の隣に座る和夏と、その対面の幹事さん、――――萩沢さんが私の反対側を向くようにして喋っているので、自然と私は目の前の男性と話すような形になる。

　クールビューティー封印。素で行け。頭の中でぐるぐる回る和夏の声に余計な緊張を強いられながら、私はそっと彼に話しかけた。

「ええと、因幡さんでしたっけ。警察の方なんですよね」

「ああ。……別に敬語じゃなくていいぞ。同い年だし、円城の友達だろ」

　低い声音と、淡々とした口調。どことなく取っつきづらさのある彼に、少し怯みながらも会話を続けたのは、彼が和夏の『オススメ』さんだったからだ。無愛想気味で、ちょっと一匹狼系。頭の中で瞬時に付けたラベルは、きっとそう大きくも外れていないだろう。

「そっちは塩原だっけ。営業っつってたな」

「そうで、……」

「……」

「……そう！」

「元気いいな」

　敬語を使いそうになって力いっぱい言い直した私に、ふ、と柔らかい揶揄いが届けられる。目尻をほんの少しだけ下げた、気の抜けた笑み。とろりと甘さを含んだ、口の端に残る余韻。それを正面からまともに食らって、私は危うく手の中のグラスを取り落としそうになった。

　一度『無愛想』のラベリングをした分だけ破壊力は抜群で、一瞬にして私の心の壁に風穴を開けてしまう。早速顔を出した偽らざる自分を、優しく揶揄われたのも相まって、風穴からどばどばとときめきが溢れていった。まずい。何がとは言わないが、これはまずい。早々にアラートを出し始めた脳味噌に従い、私は一度深く呼吸をして居住まいを正す。

　こちらの動揺に気付かなかったらしい因幡さんは、すぐにその笑みの余韻を消して、私のグラスを軽く突いた。

「塩原は飲めるほう？」

「あ……う、うん。割と飲めるほうかな。会社でも結構飲む機会があって」

「へえ、いいな。今は何飲んでんの」

「え？　ええと……何だったっけ」

「ふ、……なんだそれ。覚えとけって、頼んでから数分だろ」

　――――また笑った！

　へらりと気の抜けたゆるい笑みに、ぐう、と呻くような声が漏れる。そういう顔って付き合ってから見せてくれるものじゃないの。ギャップ解放のペースが速い。まだ動揺から立ち直っていない脳味噌と心臓が揺れたのを感じながら、私は同じようにへらりと笑みを返した。動揺と緊張で飲んでいるお酒の味がよく分からなくなって、そもそも何を飲んでいたのか分からなくなってくる。多分モスコミュールだ。いや違う、スクリュードライバーだっけ？

　そもそも、ツッコミがいちいち柔らかくて甘やかなのがずるい。和夏の唆しのせいで意図せず出てしまっている私の地に対して、あんまり優しい対応をしないでほしい、――――それだけでどきどきしてしまうから。

「でも、もう一杯目なくなりそうだな。何か飲むか？」

「あ、ありがとう……じゃあこれ」

　彼の好意に甘え、差し出されたメニュー表の赤ワインのところを指差す。爪の先は明らかに赤ワインの『ワ』を指している、因幡さんはちらりと私を見てから、しれっとした顔で言った。

「どれだよ」

「これ！」

「焼酎か。これアルコール度数、二十五だぞ。頑張るな」

「ワインです、ワイン！　見えてるでしょ！　因幡さんちょっと意地悪じゃない？」

「バレたか」

　低体温系の面差しが、今度は悪戯めいた笑顔を浮かべてみせる。そういう顔もできるんだ、と上滑りした感想が、私の体温を僅かに上げていく。

　警察官というステータスと、信頼できる友人からのオススメ。二つのフィルターのせいで、元々好感度が嵩増しされている相手だ。加えて、見た目と雰囲気の割にものすごく話しやすい。会話のテンポが合うというか、相手がどういう方向に話を持っていこうとしているかが、何となく伝わってくるような気さえする。マイナスギャップに振り回されてきた私にとっては、こういう相手はかなり貴重で、――――それが自覚できているだけに、どうしようもなく彼を意識してしまう。

　憎らしいぐらいに好みの形をした顔のパーツ。テーブルの上に投げ出された腕の、浮き出た筋のライン。グラスを掴む骨ばった指の造形。話すときに、ちらりとこちらを見てから密やかに笑う仕草。「塩原、」と私を呼ぶ声音の滑らかさ。そのひとつひとつが目に留まっては、私をはっとさせた。

　――――このままだと、絶対好きになってしまう。

　性急な予感だけど、過去の恋愛傾向から考えてもそう外れている気がしないのが困り物だった。特に、気を抜いた状態で喋っても甘やかすようなツッコミしか入らないのが、まずい。私のまるごとを受け入れてくれたような、そんな気がしてしまうから。こんな、合コンの真っ最中から転がり落ちていくつもりなんてなかったのに、今夜だけで後戻りできない場所まで踏み込んでしまいそうなのが、恐ろしかった。

　私は零れそうになった溜息を押し戻すように、勢いよくグラスを呷る。

「……飲めるほうっつうか、飲むほうだな」

「楽しいとペースが速くなる性質で……」

「へえ、今楽しい？」

「……割と」

「そうか」

　そりゃ良かった、とほとんど独り言のような声量で笑った因幡さんが「俺も次頼むわ。そっちは？」とメニューを捲ってみせる。「さっきと同じのにする」と最初よりいくらかふやけた声で答えて、私はもうほとんど中身のないグラスを傾け、ワインの雫を舐めた。こういう場だと、間ができるとついついグラスに口を付けてしまいがちだ。会話の潤滑剤、緊張からの逃げ場。それが手元にないと、ほんの少し心細い。

　だからこそ、次に到着したグラスワインが空になるまでも、そう時間はかからなかった。そしてその次も。そのまた次も。お喋りの楽しさにも背中を押され、どんどんワインを飲み込んで、――――

「……塩原、大丈夫か？」

「うん……うん、」

「駄目そうだな」

　合コンが終わりを迎える頃には、すっかり酔っぱらってしまっていた。

　確かに結構飲んだような気もするけれど、いつもなら、この量でここまで酔ったりはしない。因幡さんと話すことによる微かな緊張と高揚感、ある程度地を見せても大丈夫という安心、そこに『仕事の繁忙期』に起因する疲労が重なった結果だろう。会話ができなくなるほどではないし、前後不覚というレベルでもないけれど、思考が随分と浮ついているらしく、私の荷物を纏めてくれている因幡さんをぼんやりと眺めながら、『かっこいいなあ』なんて呑気なことを考えてしまう。

　やがて荷物を纏め終わったらしい因幡さんが、最後に私の腕を持ち上げた。

「ほら、行くぞ。立って」

「はい……」

「敬語」

「うん」

「よし」

　当たり前のように手を引かれて店を出ると、夜の香りが頬を柔く撫でた。酒精で火照った身体が冷やされて気持ちがよく、少しだけ意識がはっきりとする。

「あ、因幡さん、鞄ごめん……」

「いい。お前は二本足でちゃんと立つことだけに集中しろ、危ないから」

「ん……？　今ちゃんと立ってない？」

「俺に寄り掛かってる」

「つくづくごめん……」

　初対面の人にこんなに迷惑をかけて、本当に情けなくて涙が出る。いつもはこんなことにはならないのだ。ただ、因幡さんの態度の節々から私を『許してくれている』のが伝わってくるせいで、どうしたって気が緩んでしまうだけで。それに、こうやって甘やかされることに喜びを見出してしまっている部分もあって、私はいつまで経っても因幡さんに寄り掛かった状態から動けない。きっと脳細胞の隅々にまでアルコールが浸透して、私の判断力を奪ってしまったのだ、と思った。

　深く息をついて目を瞑ると、ヒールが地面を叩く音がして「因幡、怜美は？」という和夏の気安い声が響いた。

「ここ」

「うわ、怜美がこんなんなるの珍しいね」

「いつもは？」

「こんなんになる前に飲むのやめてるよ。おーい怜美、元気？」

「元気……」

「元気ないな」

　細い、女性らしい指先が私の前髪を梳いた。撫でるような手つきに、既に忍び寄り始めていた飲酒による頭痛が和らいでいく。ゆっくりと瞼を押し上げると、目の前にはいい笑顔の和夏が立っていて、その奥から萩沢さんがニヤニヤしながら近付いてくるのが見えた。

　彼は和夏の隣に並ぶと、因幡さんに寄り掛かったままの私をちらりと眺めてから、口の端に揶揄を滲ませる。

「仲良しじゃん。良かったな晃」

「お陰様でな」

「言うね。……で、お前はどうすんの。帰り」

「あ？　あー……タクシー使う」

「因幡も割と酔ってんなあ」

「まあ……ペース合わせてたからな」

　こいつに、と指し示されたのはもちろん私だ。ただ私はいよいよ酩酊と睡魔が絡み合い始め、半分意識を飛ばしているような状態だった。周囲の音が遠く、何か分厚い膜を一枚隔てたように曖昧で、ゆるゆると沈んでいきそうになる身体を何とか二本の足で支えるのが精いっぱい。

「塩原さん見て見て。因幡ね、酔うと目元だけぼんやり赤くなるから。覚えとくといいよ」

　萩沢さんの言葉につられて顔を上げる。

　こちらをちらりと見下ろした因幡さんを覗き込めば、確かに目元がほんのりと赤かった。

「……ほんとだ、赤いね。かわいい」

「は？」

「うさぎみたいで……」

「顔赤いのはお前だよ、しっかりしろ」

「こんなふやふやの怜美初めて見た。……ねえ因幡、怜美のことタクシーで一緒に送ってあげてくれない？」

「俺はいいけど。……塩原は？　いいか？」

　接触の悪い蛍光灯のように点滅する意識の端が、因幡さんの淡々とした声音を拾い上げる。タクシー。一緒に送る。なるほど。和夏の台詞と何とか繋ぎ合わせて、私は彼らの会話の意味を掴んだ。

　ここで断れば、今日はお開きということになるだろう。僅かに生き残っている理性はそうするべきだと叫んでいるけれど、生憎と脳味噌の大部分はアルコールと本能に支配されていて、――――もう少し一緒にいたいかもしれない、なんて幼気な下心が、私の首をゆっくりと縦に振らせた。

　ほとんど揺れただけのような曖昧な首肯の意図を、彼は正確に汲んでくれたらしい。私の鞄を持ったまま、半ば私を引きずるようにして歩き出したのが分かった。痛い、と文句を言えば「二本足で立ってくれ」とさっきも聞いたような懇願が返ってくる。

「晃、送り狼になんなよ」

「……分かってる」

「じゃあね～」

　喜色と揶揄が溶けた声が追いかけてきて、私の背中を追い越していった。ふやけた頭はその音を言語に変換できず、ただ少し、因幡さんの歩くスピードが速くなる。

「塩原、生きてるか」

「死んでる」

「……あのな、今日初対面の男をあんまり信用するなよ」

「ええ……大丈夫だよ、因幡さん、警察官だし……」

「警察官も男だからな？　……おい待て、タクシーはこっち」

　一人でふらふら歩きだしたのを引き留められ、タクシーの後部座席に放り込まれる。タクシー特有のシートの感触と、消臭剤の香り。放り込まれた勢いのまま奥側のドアのほうに寄り掛かったのを、強いのに優しい力が反対側へ引き戻す。ここ数分ですっかり慣れてしまった温度と香り、スーツの感触。肩に乗せられた重みは、きっと誰かの腕だ。

「寝るなって」

「ん……」

「……寝たら、本当に知らねえからな」

　私に忠告をしたあと、低くて聞き心地の良い声が目的地を告げ、タクシーが滑るように走り出す。ようやく座れたという脱力感と微かなタイヤの振動が、一息に私の意識を塗りつぶして、――――

「……ん？」

　次に目を開けたときには、知らないベッドに転がっていた。ぱち、ぱち、と緩慢に目を瞬いて、視覚情報を脳へと伝達しようとする。どこだろう、ここ。ふわふわと纏まりのない思考を巡らせても、答えは出ない。ただ一つ分かるのは、身体を預けているベッドから、先ほどまで傍にあった温度と同じ香りがすることだけ。

「因幡さん……？」

　無意識のうちに零した音は、頼りなく掠れていた。それでも相手には届いたらしく、ちょうどドアを開けたところだったその人が、水のペットボトルを二本掴んだままこちらを見遣る。

「……起きたか」

「おき、ました……あの、ここ、」

「さっき、寝るなっつったのに一瞬で寝ただろ。住所も分からなかったから、うちに運んだ」

　溜息混じりの声音は、それでも呆れよりは甘さの割合のほうが大きい。それに聞き惚れていたせいで、『うち』という言葉が『因幡さんの家』を指しているのだと気付くのが遅れた。

　やばい、と即座に思えるほどには、私の危機感も理性も生き返ってはいないらしい。恋愛の相手を探す場で出会った異性。そのテリトリーに足を踏み入れて、ベッドで無防備に転がっている。『しまったな』ぐらいは思って当たり前のシチュエーションなのに、どうしてか、あまり焦燥感は湧いてこなかった。

　彼が警察官だからだろうか。たった二時間の会話で、彼が誠実で優しい人間だと知ったつもりになっているからだろうか。それとも、――――何が起きてもいいかもしれないなんて、思っているからだろうか。

　大きな歩幅で近寄ってきた因幡さんは、そのままベッドの淵、私の身体のすぐ傍に腰を下ろした。大きな手のひらと指で器用に掴んでいた二本のペットボトルのうち、一本を私の顔の前へと転がして、ゆるりと目尻を下げてみせる。ジャケットを脱いでシャツ姿になっていた彼からは、ベッドより濃く男の人の香りがした。アルコールの酩酊とは違う何かが、ぐらりと私の芯を揺さぶるような感覚。心臓がひときわ大きく脈打って、溢れた分の血液が私の末端までをじくじくと火照らせていく。

「……どうぞ」

「ど、どうも！　いただきます」

　今、私は何か大それたことを考えようとしていなかったか。

　不思議そうな響きを含む声音にはっと我に返って、私は慌ててペットボトルを掴んだ。

　酔っているときは常のそそっかしさが余計に表に出てしまう、ということを私の頭が覚えていたら、この後の展開はもう少し違ったかもしれない。でも私はそんなことをすっかり忘れているし、ちょっと手元が疎かになるぐらいには酔っぱらっていた。だから重い頭を無理やり起こして、勢いよくキャップを捻って、――――ボトルを傾ける。

「おい、そんな焦ん、な……」

「あ、」

　ばしゃり。

　胸元を軽い衝撃と冷たい感覚が襲う。僅かに遅れて、濡れた布地が肌に貼り付く不快感も。しまったと思ってももう遅く、零れた水はシャツの前身頃を盛大に濡らしてしまっていた。ちょっと濡れた、というレベルの話ではない。どうしようもない惨状を前に、私はただ悲嘆の声を漏らす。

「ああ……」

「ああ、じゃないだろ……何してんだ」

「ごめんなさい、ベッド……濡れちゃったかも」

「ベッドは別にいい。とりあえず、服……」

　濡れてるから。恐らくそう言いかけたであろう因幡さんが、ぴたりと動きを止めた。その視線はぐっしょりと濡れた私の胸元へと向けられていて、私もつられてそちらへ目を落とす。

　色合いも薄く、材質も頼りないブラウスは濡れたせいですっかり透けて、包まれていた肌の色と輪郭、そして下着のラインを露わにしていた。あ、という感情の籠っていない音が頭に浮かんで、唇から出ないまま霧散する。酔っ払いが二人で、ベッドの上。今度こそ脳味噌は『まずいぞ』と私に警告した。

「……塩原」

「っは、い……」

　どくどくと、心臓の音がうるさい。視線を合わせると、因幡さんの黒い瞳が穏やかでない輝きを増しているのが分かって、余計に胸の奥が騒いだ。反射的に膝頭を擦り合わせると、その黒がきゅう、と眇められる。

「……今すぐ色気のないこと言えたら見逃してやれるけど」

「え、や、なに」

「なに、じゃない。分かるだろ」

　彼の唇が、うっすらと笑みを浮かべる。それは今までに見た、少し甘くて柔いものとは違って、こちらを甚振りたいという欲望が形になったものに見えた。喉がぐっと絞まるような感覚。転がり落ちるように濃密さを増していく空気は、ひどく甘くて、自然と呼吸が浅くなっていく。

　ここで素知らぬふりを続けるには、私は大人になりすぎていた。因幡さんが何を言いたいのか、私に与えられている選択肢が何なのか、手に取るようによく分かる。『まずいぞ』という警告が今まさに現実のものとなろうとしているのだ。

　因幡さんの気を削ぐようなことを言えたら、この雰囲気は今すぐに消え失せる。私が嫌だと言ったり、そういうつもりじゃなかったと言ったりしても、きっと彼は止まってくれるだろう。じっとこちらを見つめてくる、確かに劣情を孕んだ瞳。三時間前に会ったばかりの相手だから、酒精に目が眩んだのかは判別がつかない。でも十中八九そうだ。お酒に酔って、いい気分で、そこそこ楽しく喋った女が据え膳よろしく自分のベッドにいるので、そういう気分になりました。きっとそういうことだ。

　ただ、酒精に目が眩んでいるのは私も同じで、――――酩酊したままの思考は『いいんじゃないか』なんて言い出してしまう。

「言わなくていいのか」

　するりと伸びてきた手が、頬から顎にかけてを丁寧に撫でた。愛玩動物を愛でるように、何度も何度も。そのたびに肌がぴりぴりと痺れて、触れられたところが燃えるように熱くなる。体温が上がったせいで、一度引いていた酩酊感が急速に回り始めた。

　少しはましになっていた思考力が、あっという間に低下する。理性がなくなってしまえば、残るのは本能だけ。

　この人にもう少し触れられてみたい、なんて浅ましい本能だ。

「ん……っ」

　身体の主導権が本能とアルコールに明け渡された瞬間、因幡さんの指先が耳朶を掠め、甘ったるい声が漏れた。それに微かに息を呑んだ彼が、そのまま指先を輪郭に沿って下ろしていく。顎、喉、鎖骨、――――濡れた胸元。はあ、と息を吐いた瞬間、また一段空気の温度と粘度が増したような気がして。

「……これでも一応、何もしないつもりだったんだけどな」

「説得力、ないね……？」

「誰のせいだと思ってんだ」

「わたし」

「正解」

　ふ、と柔らかく笑った因幡さんが、そのままゆっくりと姿勢を低くしていく。緩慢に下りてくる唇に、期待でうなじがぞくぞくと震えた。悪戯好きらしい指先が、ブラウスの上から膨らみの裾野を引っ掻く。もう呑み込めないほどに、空気がどろりと甘く濁る。

「俺は……据え膳もチャンスも見逃してやれるほど、品行方正でもねえから」

　それに、『大丈夫』な男だと思われっぱなしじゃ困るしな。

　甘ったるく吐き捨てた彼の目が、笑みの形に歪んだのを見た瞬間、唇に柔いものが噛みついた。彼の唇は熱く乾いていて、私のものよりも大ぶりで薄い。そんな差をまざまざと感じられるほどに深く、深くまで口付けられる。むしゃぶりつくようなキスは、ちゅ、うう、とひどい音を立て、私を耳からも責め立てていった。

「ふ、ぅ……っん、」

「ッは、……ちゅ、ん、酒の味すんな……」

　ああ、キス、しちゃった。

　濡れそぼった舌はひどく熱い。喉を鳴らして笑った因幡さんは、妬けるぐらいにはキスが上手だった。

　奥側から手前にかけて、私の舌をきゅ、きゅ、と締め上げて唾液を啜って。上顎のつるりとした段差を舌先で巧みにくすぐって。呼吸ごと奪うかのように咥内を好き勝手に掻き回されて、――――ただでさえ鈍くなっている頭が酸素を失う。ぼんやりとし始めた意識の中で、因幡さんの体温と、身体をまさぐるその手の感触だけがひどくはっきりとしていた。

「ん、ぁ……っいなば、さ、」

「な……これ、ん、何の味だ……？」

「ン、んんっ……ワイン、かなあ、」

　彼の舌が、味を確かめるように私のそれを舐めしゃぶる。はしたない水音と共に、舌の上で色んなお酒の味が混ざり合って、より強い酩酊感が頭を揺さぶった。美味しいというわけでもないのに、もっとたくさん欲しくなる。もっともっと、深くまで酔ってしまいたい。けぶる視界の中、因幡さんが少しだけ唇を離して、誘うように舌を垂らした。

「ん、」

　どろっとした瞳が微かにたわんで、私を唆す。分厚い、男の人の舌。そう思うとお腹の奥がぐんと重くなるような感覚がして、――――気付けば私は、それにちゅうちゅうと吸い付いて、ウイスキーの苦味の残滓に酔いしれていた。因幡さんの大きな手のひらが、褒めるように私の後頭部をくしゃくしゃと撫で回す。こんな厭らしいキスなんて、したことない。社会人になって一人遊びばかり上手くなった私にとっては、キスはいっとう気持ちよくて、興奮する行為の一つだった。

　色んなものに追い立てられて、ふわふわして、ぐらぐらして、何も分からなくなっていく。アルコールと快感に溺れていく。ただ私を蹂躙する因幡さんの熱い吐息が、唇から首筋へと移ったのを微かに知覚した。

「塩原、ばんざいしろ」

「ん？　うん……？」

「よくできました。……これ、外すぞ」

　甘い声音が私を褒めそやし、ぐっと低く掠れて耳を打つ。

　熱く艶やかな唇が剥き出しになった肩に押し当てられて初めて、ブラウスを剥ぎ取られたことに気付いた。ついでのように淡い色合いのインナーとブラジャーも脱がされ、火照った身体がぶるりと震える。因幡さんはそれらをぽいと後ろへ放り投げると、私の両膝の辺りを太腿で跨ぐようにして圧し掛かってきた。

　柔い膨らみが支えを失って、とろりと形を失くしていく淫靡な過程を、因幡さんの苛烈な視線にじっくりと見守られる。ぎらつく肉欲と酩酊が交互にちらつく瞳は、見ているだけで私の背筋をぞくぞくと粟立たせた。お腹の奥がきゅ、うう……っと疼いて、隘路に蜜が染み出し始めるのを確かに感じて。

「っ、ぁ……」

「ハァ、っ……やらし、」

「ゃ、ぁあっ！」

　揶揄するような吐息が胸元を掠めた瞬間、先ほどまで私の唇と睦み合っていた舌が、膨らみの先端に食い付いた。熱くぬるつく感覚にびくんと腰が跳ね、背筋が反る感覚。蕾は扇情的なキスによって既に膨らみ始めていて、彼の咥内に招かれた途端、さらに厭らしく張り詰める。蕾だけではなく、ふっくらとした薄紅色の乳輪までが、彼の大きな口に覆われていて、――――それ理解した瞬間に、私はこれから何をされるのかをはっきりと悟った。

　ちらりと上げられた視線が、私を射抜く。ふ、と目元を甘く残酷に緩めた因幡さんが、きつく、蕾と乳輪を吸い上げた。

「ひゃ、ぁあっ……ッ！」

　口に含まれただけのときとは、比べ物にならないほどの衝撃。幼く未熟な、浅い絶頂だった。

　ぴんと爪先まで伸びた足に力が入り、意識が一瞬途切れる。ぱち、ぱち、とショートの火花が瞼の裏に散って、――――シナプスの接触が直るよりも早く、反対側の膨らみが彼の手に優しく鷲掴みにされる。

　合コンの席で見惚れた骨ばった指が柔い肉に沈んで、その形をめちゃくちゃにしていくのを、私は法悦にどっぷりと浸かりながら見つめた。指先は捏ねるようにばらばらに動いてみたり、根本から蕾のほうへ搾り上げるように力を加えてみたりと、多彩な愛撫で私をなぶる。膨らみの中にある芯が、男の手で力強く揉まれてじんじんと疼いた。

「ぁ、ああっ、ぅ、因幡さ……っ」

「ン……ッは、ここ、こりっこりになって……」

　はあ、と熱っぽい溜息が膨らみを滑り落ち、鳩尾を撫でた。先ほどの横暴を詫びるかのように、ちゅ、ちゅう、と甘ったるく蕾を吸われる。舌のざらついた部分が蕾の側面や天辺を丁寧に磨いていくのが堪らなく気持ちよくて、口の端からはつい涎が垂れてしまう。

「あっ、ふぁ、あ……ン、っあ、」

「ん……かりかりされんのも、好きだろ」

「ッう、んんっ……！」

　反対の蕾は、短い爪でかりかりと丁寧に掻きむしられた。爪の先が不規則に天辺の段差をほじくり、たまに叱るように、きゅっと抓られる。根元から搾るように引っ張って、揉みながら扱いてみせる。淫靡で執拗な、胸への愛撫。そこで生み出された重く甘い快感はお腹の奥にどんどん溜め込まれ、未だショーツに包まれたままの秘部をたっぷりと潤ませていった。無意識に膝頭を擦り合わせ、太腿をきゅう、と締めて身悶えると、因幡さんがぴたりと動きを止める。ちらりと視線を私の顔へ遣ったのち、ゆっくりと蕾を解放した。

　先ほどまでの清楚ぶった薄紅色から、ふしだらな赤に染まった蕾が、久しぶりの外気にふるりと揺れる。彼の唇との間に、銀色のとろりとしたアーチがかかって、やがて膨らみの上に卑猥なラインを描いてみせた。

「ふ、……あま、」

「ぁ、ン……甘いの……？」

「ああ。……お前の肌、甘くて、頭がおかしくなりそうだ」

　きっと私は今、すごく情けなくて蕩けた顔で彼を見上げているのだろう。

　頭の奥底にほんの少し生き残っていた、素面のときの私が囁く。クール系で、一匹狼っぽくて、ツッコミは入れてくれるけど低体温な因幡さんが、何かすごく厭らしいことを言っているような気がする、――――『肌が甘い』なんて、ただの猥雑な単語よりよっぽど淫靡に聞こえるって。

　一度そう思ってしまえば、もう彼の言動の全部が厭らしいような気がして、私の思考がぐつりと煮崩れた。素面のときの私は塗りつぶされ、今晩はきっと二度と戻ってこない。腰の奥がずんと重くて、ひくひく震えて、早く熱を与えてほしくて堪らなくなる。

「あー……クソ熱い……」

　ばさりとシャツを脱いだ因幡さんが、汗で湿り始めていた前髪を掻き上げる。ぎらついた瞳は完全に据わっていて、昏く甘やかだ。均整の取れた身体。浮き出た腹筋と、その下を想起させる腰の厚みに、尾骶骨がじんと痺れたような気がした。

「塩原も、下脱ごうな」

「うん……」

「そう……そのまま腰上げてろ」

　因幡さんの手が、スカートのホックを器用に外す。恭しく腰と太腿を抱え上げられ、ショーツごと取り払われてしまえば、もう私を守ってくれるものは何も無くなってしまう。ショーツでせき止められていた蜜が、とぷりと溢れて会陰を濡らす感覚。因幡さんが一つ瞬きをして、ゆるりと雄くさく口角を上げた。

「……もう、こんなに濡らしてんの」

　どうりで腰が揺れてると思った。

　私の痴態をなじるように、揶揄うように因幡さんが笑う。酩酊した頭が反論を思いつくよりも先に、その指が垂れた蜜を掬い上げて、ほろりと口を開けている秘所へと押し戻した。泥濘の浅瀬に潜り込んだ指先は硬く、私の指とは比べ物にならないぐらい太い。骨ばって節くれだつそれが、ずりずりと媚肉を掻き分けて沈んでくるのを、私は爪先でシーツを引っ掻きながら甘受する、――――ああ、自分の指でするより、ずっとずっと気持ちいい。

　指はしばらく蜜壺の入り口の狭さを愉しむように揺らめいて、次いで温かに潤んだ奥まで穿っていった。指の質量に押されてとろみが零れ、因幡さんの指や手のひらをべっとりと汚していく。襞をこそぐように指の腹で撫で擦り『かたち』を確かめる動きは、今から自身を迎え入れる膣の検分をしているかのようで、その淫猥な仕打ちに隘路全体が震え、指を健気に食い締めた。

「あっ……ぅ、んぁ、」

「は、ッ……奥までとろっとろにしてるくせに、めちゃくちゃ締まる……っほら、また、」

「んん、ぁ、だって……」

　きゅ、うう、と再び搾るように締まる内壁に、因幡さんの声が劣情に掠れた。顎から伝い落ちた汗が膨らみの下辺りに落ちて肌を灼く。蠕動するような動きは完全に意識外のことで、揶揄されたって止められるものではない。だから私はそのままふしだらな反応を曝け出し、蜜路の具合の良さを彼に教えてしまうのだ。当然彼もそれには気付いていて、くちくちと指を抜き差ししてはふやけた粘膜を苛めていく。

　締まるくせに溶けている、というのは、昔付き合っていた人にも言われたことがある。これ自体が男の人にとっていいことなのかはよく分からない。

　分かるのは、今から私を抱こうとしているこの男が、――――私の身体に、ひどく興奮してくれているということだけだ。

「っん、また、締まってる……」

「ッは、ァあっ、ぁ、そこ、」

「な……これ、酒のせい？　それとも……お前がやらしくて、えっちなせい？」

　なあ、どっちだよ、――――卑猥な言葉で私を追い詰める彼が、指を二本に増やして、襞の粒を丁寧に掻きむしる。二本の指が水かきを起点に、淫路を広げるように開いていく。くぱ、という卑猥な音。開かれた壁から、とろ、と垂れ落ちる粘液。躾けられている感覚に、眩暈がするほど興奮した。

　私の中は久しぶりの侵入者に従順で、浅瀬は指の根本を食んでは緩むを繰り返し、奥のほうは愛撫によって素直に形を変えてしまう。私はあえかな嬌声を上げ、ろくに答えを返せないまま、因幡さんにぐずぐずに蕩かされていくだけ。

「まだ指二本しか入れてねえのに……こんなんで、俺の、上手に呑み込めんの？」

　揶揄をまぶした声音に下を見れば、因幡さんが私を真っ直ぐに見つめていた。私しか見えていない、こちらを一心に求める瞳。理性のない剥き出しの欲望。それらに晒された肌がひりつくと同時に、どろっ、と胎奥が蕩けた。今の私は、この人に激しく求められているのだ、――――その自覚が、私をもっと深いところへと堕としてしまって。

「できる？」

「っん、ン、できる、ぅ……っ」

　悲鳴のような降伏宣言に、彼の喉が鳴る気配がした。いい子いい子と褒めるように、彼の指が浅瀬の腹側をくちゅくちゅと撫でまわす。少しふっくらとした、蜜壁の弱点。押し込んでみたり、引っ掻いてみたりとそこに淫虐を加えられると、くん、と腰が勝手に浮いて刺激を強請るように震えてしまう。浅瀬で受けた快感を注ぎ込まれた胎奥は、壊れた蛇口のようにこんこんと愛液を垂れ流して、果てが近いことを私と彼に知らせていた。

「ッは……じゃあ、一回イこうな？」

「あっ、ぁ、は、ひう……っ」

「一回イッて、もっととろとろになったら、挿れてやるから……っ」

　落ち着いた声が、語尾にハートマークがつきそうなほどに甘ったるいものへと化けた。

　一度蜜口から抜け出た指が、三本になって戻る。浅瀬の弱点まで何とか分け入ると、指先を鉤状に曲げて、そのざらついた天井をぐぐっと押し上げてみせた。瞬間的に襞がきゅんと締まり、呆れるほど正直に、そこが『好い場所』なのだと征服者に伝えてしまう。当然、因幡さんがそれを見逃すはずもなく、彼は唇を舐めてうっそりと笑うと、激しくそこを突き上げ始めた。

「ひ、ッア、ああっ！」

「ッ……ああ、すげ……ン、」

　ぐ、ぐっ、ぐり、と断続的に、一定のリズムで。弱点を押し潰す手を止めないまま、熱い溜息を吐いた因幡さんがこちらに覆いかぶさり、再び膨らみにしゃぶりついた。膨れた蕾をねっとりと舐め上げ、吸い付いて、甘噛みをして、たっぷりと味わったら反対側の蕾へ。ふかふかの乳輪、まろい膨らみ、ぷっくりとした蕾。それら全てが赤い歯型にどんどん汚されていく。ただでさえ許容以上の快楽を注がれているところに、先ほど散々弄ばれた場所への淫虐だ。耐えられるはずもなく、私は喉を晒して喜悦に浸る。

　口淫に翻弄されている上も、手淫で乱されている下も、どこもかしもひどい水音を立てていた。因幡さんによってぐしゃぐしゃに蹂躙された身体は、もはや私の管理下にはない。まるで彼が望む通りに反応し、果てへと昇り詰めていくだけの淫らな人形のようで、――――でも、私はそれに抗うどころか、それを理解することすら危うかった。

「あっ、あ、や、っやぁ……っイく、イくの、因幡さ……っ」

「ッ……！　ハ、ほんっと、最高……」

　興奮からか、彼の語尾が荒く掠れる。膨らみを弄ぶのをやめた唇が、今度は耳朶に甘噛みを施す。つぽ、と耳孔に舌を捻じ込まれて、たっぷりの唾液で愛撫されると、ぞわぞわとした性感にうなじが粟立った。

「な、さっきはいいって言ったけど……俺に挿れられて、本当にいいのか……？」

「っや、ぁあッ、んっ、なに……」

「イッたら、俺のがここに、」

　――――はいっちゃうから、な。

　すり、とおへその下を厭らしく撫で上げられると同時に、太腿に硬く熱いものが押し付けられる。それがスラックスの下で猛々しく育った彼の屹立だと気付いた瞬間、私の隘路はそれを食い締めるさまを夢想した――――

　きつく締まる蜜壺を、まろく肥えた切っ先がずりずりと穿ち進む。張り出した笠の段差が襞をこそぎ、甘く熟れた粘膜を掻きむしる。指でかわいがられているところも、丁寧に抉って。とろっとした蜜に歓待されながら沈んでいく剛直は、幹まで太く充溢していて、蜜口の淵を戻らないほどに広げてしまう。やがて奥まで辿り着いたそれは、秘された壁を穿って私を圧迫感でいっぱいにする。とん、とん、と機嫌を窺うように小突いたあと、窄まりの先に入れてくれと強請るように、ぐりぐりと壁を押し上げて、――――

「ぁ、あ……っ」

　ぞくぞく、した。

　夢想だけで、信じられないほどの悦楽が私の身体を這い上がる。そんなものないはずなのに、精神が勝手に快楽を受け取って、食い締めるもののない隘路をひどくひくつかせた。はあ、と熱っぽい呼気が耳孔に吹き込まれ、がくんと腰が跳ねる。爪先が激しくシーツを掻く。ぎゅうう、と快感が胎の内側に引っ張り込まれるような感覚。

　ほとんど想像だけで果てそうになっている私を見て、因幡さんは満足そうにへその下を引っ掻いた。

「良さそう、だな」

　悦の滲んだ声音が最終通告だった。打ち震える私の身体へ、指が激しく追い打ちをかける。淫壁をひときわ強く刺激しながら、親指で押し潰したのだ、――――蜜口の上でふるふると震えていた、真っ赤な花芽を。

「じゃあ、――――ほら、イけよ…ッ」

「ッい、ぁ、ァああっ……～～～～！」

　ぐるんと視界が回って、ただ甘ったるい因幡さんの声だけが耳から脳髄を貫いて。そこでばちんと音がして、生き残っていた回路が一気に落ちたのが分かった。切り裂くような、鋭い快感に傷つけられて、じゅわ、と胎奥が蕩ける。信じられないほどの多幸感。どっと血液が逆流し、暴れる心臓がひどい音を立てる。全身に攣るほどの力が籠り、不随意に筋肉が震えた。

　ゆっくりと指が抜かれ、せき止められていた白く泡立つ愛液が、とろっ……と溢れ出ていく感覚。甚振られた淫壁は充血し、じんじんと疼きながら絶頂の余韻に浸っていた。こんなに気持ちよく果てるのなんて、いつぶりだろう。一人で遊んだって、ここまでの快楽は得たことがない。

「塩原、」

「ぅ、ん……」

「……大丈夫か？」

「はー……っ、は、うん……大丈夫」

　こちらを覗き込む因幡さんに何とか頷き返し、再びぼんやりし始めた頭を枕に押し付ける。アルコールが駄目な回り方をしたのだろうな、と微かに思った。

　力を抜けば、倦怠感と浮遊感に瞼がゆるゆると落ちていく。半分閉じたそれの向こうから、微かに笑うような、甘やかで優しい空気の揺れが届いた。

「塩原、寝るなよ」

「ぁ、ん、……ぅ、ねむ、い……」

「タクシーで寝ただろ……？　今度は俺の言うこと聞いてくれって……」

　甘やかすような声音が、柔らかに私の意識を引き留める。ちゅ、ちゅ、と窺いのキスが唇に触れて、ほんの少しずつ性感をぶり返させていく。下唇を軽く吸われ、甘く食まれる穏やかな快感に揺蕩う私は、微かにジッパーの音と、何かのパッケージを破る音を聞いた。

　そこから恐らく数秒の間、私は意識を手放していたのだろう。「しおはら、」と熱を孕んだ声に呼ばれて、誰かの手に太腿を掴み上げられて、思わず睫毛が震える。膨れ上がった気配がこちらに覆いかぶさり、ぽってりと充血した花唇に熱源が押し当てられる感覚。何かの予感に、無理やり瞼を開こうとして、――――次の瞬間に、大きな質量がゆっくりと押し入ってくる感覚に襲われ、背筋がシーツから浮き上がった。

「んッ、っ、ぅ……～～～～！」

「ッぐ、っ……！　ハッ、……ぁ、入った、な」

　ほぐれきった蜜塗れの隘路を、因幡さんの昂りに穿たれたのだ、――――そう気付くまで、数十秒を要した。視界に星がちりばめられ、あまりにもいきなりの訪いに、油断していた胎奥が泣き喚く。

　熱い楔が、身体の深部を侵す感覚。温かな泥濘に沈んだそれは、先ほどの想像の中の屹立とほとんど同じ形をしていた。違いは想像よりも微かに長いことと、微かに胴が太く逞しいことだけ。

　私の腰を掴む手を辿れば、こちらを見下ろす因幡さんが見える。私と同じ、一糸纏わぬ姿。食いしばった歯の隙間から荒い息を零し、眉根を快感によってか男らしくしかめていた。濡れて束になった髪が、肌に貼り付いている。彼は苛烈な光を湛えたままの瞳でこちらを見遣り、雄くさく口角を上げてみせた。

「ん……ちゃんと起きて、偉いじゃん」

「ひぅ、ぁ……は、あっ、いなば、さ、」

　張り詰めた熱杭を深くまで捻じ込んだまま、因幡さんが私の頭をくしゃくしゃと撫でた。褒めそやすような手つきは倒錯的で、すでに無くなった理性を飛び越えて、自尊心すらもめちゃくちゃにされていく。精神的な法悦に晒された身体は、蜜壁の浅瀬から胎奥までを、きゅうう、と無意識に締めてしまう。その甘えるような締め付けに、びくつく肉茎がまた一回り大きく肥えたのが分かった。

「ッ……おい、締めすぎ、」

「ん、んっ……ぅ、だって、きもち、い……」

「……ハ、ァ、くそ……っ」

　かわいいな、ばか。

　ざらついた息が鎖骨を撫で、押し付けられた逞しい腰がぶるりと震える。私が馴染むまで待ってくれていたらしいそれが、我慢ならないといったふうに律動を始めた。

　ぬろ、ろ、と抜け出て、ずぷ、ぷ、と埋まって。決して激しくはない動きなのに、緩慢であればあるほど、彼の形をまざまざと思い知らされてしまう。蕩けた蜜穴を食べ散らかされているような錯覚に、背筋を怖気にも似た愉悦が這い上がった。

　律動はゆるやかにスピードを増していく。浅ましくひくつく狭い蜜洞を割り開く切っ先に、浅瀬の好い場所も、最奥の天井も一緒くたに掻きむしられて、私の喉から嬌声が迸った。悦楽を感じれば感じるほど蜜壁が締まり、それに反応した怒張がさらに漲るという悪循環。先ほどの絶頂と酒精でくったりと力が抜けた身体を揺さぶられるたび、奥がぐずぐずに蕩かされ、耕されていく。

「あ、っん、……ふ、ぁ……！」

「ッしおはら、……っなあ、奥突かれんの、好きか」

　こちらを見下ろす目は眇められていて、確かな情欲と甘さを孕んでいる。「奥、」と曖昧に反芻した私に応えるかのように、こつ、こつん、とまろい切っ先が最奥を叩いた。大事なところに暴虐を加えられる、重く甘ったるい快感。あまりの心地よさに頭の芯がじんと痺れる。下半身がとろとろと蕩けてなくなってしまいそうな感覚に、媚肉はきゅん、きゅんと切なく疼き、咽び泣くように蜜を染み出させていく。

「っん、ん……ァ、すき、」

「そ……、ッ良かった、な……いっぱい、突いてやるから、」

「ぁ、うれし、っあ、ゃ、く、ぅうう……っ」

　先ほど指で苛められたときとは違う、ゆっくり、ゆっくりと甘い奈落に堕とされるような、そんな快感。じっくりと濃厚な絶頂を教え込まれていく感覚に、反射のように腰がかくかくと厭らしく揺れた。

　恐らくひどい力で食い締めているだろうに、彼の剛直は未だ充溢し、熱く滾っている。隘路の搾り取るような蠕動にも負けない逞しさに、お腹の下がきゅんとときめいたのが分かった。そんなふしだらであんまりな反応に、因幡さんが甘く柔らかに笑う気配がして。

「じゃあ、――――俺のことは？」

「ぁ、うっ……ん、ん……？　ぅ、なに……」

「俺のこと、好きか……？」

　砂糖をまぶしたような声音が熱い吐息に混じる。どろりとした、私を誘惑する声。甘えるような、懇願のようなそれが、他ならぬ因幡さんの唇から出たという事実が、私をおかしくさせてしまう。ピストンの合間に鼻先を擦り合わせるようにされると、それがまるで求愛の行為のように思えてしまって、目が眩み、きゅうと心臓が疼いた。身体の内側が因幡さんへの『好き』で満たされて、――――それが言葉となって、溢れる。

「ッあ、っすき、すき……っ」

「く、……ッ、」

　どくん、と中に居座る怒張が脈打つ。限界まで押し広げられた粘膜は、相変わらずそれをきつく締め付けた。表面を舐め啜り、芯を揉み食む動きに辛抱堪らなくなったのか、彼の唇が私のそれに噛み付いた。

「んんッ……！」

「は、ァ……っしお、はら」

　ちゅくちゅくと音を立てて咥内をなぶられ、蹂躙されていく。激しくなった律動に似合いの、貪るようなキス。彼の腰が勢いよく叩きつけられ、柔い肉が強くぶつかり合う高い音に、骨盤がぶつかる鈍い音が混じる。下生え同士が擦れ合って、ぽってりと膨れていた淫芽を微かにくすぐった。

　視界がいよいよ白く染まり、因幡さんの表情も窺えなくなる。果てが近いのだ、とふやけた頭のどこかが呟いた。それは私だけではなく、因幡さんも同様のようだった。彼の昂りは、浮き出た血管の一筋一筋が脈打ち、猛々しい刀身が弾けそうなほどに張り詰めて、火傷してしまいそうなほどに熱い。

「ッ……は、もっと言って」

　因幡さんが腰から手を放し、シーツの波間を揺蕩っていた私の手を捕まえた。熱くしっとりとした、先ほどまで私の胎を暴いていた指。それが恋人のようにしっかりと私の指に絡み、どこへも流されていかないように、離れないように繋ぎ止めてみせる。

　身体を揺さぶる律動はさらに速くなり、ぐるぐると脳味噌が掻き混ぜられていく。ふわついて思考力の残っていない私は、彼に請われた通り、馬鹿の一つ覚えのように愛を口にした。

「すき……、ん、ぁっ、すき、いなばさ、ん……」

「ん、……かわい、」

　ふ、と息だけで甘く笑った因幡さんの、そのあんまりにも優しく蕩けた声音に、下腹部がきゅうう……っと強く締まる。今までで一番きつく強烈な締め付けに、頭上から掠れた呻き声が降ってきた。頭の配線がぐしゃりと絡まる感覚がして、――――ずどん、と剛直がいっとう深くまで捻じ込まれた。

「っく、ぅう……～～～っ！」

「ぁ、ぐ……ッ！」

　獰猛な唸り声と、膜越しに感じる飛沫。ぐっ、ぐ、と腰を限界まで押し付けて、少しでも奥へと迸りを届けようとするかのような、本能的な動き。じくじくと疼く最奥が熱っぽく迫られる悦びに、ぐずりと煮崩れる。先ほど味わったものよりもずっと濃く、果てしない快感に全身を絡め取られ、私の意識は白く弾けてしまう。ただ気持ちいい感覚しか残らなくて、他に何もなくなっていく。

　ぱた、と肌を打つのはきっと、因幡さんの汗の雫だろう。灼けるように熱いそれが鳩尾を濡らし、ひくんと肩が跳ねた。

「ッは、……しお、はら……」

「ぁ、……ぅ、んっ、ん……」

　端から身体が蕩けてしまうような、後引く絶頂感に甘ったるく苛まれる。胎から全身へ回る多幸感に今度こそ意識が混濁する。ぐずぐずと煮崩れていく自我と記憶。私の『かたち』が失われていく。何もかもが分からなくなってしまいそうで、目の前が真っ暗になって、わたし、は、――――






２、警察官にも油断はするな








　――――そして現在、翌日土曜日、午前十一時に至る。

「……」

　記憶のレコーダーの再生が止まったのを確認して、私は猛烈な羞恥心と格闘を始めた。

　なに、何なの。昨日の私は一体全体何を考えてるの。許されるならベッドの上で悶え転がって、その辺に頭を打ってこの記憶を失ってしまいたい。

　自分で自分に言い訳をするとすれば、昨夜この家の敷居を跨いだあとの私は、徹頭徹尾正気ではなかった。酔っぱらって警戒心が消え失せ、『後先を考える』という能力が圧倒的に欠如していたし、久しぶりの行為に身体のほうまで盛り上がってしまって、ストッパーを失っていたのだ。先ほど言われた『昨日、散々好き好き言ってた男の顔も忘れたのか？』という台詞の意味を嫌というほど理解して、私はいよいよ頭を抱える。

　そんな私を静かに見つめていた因幡さんが、ゆっくりと身体を起こす。眩しい上裸が日差しに照らされ、私は思わず視線を逸らした。

　昨日、私はこの人に散々身体の奥深くまでを暴かれたのだ、――――そう思うと、とっくに落ち着いたはずの胎奥の疼きが、微かにぶり返すような感覚がしてしまう。

「思い出したか？」

「……うん」

　敬語で返さないのが、全て覚えているという意志表示だ。それは正しく伝わったらしく、因幡さんが薄く笑った気配がした。

　――――というか、この人はどうしてこんなにけろっとしてるんだろう。

　手の隙間から彼のほうをちらりと窺えば、彼は右手でくしゃくしゃと自分の髪を掻き回し、眠たげに欠伸をしている。そのあんまりな余裕っぷりに、余計に羞恥心が募っていく。

「あの……ほんとに、何と言っていいか……ごめんなさい」

　何か言わなければと逸る心臓が吐き出した言葉が、そのまま舌に乗って音になる。混乱の溶けた謝罪はこの上なく申し訳なさそうに響いた。因幡さんはそれにゆるりと眉をしかめてみせる。

「酔ってたけど、お互い合意だろ。……それとも、嫌だったか」

「え、」

　寝起きで少し掠れた、落ち着いた声。それがちょっとだけ落ち込んでいるように聞こえて、私は慌てて顔を上げた。

　視界に因幡さんの精悍な顔が映り込む。黒々とした瞳が強い光を湛えてこちらを見つめている様は、昨日の初対面の瞬間を思い起こさせる。とくりと心臓が音を立て、気付けば首を横へ振っていた。

「嫌……じゃ、なかったです」

「敬語」

「嫌じゃなかった」

「よし」

　口の端に笑みを滲ませた因幡さんが、ゆるりと目を眇めた。

　嫌じゃなかったのは本当だ。やってしまったという後悔にも似た羞恥こそあれど、嫌悪感はない。これ以上悶絶していても、因幡さんに要らぬ気遣いをさせてしまうだけだ。そんなものは家に帰ってから一人でやればいい。いい歳した大人なんだから、いくら酔っていても自分の行動には責任を持つべきだろう。私は最後に一つ溜息をついて、何とか自分を立て直す。

　すると、じっとこちらを見つめていた因幡さんが、ぼそりと言葉を発した。

「つーか……だいぶいい眺めだけど、大丈夫か？」

「いい眺め……？」

　何のことだろう、と首を傾げながら辺りを見渡す。見渡して、――――自分が全裸のまま、何を隠すわけでもなく彼の前に座っていることを思い出した。

　有り得ない。喉から悲鳴が迸り、私は勢いよく布団を被る。顔が燃えるように熱くて泣きそうだ。彼の手と唇に愛された余韻の残る胸も、色んなものにべっとりと汚された太腿も、全部剥き出しのまま日の光に照らされていたのだと思うと、二日酔いで痛む頭がさらにがんがんと痛む。布団の向こうから少し呆れたような、柔らかい苦笑が聞こえた。

「気付いてなかったのかよ」

「昨日の記憶が衝撃的すぎて忘れてたの……！　とりあえず服、服着よう！　ね！」

　真っ赤な顔だけを布団から出して服を探せば、ブラウスがベッドの端に辛うじて乗っていた。先に下着類を見つけないといけないけど、これがあれば少なくとも布団を被らなくても胸元は隠せるだろう。そう思って手を伸ばせば、がしゃんと硬質な音がして手首が後ろに引っ張られた。

「は？」

「は？」

　引っ張られた方向へ反射的に振り向けば、そこには目を丸くした因幡さんがいる。彼のしっかりとした腕が前に伸ばされていて、そこには見慣れない銀色の輪が嵌っていた。見慣れないと言っても、それは『実際に目にするのは稀』という意味で、ドラマの中に限れば見慣れたものだ。

　ずっと布団の中に埋まっていた、私の右手と、因幡さんの左手。その二本の腕が、――――一つの手錠で繋がっていた。

「え……えっ、何これ……？」

「……手錠だろ」

「それは見れば分かるから！　そうじゃなくて、何でこんな状態に……」

　ちょっと腕を動かしてみれば、がしゃ、と音が立つ。その造りはしっかりとしていて、とてもじゃないけれど簡単に外れるようには見えなかった。父が持っているのを数回だけ見たことがある、本物の、警察の手錠に似ているような、――――そこまで考えて、私ははっと顔を上げる。

　現職の警察官が、こちらを見て何とも言えない複雑な顔をしていた。

「……塩原は昨日のこと、どこまで覚えてんの」

「ど、どこまでって……？」

「何回目まで記憶あるかって話」

「何回目!?」

　数えるほど何回もしたの!?

　ぴしりと固まった私に、因幡さんはこめかみを揉むように擦りながら「俺も記憶が曖昧なんだけどな」と囁いた。

「あー……三回目？　三回目だと思うけど……そのときに二人で嵌めた気がする。プレイの一環で」

「プレイの一環」

「これ、一応マジの手錠な。ジョークグッズとかじゃなくて」

「うん……分かるよ」

　ずしりと来る重みは、とてもレプリカとは思えない。持ち主である因幡さんにそう言われてしまえば、もはや疑いようもなかった。

　私の記憶が残っているのは一回目までだった。恐らく、その後はお酒が回り過ぎて記憶が飛んでいるのだろう。その記憶が飛んでいる部分で、私と因幡さんは大いに盛り上がり、本物の手錠をプレイで使う愚行を犯したということだ。

　肩を落とす私に罪悪感を覚えたのか、因幡さんが呻くように謝罪の言葉を口にする。

「……悪い」

「いや、全然いいよ……！　プレイの一環ってことは私も合意だもんね、むしろこんなことに使わせてごめんっていうか……」

　決して全然良くはなかったものの、もしかしたら因幡さんに警察官らしさを感じたくて、私から強請った可能性もある。覚えていないのならば余計なことは言わないに限る。

　今までノーマルな睦み合いしかしたことがないだけに、衝撃は大きかったものの、お酒の力もあったのだと思えばいくらか心が落ち着いた。自分の手だけが拘束されていたらまた違ったかもしれないけれど、不自由なのは因幡さんも同じだ。さっさと外してしまいさえすれば、笑い話で済むだろう。

　私はブラウスを一度諦め、布団を被り直して因幡さんの顔を覗き込んだ。

「それで因幡さん、鍵は……」

「……ない」

「えっ」

「署にあるんだよな……」

「嘘でしょ」

　私が再び呆然としながら呟いた台詞に、因幡さんはこめかみを自由なほうの中指で擦りながら、ゆるりと首を振った。もちろん方向は横だ。先ほどよりもずっと気まずそうな、複雑そうな顔をした彼は、凍り付く私を見て再び溜息をつく。ベッドサイドにあったテーブルからスマホを取り上げると、手早く操作を始めた。

「萩沢っていただろ、昨日。円城の前に座ってたやつ。俺と円城の同級生で、俺の警察での同期」

「……うん」

「ああ。明日の昼なら、あいつに昼休みがてら持ってきてもらえると思う。死ぬほど笑われるだろうけど」

「あー……」

「……悪いな、ほんと。今度何か奢る」

　二人の間で、じゃらりと短い鎖が鳴る。私の利き腕は右、彼の利き腕は、昨日の合コンでの仕草を思い出した限りでは左だったはずだ。二人とも利き腕を手錠で繋がれた状態で、一日半もの時間を過ごさなきゃいけない。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう、――――愕然としたような気持ちが胸に去来し、後には妙な緊張と、この先一日半への不安が残される。その中心部でどくどくとうるさく鳴り立てる心臓は、きっと昨夜自分をたっぷりと愛し、甘やかした男への言いようのない感情に、揺れていた。





＊＊＊






　いくら緊張と不安が胸に渦巻いていたとしても、いつまでもこうしているわけにはいかない。

　私が深く深く息を吐いてから因幡さんへ視線を遣ると、彼はじっとこちらを見つめたままだったらしく、ぱちりと目が合った。

「落ち着いたか？」

「……うん。一周回って冷静になった」

「そりゃ良かった」

　うっすらと浮かんだ笑みは相変わらずどこか甘い。笑うと印象が変わる人だとは思っていたけれど、やはりこうして正面からそれを食らうと、無性にどきどきした。一度深い部分で繋がってしまったから、尚更。

　――――そういえば、因幡さんは私のこと、どういう人間だと思ったんだろう。

　和夏に唆されたのと、自己紹介のときの緩みのおかげで、昨日の私は割と素の自分が出ていたはずだ。色々抜けているところも、喋り方があまり知的とは言えないところも、そそっかしいところも存分に見られている。でも、もし彼が今までの人と同じように『そういう』女性を望んでいたとしたら、もう手遅れだ。

「……塩原？　聞いてる？」

「へ、……あっ、き、聞いてない……」

「冷静じゃないじゃん」

　また一つ小さな失敗を重ねた私に、彼はまたしても甘く口元を緩めてみせる。ふ、という柔い息が漏れる音は、心が容易くほどけてしまうぐらいには優しい。

　やっぱり、私のマイナスギャップは彼にとって、それほど気になるものではなかったのだろうか。

　希望的観測ではあるものの、彼の様子を窺っている限りではそう大きく外れている気もしなかった。ただ、別に彼がクールビューティーを望んでいなかったとしても、そそっかしさは妙齢の女性としてマイナス点であることには変わりないだろう。飛び出しそうになる溜息を飲み下して、私は手元の布団をさらに強く身体に巻き付けた。

　これから一日半も二人きりで過ごすのだ。気を引き締めないと、本当に幻滅されてしまうかもしれない。

「鍵がない以上、このまま明日の昼まで耐えるしかないんだよな。……今日と明日、予定は？」

「ないよ。因幡さんは？」

「俺もない。非番」

　因幡さんは目の前の問題に一つずつ、丁寧に対処をしようとしているようだった。その落ち着いた振る舞いはひどく頼もしく思える。素っ気なさそうな第一印象とは裏腹に、彼が随分と面倒見が良い性質だと、私はもう気付き始めていた。

「じゃあ、服……の前にシャワーだな。昨日何も処理しないで、そのまま寝落ちたっぽいし」

「確かに」

　情事の痕の残る身体のまま服を着ても仕方がない。髪にアルコールの残り香があることに気付いてしまえば、一刻も早くシャワーを浴びたくて堪らなくなった。私は布団を纏ったままベッドの淵から勢いよく立ち上がる、――――ぐっと腕に負荷がかかってよろめいた瞬間、後ろで何かがぶつかるような鈍い音がして。

「ぐ、っ……！」

「えっ……うわっ！　ごめん！」

　振り返った先で、因幡さんが額を押さえて悶絶していた。

　ぴんと伸びた手錠の鎖。彼の腕が伸びている方向に鎮座する、ベッドサイドテーブル。それらの意味を理解して、私の顔からさあっと血の気が引いた。慌てて近寄り、蹲る因幡さんの背にぺたぺたと触れる。

「ほ、本当にごめんなさい……！　大丈夫？　たんこぶできてない？」

「大丈夫……」

「ぜ、全然大丈夫そうじゃない……」

　そっと顔を覗き込めば、因幡さんがゆっくりと起き上がった。額の辺りが微かに赤くなっているのが分かって、さらに血の気が引いていく、――――先ほどの『手遅れ』がかわいく思えるほどの惨事だ。半泣きもかくやという様子でおろおろとする私に、先に平静を取り戻した因幡さんが手を伸ばす。くしゃりと髪を掻き混ぜられて、こんなときだというのに心臓が小さく跳ねたのが分かった。

「いや……俺も完全に油断してた」

「私も手錠のことすっかり忘れてたから……」

「それは忘れんなって」

　ちょっと呆れたような声が耳をくすぐる。頭を撫でるかのように動いていた彼の手が、するりと滑って頬へと下りてきて、次いで柔い部分を摘まむようにしてみせた。「お返しな」と口角を上げ、むい、と引っ張り上げられる。痛くもない、幼気な『お返し』。目を瞬けば、「はい、終わり」と容易く手が離された。

　そういう恋人っぽい振る舞いは、ずるい。わざとらしくなく、自然体で素知らぬふうなのがまたずるかった。

　手のひらでそっと胸元を押さえると、皮膚の下で心臓が脈打っている。ただでさえ昨日から心を掻き乱されがちだった心臓は、睦み合ったことでより一層彼に弱くなってしまったらしい。そんな相手と、こんなにも短い鎖の手錠で繋がれて、離れたくても離れられない、――――そんな現状に、今更眩暈のようなものを覚えた。

　それに、まずいことは他にもある。

「……離れられないってことは、シャワーも一緒にしないといけないよね？」

「そうだな。長さを考えると、一緒に入らないと洗えない。……とりあえず、洗面所行くぞ」

「待って待って！」

　私がブラウスを胸元に掻き抱いてその場に留まると、鎖がぴんと伸びて金属の擦れる音がした。強制的に足を止められた因幡さんがたたらを踏んで、こちらを振り返る。私が何を言いたいのかはとっくに分かっているようで、俯くこちらの顔を覗き込むようにして身体を屈めてみせた。

「何が嫌？」

「は……恥ずかしい」

「昨日散々俺に見せてくれたのに？」

「そ、れとこれとは、ちょっと違うっていうか……」

　じわりと頬が熱くなり、声がどんどん小さくなっていく。『見せてくれた』という言い回しに微かな甘さを感じてしまって、思わず視線を彷徨わせてしまう。それでも、すぐに頷くわけにはいかなかった。

　ベッドの上、酒精と快感でわけが分からなくなっているときと今とでは、恥ずかしさが全然違うのだ。煌々と付いた電気の下で、洗うためにただただ身体を晒すなんて、今までの恋人相手にすらしたことがない。抗いがたい躊躇が、私に苦し紛れの案を吐き出させる。

「外で待ってるほうが限界まで腕を伸ばして、洗ってるほうも片手を犠牲にすれば、一緒じゃなくてもどうにかできないかな……？」

「……まあ、できなくはないと思うけど、」

「だよね？」

「塩原、右利きだよな？　つまり俺たちは利き手同士が繋がれてる。利き手を後ろに思いっきり伸ばしたまま、片手で髪を洗うのって結構難しいと思う」

「はい……」

「次に、それだと湯船に浸かれないだろ。裸で寝てたから冷えてるだろうし……俺はいいとしても、お前には身体を温めてほしい。心配だから」

「……うん、ありがとう」

　正論と気遣いのダブルパンチは、私から容赦なく退路を毟り取る。頷きながらも赤い顔と青い顔を交互にしているであろうこちらを見遣って、因幡さんはくすりと小さく笑ってみせた。

「あと、これは俺の個人的なお願いだけど、――――さっきぶつけた頭が痛いから、お詫びも兼ねて塩原が洗ってくれねえかなって」

　そう言われてしまえば、もう為す術はなかった。
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「……痒いところないか？」

「ないです……」

　――――どうしてこんなことに。

　今日という日が始まってから何度目かの思いが胸を占める。しゃくしゃくという、泡が髪と絡まる心地のいい音と、硬い指が頭皮を滑る感触。爪先に優しく当たるシャワーの粒が、少しずつ身体を温めていく。

　因幡さんに半ば丸め込まれるような形で、一緒にシャワーを浴びることになった私は、彼の手によって甲斐甲斐しく髪を洗われている最中だった。『男用しかなくて悪い』なんて言いながら、爽やかな香りのシャンプーを手に伸ばしていた彼は、私が何か言うよりも先にバスチェアに座らせ、髪を掻き混ぜ始めてしまったのだ。彼のお願い通りに洗ってあげるのはいいとしても、こちらが洗われるのは二重の意味でくすぐったい、――――手つきが丁寧で恭しいから、余計に。

「あの、もう少し適当でいいんだからね？」

「いや……髪が柔らかすぎて、力入れたら千切れそう。あと手錠も付いてるから、乱暴するとお前が危ないだろ」

　指の腹だけで撫でるように、優しく、ゆったりと。大事にお世話をされている、甘やかされていると錯覚してしまうような手つきだった。すりすりと生え際や耳の裏まで擦られ、肩が微かに揺れたのが自分でもよく分かる。『心地いい』という幼い快感にうなじを引っ掻かれ、私はそっと爪先同士を擦り合わせた。

　こんなときばかり物覚えのいい私の身体は、昨日散々与えられた快楽の味も、それを与えてくれたのが誰なのかも、忘れてはいなかったらしい。先ほどまでの甘ったるいときめきとは違う、じりじりと肌を灼く疼き。微かに温度を上げた息が零れて、室内の湯気と溶け合っていく。

「……ここ、昨日俺が付けた痕が残ってるな」

「っ、……！」

　ここ、と言われたのは左耳のすぐ下、首とうなじの曖昧な境界線上だった。そこに柔く爪を立てられ、ぞくりと背筋に電流が走る。そんなところに痕を付けられた覚えはないから、その光景はきっと消えた記憶の中にあったのだろう。それでもなぞられるたび、刻み付けられた快楽が肌へ染み込んでいくような感じがして、私はつい肩を震わせてしまって。

　のぼせたわけでもないのに、顔が熱い。きっと因幡さんにもばれてしまっているはずだ、――――浅ましくてはしたない、私の身体の反応が。

「っ……！」

「あっ、こら」

　腰を浮かせた瞬間、ぐん、と右手が後ろに引かれた。

　恥ずかしくて反射的に逃げようとした身体が、手錠に阻まれて逃げ損なったのだと理解するまで数秒かかった。彼が軽く左手を引けば、それだけで私はその腕の中に飛び込む羽目になってしまうのだ、――――そんな気付きに、じくりと心臓が羞恥に炙られる。

「手錠のこと忘れてた？」

「わ、忘れてはないけど……反射で」

「ふうん」

　くす、と笑った因幡さんは右手を私のお腹に回して、再び肌の検分に移った。今度は左手が背中を辿るから、私の右手が引っ張られて身体がゆらゆらと揺れる。

「ここと、ここも……俺の歯型がある」

「ひ、ぁ……」

　つう、と背中を伝い下りていく、硬くささくれだった指先。シャンプーのぬるついた感触が、より一層私を粟立たせる。真面目に髪を洗う合間に、そうやって何度か『悪戯』をされて、リンスが終わるまでの間に私はすっかり全身の力を失っていた。鏡越しの因幡さんが愉しげに微笑んでいるのが憎らしい。

　彼の手がシャワーを掴み、私の頭に優しくお湯をかけていく。私はリンスが綺麗に洗い流されたのを確認してから、すぐさま立ち上がって、手錠に気を付けながら因幡さんと位置を入れ替えた。

「交代しましょう」

「はいはい」

　苦笑を滲ませた声音に眉を吊り上げながら、私はそっと彼の黒髪にシャワーをかける。額には触れないように気を付けつつ、シャンプーを手に取って髪の束と一緒に泡立てた。指に絡まるその髪は少し硬く、私の髪よりもずっとしっかりした手触りだ。毎日これを洗っているなら、確かに私の髪はひどく頼りなく感じただろう。短いサイドの部分は掻き混ぜるとざりざりしていて、洗うのがちょっぴり楽しい。手錠のせいで大変やりづらいけれど。

　そうしてしばらくシャンプーを泡立てていると、彼の髪から爽やかなシトラスが香り出す。洗い立ての私の髪からも当然のように同じ香りがしていて、『一緒にお風呂に入りました』と早くも主張を始めていた。それだけのことが、どうしてか無性に恥ずかしくて、私は後頭部からそっと視線を逸らす。

　視界に入るのは彼の広い背中だ。背筋や僧帽筋がうっすらと浮く、鍛えられた身体。そこにぽつぽつと、まばらに赤い痕が散っている。何だろうと顔を近づけてみて、――――それが自分の『爪痕』であると気付いた瞬間、心臓が大きく引っくり返った。

「……！」

「どうかしたか？」

「う、ううん……何でもない。それより、力加減とか平気？」

「大丈夫。ちょうどいい」

　どくどくとうるさい心臓を押さえ付け、何とか平静を装った声音で返事をすれば、先ほどまでよりもゆるい雰囲気の声が応えてくれる。てっきり追及されると思ったのに。気になって鏡越しにそのかんばせを窺うと、意志の強そうな瞳は閉じられ、口元まで僅かに緩んでいた。

　リラックスしてくれてるのかな、なんて思いながらつむじの辺りをしゃくしゃくと掻き混ぜる。そうしていると大人しく洗われている大型犬のようで、ちょっとかわいいなと思えてくるから不思議だ。ついつい、こちらの口元も同じように緩んでしまう。

「痒いところはありますか？」

「ありません」

　やっぱり、ちょっとかわいいな。

　お遊びに乗ってくれたのと、その反応にまたほんの少し胸が疼く。きゅんと甘く締め付けられるような感覚は、ときめきと呼んで差し支えがないもので、自分の心が彼のほうへとどんどん流されていくのを確かに感じた。

　このままだと好きになってしまいそう、――――昨夜からちっとも変化を見せない予感が、私を焦らせる。

　彼を好きになること自体は、きっと『いいこと』なのだろう。でも、私と彼が出会ったのは昨日が初めてで、まだ丸一日も経っていない。このままなし崩しに好きになってしまうのは釈然としないというか、もやもやとするというか、――――何となく、怖かった。それが、私が彼へ抱いている『色々な期待を裏切られたときのための予防線』なのかは、自分でもよく分からない。落ち着いて考えたくても、本人と手錠で繋がっていて少しも離れられないという状況なのだ。感情を持ち帰ってじっくり検討することすらできないでいる。

　――――自分の感情に答えを出すのは、この一日半を無事に乗り切った後のほうがいい。少なくとも二人ともが裸で、容易に触れ合えてしまえる『今』は考えないほうがいいだろう。

　嘆息しながらもそんなことを考えて、私はたっぷりと泡立てたシャンプーを手早く洗い流した。相変わらず大人しい因幡さんはリンスもされるがままで、本当に毛並みが良くて精悍な大型犬を洗っているような気分になってくる。

　仕上げにリンスもしっかりと洗い流して、全身にも軽くシャワーをかけてしまえば、これで洗いっこは終わりだ。身体や顔は各自片手で洗えるだろうし、洗い終わったら湯船に少し浸かって、さっさと上がればいい。頭の中で組み立てたシミュレーションを反芻しながら、私はそっと胸を撫で下ろす。

　因幡さんに洗われてるときはちょっと怪しい場面もあったけど、これで無事に、何事もなくシャワーを終えられるだろう。女としての自分は、このシチュエーションで何も起きなかったことに自信を少し削がれているようだったけれど、胸中を占める割合は圧倒的に安堵のほうが大きかった。

「因幡さん、髪は終わったけど、――――」

　そう言いながら彼の顔を覗き込もうとして、私はふと言葉を失う。

　髪を洗われていたときの私と同じように、ゆるく交差させた腕の下、――――そこに鎮座する彼の屹立が、はっきりと兆しているのが見えてしまった、から。

「あ……」

　瞬間的に全身の血液が沸騰し、心臓が寿命を燃やして早鐘を打つ。見ては駄目だと思うのに視線が吸い寄せられて、目が離せない。握るのに苦心しそうなほどの逞しさと、長さ。しっかりと張り出した笠も、充溢し浮き出た血管も、肌よりも少し濃い色合いも、何もかもが目に焼き付く。湯気が生み出した蜃気楼による幻覚でないことは明らかで、そのあまりに鮮明な形や色の卑猥さに、思わず唾を飲んでしまった。たじろぐような気配で、彼のほうも私が何を見たのか気付いたのだろう。水を滴らせる髪を掻き上げて振り返ると、因幡さんはうっそりと笑った。

「塩原のえっち」

「っ……え、っちは因幡さんのほうでしょ……！」

　彼のあんまりな揶揄に、絞り出したような、動揺しきった声音が喉奥から漏れる。顔が熱い。図星を突くからかいは、正直に言って一番性質が悪かった。分の悪さを悟って後ろへ引こうとした身体が、手錠によって難なく彼に囚われる。バスチェアに座る彼の、その太腿の上に腰を下ろすような体勢に持ち込まれ、お尻の下に感じる肌がひどく熱いことに眩暈がした。明らかな情欲の温度。太腿のすぐ傍で鎌首をもたげ始めている楔も、触れていなくても熱が伝わってくるようだった。

　先ほどの『悪戯』で火種を埋め込まれた私の身体が、彼の熱に反応してじゅわりと蕩ける。尾骶骨からうなじまで、ぞくぞくするような感覚が這い上がって、零れる吐息が甘さを帯びた。因幡さんはそれにゆるりと目を細めると、熱っぽく掠れた声で囁く。

「そりゃそうだろ……自分が散々抱いた身体見て、無反応でいるとか無理」

「ん、っ……あ、因幡さ、」

　右腕が私の腰を掻き抱き、肩口に彼の額が柔く押し当てられる。濡れた肌同士は触れると吸い付くようで、ひどく離れがたかった。甘ったるい疼きはどんどん苛烈さを増し、脇腹を優しく撫でられるだけでもあえかな悲鳴が唇から溢れてしまう。彼の唇のほうもあまり余裕はないらしく、私の首筋や肩に煽るようなキスを繰り返しては、こちらを何とか唆そうとしていた。

「……塩原、」

「やっ……だめ、だめだから、」

「お前だって、こんなにしてんのに？」

「ッ、ぁあっ……！」

　こんなに、というなじるような台詞と共に弾かれたのは、既にぷっくりと膨れ、厭らしく色づいていた蕾だった。突然与えられた鋭い刺激に、私は因幡さんの腕に寄り掛かるようにして仰け反る。噛み痕やキスマークの残る膨らみがふるりと揺れて、こちらに向けられる視線がぎらつきを顕著にしてみせた。

「ほら……やっぱり、塩原も興奮してるだろ」

「ぁ、っや、ちが、」

「違わない」

　焦れたような声音が私を性急に追い詰めていく。耳朶を甘噛みしながら、もう一度「違わないよ」と言い聞かせるように笑った因幡さんは、そのまま指先を私の秘所へと潜り込ませた。彼の硬い太腿と、柔い恥丘の合間。そこは既に温かに潤み始めていて、指でもったりと掻き混ぜられると、水とは明らかに違う粘性の音が微かに鳴ってしまう。誤魔化しようのない、快楽の証だった。

「っは、ぁ……待って……」

「ん……？　なに？」

　ばれてしまった負い目からか、私の声は想像よりずっと哀れっぽく響く。そこに降参の意志を感じたのか、因幡さんの返事はぐっと潜められ、甘やかすような響きを帯びた。蜜で滑る花芯をかりかりと爪で弄びながら、別の指が蜜口を擦る。昨日の余韻で柔くほぐれたそこは、くぽ、と指が抜き差しされるたびに、ひくひくと淵を慄かせた。

　お風呂場の電気はオレンジがかっていて明るく、その下で何もかもが曝け出されているのだと思うと、隘路を伝い落ちてくる愛液はますます量を増した。視界の端にはちらちらと屹立が映り込んで、少しずつ、それでいて着実に、逞しく育っていくさまを見せつけられてしまう。

　一度火が付いた身体にとっては、それは恐ろしく魅力的だったけれど、――――いくら快感に茹っていても看過できない問題が一つ。

「ここ、ゴムない……」

「あー……そうだな。じゃあ、手で気持ちよくしてやるから。塩原も俺の、触って……」

　私の訴えにぱちりと目を瞬いた因幡さんが、次いで甘く笑って、懇願するように囁いた。俺の、触って。何をと聞くまでもない、この上なく簡潔で分かりやすい唆し。恥ずかしさは未だ胸に居座っていたけれど、大事な主張を一蹴されなかったことで、私の気持ちのハードルは大きく下がってしまっていた。どくどくと忙しなく鳴り立てる心臓を飼いながらも、私は小さく頷く。

「わ、かった……」

「……ん、お利口さん」

　とろりと瞳を蕩かした因幡さんが、手錠が付いているほうの手をぐっと引いた。繋がれている私の手もつられるようにして動き、そのまま燃えるように熱い塊へと指先が触れる。不意打ちのように思い知らされたその温度に、ぴくりと肩が跳ねた。

　太腿や腹よりも少し浅黒く、赤みを帯びた怒張は、昨日自分が飲み込んだとは思えないほどに大きい。猛々しいフォルムは、見つめるのすら躊躇われるほどに淫猥で、お腹の奥がきゅんとひくついた。それがどんなふうに蹂躙を行うのか、私はもう既に知っている。

　身体に染み付いた記憶が励起されて、は、と吐き出した息が甘く滲む。浮かされたような心地が脳味噌をふやかしていく。戸惑いや躊躇いは最初だけで、気付けば私は五本の指で丁寧に昂りを包み込んでいた。

　触った瞬間に、その熱さに指先が怯んで震える。この燃え滾るような楔が、昨夜は私の中を苛み、奥までしっかり形を躾けていったのだと思うと、蜜路がひどい蕩け方をした。触っているだけでこんなに気持ちよくなってしまう、淫猥な自分の身体が恨めしい。

「塩原？」

「ぁ……っ、ごめん」

「なに？　欲しくなった？」

「ち、違います……！」

「違うなら、もうちょっと『違う』って分かるように言ってくれ」

　くすくすと笑う因幡さんは、それでも微かに声が低く掠れ、腹筋がひくつき始めている。興奮、してくれてる。そう思うと手の中で育つそれが急に愛おしく思えて、手つきが徐々に大胆に、甲斐甲斐しくなっていく。

　しっかりとした幹の部分は、中にみっしりと肉が詰まっているのかひどく硬く、少しも指先が沈み込んでいかない。それを指で作った輪で扱き上げると、くち、と粘性の音が微かに響いた。ぬめりがあったほうが気持ちいいだろうな、と思い立ち、ボディーソープを手に取って擦り付けると、彼の腰がびくんと跳ねる。

「ッ、は……っ悪い……」

「私は大丈夫、だけど……もしかして、気持ちよかった？」

「ん……」

　眉根を寄せて微かに首肯する因幡さんに、胸がきゅんとしてしまう。さっきまで余裕綽々という風情だったくせに、ここでちょっと弱みを見せるのは、むしろずるい。

　まだ泡立てていない、どろりとした液体状のボディーソープで屹立そのものをコーティングし、因幡さんの反応をつぶさに観察しながら手淫を施す。裏筋や段差が好きなのか、そこを指の腹で弄ぶたび、怒張は更に膨らんで滾っていく。まろい先端の中心部に開いた小さな穴から、ほのかに濁る淫液が滴る。ちゅく、ちゅこ、というあられもない音と彼の荒い呼吸音が、お風呂場の壁に反響した。

「く、っ……ン、そこ、」

「ここ？　きゅってするの、気持ちいい……？」

「ッ、ああ……」

　キスしてしまいそうなほど近くにある因幡さんの顔。先ほどまで眩く輝いていた双眸も、形のいい唇から落とされる吐息も、悦がまぶされてどこかけぶっていた。酔っているときと同じように赤い目元と、快感にかゆるくしかめられた眉は扇情的で、つい屹立を慰める手つきに妖しさが混じってしまう。かっこいい男の人を、自分の手で興奮させるのは悪い気がしない。私が愛撫を施すたびに肉茎がびくりと反応するのも、その下に吊られる柔い双球がぐっと持ち上がるのも、逞しい腹筋に力が入って引き締まるのも、全部が私の興奮を煽って、――――むしろ愉しい、かもしれない。

「ッは、ァ……しおはら、上手いな……」

「あ、……い、嫌だった？」

「ん……何で？　嬉しいけど」

　手つきが厭らしすぎただろうか、なんて思いは杞憂だったようで、荒い息をついた因幡さんがぞろりと唇を歪ませる。警察官にあるまじき、ふしだらで悪い顔。それにどきりと甘く心臓が波打った瞬間、ずっと動きを止めていた彼の指先が、俄かに再び蠢き始めた。

「んっ、ぁ、ちょっと……」

「じゃあ、俺もそろそろお返し、な」

　つぽ、つぽと浅瀬を硬い指先に攪拌されて、忘れかけていた疼きが再燃していく。手淫をするほうに夢中になっている間にも、胎奥は蜜を拵えていたらしく、私の秘所は見るに堪えないほどぐしゃぐしゃに濡れそぼっていた。蜜口の淵や花弁はふっくらと充血し、蕩けてすっかり形を失くしてしまっている。唯一輪郭を保っている淫芯も、快楽を溜め込んだせいできつく勃ち上がり、包皮の下から真っ赤でつるりとした真珠を覗かせていた。

　やがて散々入り口の締め付けを満喫した指が、ぐうっと奥まで潜り込んでくる。浅瀬のお腹側のざらついた襞に、じんと熱を孕む指先が押し当てられて、――――私が『駄目』と口にするよりも早く、強烈な快楽が叩きつけられた。

「ッあ、ぅんんっ……！」

「っおい、暴れるなって……危ないぞ」

「ゃ、あぁ……だ、って、」

　跳ねた身体が危うく因幡さんの太腿からずり落ちかけ、尾骶骨の辺りを乗せる形で止まった。は、は、と息が上がる。おかしい、中だけじゃこんなには気持ちよくないはずなのに、――――軽く回路が灼けた頭でそんなことを考え、私はのろのろと視線を下げていく。蜜壺に嵌り込んでいるのは彼の右手の中指と薬指。小指と人差し指は花唇を器用に掻き分け、開いたままの形に固定してしまっている。そして残った親指が、蜜塗れの秘豆をくりくりと捏ね回して、いて。

「ぁ、……」

「昨日はあんまりここ触らなかったから、寂しかっただろ」

　ここ、と因幡さんが示したのは外側にある敏感な芽のほうで、包皮が捲れて無防備になったところをじっとりと弄ばれる。五分もしないうちに癖を見抜かれ、右側の側面と裏筋をかりかりされるのと、先端を指紋の段差で丁寧に擦られるのが好きなことがばれてしまって、私は彼にしがみ付くようにしながら弱点への暴虐に耐え忍ぶ。

　因幡さんはどうやら手先がひどく器用なようだった。細かく精緻な動きで、小さな花芽を絶妙な力加減で掻きむしり、押し潰し、私の意識を丹念に瓦解させていく。

「中からも、外からも押してもらえて、気持ちいいな……」

　隠しきれない興奮と愉悦を含んだ声が、蕩けた意識に染み込んだ。因幡さんに言い含められると、本当にそうなのではないかという気がしてしまって、素直な最奥がどっと蜜を吐き出してしまう。淫壁を伝い下りてきたそれは、途中で彼の指に絡んで重い水音を立てた。

　中の指は、ぐっ、ぐ、と壁の中のものを揉み込むように。外の指は、皮膚の下に埋まっている芯の根本までもを揺らすように。それぞれの指が確かな意志を持って、同じ場所を甚振るさまは、私に望外の快楽をもたらした。

「中の反応がいいのは元から？　それとも……昨日俺が、嫌ってほどぐりぐりしたせい？」

「ァ、あっ、ゃ、知らな、ッ……！」

　因幡さんの指先が圧力を増し、中を特にきつくなぶってみせる。もともと感じやすかったその場所は、一晩たっぷりかわいがられたせいで、あえなく泣き所へと変貌していた。押されるだけで甘くイッてしまう、淫猥なスイッチ。抉り込まれるたび、何かが溢れてしまいそうな感覚が腰を重く痺れさせて、私を徐々に絡め取っていって。

「ほら……塩原。手、ずっと止まってる。このままだとお前だけ先にイッちゃうけど、いいの」

「っえ、ぁ、……や、だめ、一緒に……っ」

「ハ、……ッなら、もっと扱いて……俺のこと気持ちよくしてみろ、って」

　ああ、――――できないなら、手伝ってやろうか。

　にんまりと笑った因幡さんの左手が鎖の真ん中を掴み、そのまま上下に激しく動き始める。がしゃ、と鈍く響かない音を立てた手錠に導かれ、熱杭を優しく握りしめたままだった私の手は、勢いよく奉仕を再開した。

　蜜裂を余すところなく掻きむしられながら、剛直の輪郭を確かめるように撫で擦る。互いに互いを高め合い、慰め合う行為は、多幸感に満ちた快楽を注いでくれるだけでなく、視覚からも私を蕩かして止まない。相手の反応に煽られているせいで、快感のループが終わらなくて、――――どこまでも行けてしまいそうになる。

「ッあ、……ン、っこれ……やばいな、」

　興奮と喜色に彩られた吐息が胸元を撫でて、濡れたタイルへと落ちた。先ほどまで、そのタイルの上で藻掻いていた私の爪先は、既に力を失ってくったりと投げ出されている。だらしなく開かれた足の間、泉のように水を湛えた秘所は、与えられた快楽を胎奥ではなく、何故か秘芯の辺りに溜め込んでいく。

　むず痒いような、じれったいような、――――何かが、溢れそうな感覚。下腹部が独りでに緩んで、その何かを勝手に迸らせようとする。背筋には電流となった怖気が走るけれど、暴悦にくたくたにされた秘所はどこかを食い締める力も、何かを我慢する力もあまり残されてはいなかった。

「ッ因幡さ、っだめ、なんか出ちゃ……っ」

　腰が細かく痙攣し、蜜口を掻き回される音が一息に水気を帯びる。重たい蜜の音に混じる、さらさらとした液体の音。卑猥ですらあるその音がどんどん大きくなり、私を耳からも果てへと追い立てていく。未知の性感がすぐそこまで迫っているというのに、私の手は彼の昂りへの愛撫を甲斐甲斐しく続けていて。

「は……っ、いい、俺も出るから……ッ」

　一緒に、と唇だけで囁いた因幡さんが、真っ直ぐに私と視線を合わせる。惚けたようなその顔が焦点がぶれるほどに近付いて、額同士がこつんと触れ合って。お腹の奥から抗いがたい法悦と多幸感が逆流して、脳髄を溺れさせて、――――どろっと、全身が融解する感覚。

　それはまさに、私に残された最後の堤防を決壊させる呼び水に等しかった。

「ほ、ほんとにだめ、っ……ん、ゃ、ぁあっ……」

　隘路がきゅうう、と締まり、反比例するかのように花芯の下がほろりと口を開ける。駄目だという思いだけが胸を占める中、最後の一押しとばかりに因幡さんの指がその小さな口を引っ掻いてしまう。あんまりな無体によって、ひときわ大きく腰が痙攣し、――――じゅわ、と秘所から温かで透明な液体が漏れ出した。

「っあ、ァ、んんッ……〜〜〜～！」

「ッ、……はァ、く……っ！」

　瞼の裏で、ぐるりと眼球が回る。がくがくと震える身体を何とか人間の形に保ちながら、私は全てを緩ませ、解放してしまうかのような鮮烈な絶頂感に滅多打ちにされた。身体の末端がきつく強張り、屹立をあやす指先にまで力が籠る。根本から膨らんだ笠までを、一息に搾り上げる動き。その刺激に耐え兼ねたのか、限界まで張り詰めていた屹立は大きく跳ね上がって、先端の鈴口から白く染まった欲望を迸らせた。ぱたた、とタイルを叩く、二種類の淫らな液体。それが端からシャワーに流されていくのを、私たちは荒い呼吸を繰り返しながら眺めていた。

　何かを排出するという快感は、背徳感も相まって壮絶で、ひどく後を引く。気を抜くとそのまま意識を攫われていってしまいそう、だ。花芯が未だにひくひくと不随意な痙攣に苛まれているのを感じながら、私は忘我の悦楽の中から何とか自分を取り戻し、声を絞り出す。

「か……」

「……か？」

「身体洗う前でよかった……」

「……そうだな」

　合わせていた額がずるりと滑り、私の頭が因幡さんの首筋に埋まる。柔らかい苦笑と共に、宥めるように後頭部を撫でられて、安心感に包まれた。のぼせる直前のような、ふわふわとした浮ついた感覚が徐々に落ち着いていけば、残されるのは『気持ちよかった』という満足感だけ。

　ああ、またやってしまった、――――そんな後悔が忍び寄ってくるまで、私はしばし因幡さんに身体を預け、心地よい満足感に浸っていた。
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「……」

　お湯にじんわりと身体の芯を温められていくのは、ひどく気持ちがいい。ただ、その感覚に集中できないのは、ひとえに背中に在る気配のせいだった。

　一人用と思わしきバスタブは少し狭いうえ、私たちには手錠もある。先に湯船に浸かった因幡さんの上に私が座り、彼が左手を前に回すという形に落ち着いたのは必然だった。必然だったが、それが私にとって喜ばしいことかどうかというと、また話が変わってくる。

　背中にぴったりと張り付く、硬い身体。後ろから抱き込まれるような体勢も、うなじの辺りに柔く呼気が降りかかるのも、彼の長い足がこちらの足を緩慢に絡め取っているのも、何もかもが、――――逃げ出したいぐらいに恥ずかしい。

「今更だけど、タオル巻いて入ればよかったよね……？」

「本当に今更だな。……そんなに恥ずかしい？」

「恥ずかしいに決まってるでしょ……！」

　きっと眦をきつくして振り返ると、こちらを見下ろす因幡さんがにやりと口角を上げてみせる。そのどこか悪戯めいた愉しげな表情からして、彼は最初からタオルのことに気付いていたのだろう。初対面のときの振る舞いで、優しいだけの人ではないだろうと思っていたけれど、こうして素面の我が身に降りかかってくると、つい反抗心が出てしまう。

「因幡さんひどくない？　警察官のくせに誠実さに欠ける」

「お前のその警察官に対する妙な信頼は何なんだよ……」

　呆れを滲ませた独り言と共に、剥き出しの肩にお湯がかけられる。ゆったりと伝う水滴が肌をくすぐって、冷めた皮膚をほんのりと温めていく、――――そういう気遣いをさらりとやられてしまうと、余計に妙な意識が芽生えてしまうのだってこと、因幡さんは知らないのだろうか。せっかくふざけ合うような雰囲気に持って行けたと思ったのに、また心臓をうずつかせる甘ったるい空気に逆戻りだ。

「大体、セックスと風呂なら風呂のほうがハードル低いだろ。何がそんなに恥ずかしいの」

「……分かんない。付き合ってた人ともお風呂とか入ったことなかったから……経験値の問題かな」

「へえ……？　でも、そもそも、」

　言葉を切った因幡さんがちらりとこちらを覗き込む。何かを確かめるような視線が頬や瞳を撫でていき、やがて彼の口元にふと微かに笑みが浮かんで。

「塩原って、意外と恥ずかしがりだよな」

「え、」

「あと、昨日は酒のせいもあるのかと思ってたけど……見た感じのイメージと違って、」

　――――イメージと違って、何？

　嫌な前振りに心臓が軋むような音を立てる。イメージに散々振り回されてきたからこそ、このあと彼の口からどんな言葉が飛び出してくるか、大体想像がついた。そそっかしいな、とか、抜けてるよな、とか。それ自体に悪意と呼べるほどの意図がないことは分かっていても、心の柔い部分を傷付け続けてきた言葉だ。彼にもそう言われてしまうのだと思うと、呼吸がすうっと浅くなっていく。お湯に浸かっているはずなのに、胸の辺りがひどく冷たい。私は思わず目を瞑り、彼の視線から逃げるように俯いて。

「――――やっぱり、かわいいよ。お前」

　ちゅ、と甘やかな音がして、柔いものがうなじへと触れた。

　一瞬言葉の意味を掴み損ねて、唇から疑問符のようなものが零れ落ちる。『かわいい』という四音は耳から脳味噌へと伝達され、咀嚼され、――――ようやくそれが私に対する褒め言葉だと理解できた瞬間に、身体中の血液を沸騰させてしまう。信じられないような思いで振り返ると、因幡さんはこちらの勢いに驚いたように小さく目を見開き、ゆるりと首を傾げてみせた。

「何驚いてんだ。俺、結構かわいいって言ってただろ」

「そ……！　そうじゃなくて！」

「じゃあ何だよ」

「……イメージと違ってそそっかしい、とか言われると思ってた、から」

「は？　ああ……なるほど。もしかして、そういうの結構気にしてる？」

「そういうの？」

「見た目と中身のギャップ。俺はかわいいと思ったけど」

　しれっと連発される『かわいい』の四音は、一回一回がとんでもない破壊力を持ってして、私の頭の中を引っ掻き回す。今までマイナスだと片付けられてきた私の性根に対する認識を、まるっと塗り替えてしまうような、魔法の呪文。冗談だと思えないのは、それを言う因幡さんが大真面目かつ、当たり前のような顔をして『かわいい』なんて口にしているからだ。

　綺麗とか、かっこいいとか。有難いことに美人だねと言ってもらえたことだってある。でも、――――かわいい、なんて男の人に初めて言われた。

　彼の左腕がお湯の中をゆったりと忍び寄ってきて、厭らしさを感じさせない優しい仕草で、未だ混乱の只中にいる私を引き寄せた。肩やうなじに降ってくるキスも、やっぱりそこには宥めるような色しかなくて、徐々に思考の絡まりをほどいていってくれる。

「う、うん……ちょっと気にしてる、かも」

「……じゃあそういうの全部、俺のせいにしていいから」

「え？」

「俺がお前を恥ずかしがらせて慌てさせてるし、そそっかしくなるぐらい追い詰めてる。だからお前は何も悪くなくて、全部俺のせい。……な？」

　それでどうだ？

　唇をゆるく吊り上げ、眦を微かに下げた因幡さんが、今度は私の瞼へとキスを落とした。メイプルをたっぷりかけたパンケーキよりも、生クリームたっぷりのパフェよりもずっと甘い、キスと睦言。全部俺のせいにしてしまえ、なんて、甘やかしの極致と言っても過言ではないはずだ。彼から渡される予想外の言葉と、その後ろに滲んでいる何がしかの愛情を受け止めるたび、思考の糸が絡まって心臓までもを締め上げてしまう。

「あ……あの、」

「ん？」

「因幡さん、ちょっと私に甘すぎじゃない……？」  

　照れを溶かした声音で可愛くないことを言ってみせれば、因幡さんの瞳がさらに甘く、蕩ける。

「……口説いてんだよ。分かるだろ」

「は、」

　立て続けのダメージに、今度こそ脳味噌が処理落ちを起こしたのが分かった。ぽかんとしたまま固まっている私の耳を、因幡さんの低く、落ち着いた声音がくぐり抜けていく。

「何とも思ってない相手に、俺はこんなに優しくしない。そもそも、昨日の時点でもう少し話してみたいって思ってなきゃ、送るのだって円城に任せてた。……あと、お前が寝落ちたときに、叩き起こして無理やり住所聞かなかったのも、一応下心で……って、聞いてる？」

「き、聞いてる」

「聞いてるけど頭に入ってないだろ」

　喉だけで低く笑った因幡さんが、私を抱きすくめていた左腕をゆらゆらと揺らした。そのしっかりとした手首に嵌る、銀色の手錠。鎖が水面を撫でて、歪ながらも美しい波紋を描く。それがまるで、今まさに私の心をざわめかせている細波のように思えて、私はそっと自分の胸元を押さえた。

　顔が熱い、心臓が痛い。ここまで言われてしまえば、彼の甘さや優しさを、ただの好意や親愛と誤魔化すことはもはやできなかった。頭の天辺から爪先までが甘ったるいときめきに浸されて、私の精一杯の虚勢を優しく剥がしていく、――――『このままだと好きになってしまいそう』という予感が、再び牙を剥いた。

「これが外れるまでに、俺のことよく考えとけよ」

　甘やかなのに、こちらをぞくりとさせる獰猛な笑みが、私の瞳を覗き込む。






３、何でもかんでも鵜呑みにするな








　私たちがお風呂から上がり、すったもんだの末に何とか服を着たころには、日はかなり高くまで上がってしまっていた。

　手錠で繋がっているせいで、『袖を通す』という、ただそれだけのことが物凄く難しかったのだ。下着は急いで洗ってドライヤーで乾かしたものを、ストラップを一度外してから留めて、因幡さんにストラップを付け直してもらって。服は、因幡さんが要らないシャツ二枚の片側の袖を切り開いてくれたので、何とか上から被る形で着ることができた。ああでもないこうでもないと二人で協力しながら、何とかして服を着ようと奮闘するさまは、傍から見れば間抜け極まりないだろうけれど、私たちの間に妙な連帯感が生まれたのは確かだ。

「……とりあえず、もういい時間だし飯でも食うか」

「これだと、もう朝食じゃなくて昼食だね」

「だな。飯食ったら、お前の服を洗濯して……あと何かしたいことある？」

「あ、刑事ドラマの再放送が見たいんだけどいい？　午後にやってるやつ」

「それ警察官と見るもんじゃないだろ。仕事思い出すわ」

　じゃらじゃらと音を立てながら、洗面所からリビングへと移動する。昨日は寝ていたし、今朝はそれどころではなかったから、この家のリビングをきちんと見るのは初めてだ。

　寝室と同じく、無駄なものが少ないシンプルな内装。小さめのキッチンが併設されている、普通の一人暮らしのマンションのリビングといった風情の部屋だった。四人用のダイニングテーブルと、大きめのテレビ、その前を陣取る黒色のソファーとローテーブル。強いて挙げるならば、一人暮らしにしては冷蔵庫が立派なのが特徴的かもしれない。

　因幡さんに連れられるような形でキッチンの前に立った私は、彼が早速冷蔵庫の野菜室を漁り始めたので、その隣にしゃがみ込んだ。

「もしかして、因幡さんって結構真面目に自炊するほう？」

「あー……割とな。忙しいときは適当に買って済ませてるけど」

「だと思った。あのさ、利き手に手錠が付いてる状態で料理って結構大変じゃない？　できなくはないと思うけど、時間かかるかなって……」

　真っ先に野菜を確認しに行く辺り、彼は本当にしっかり自炊をする人なのだろう。実は料理もあまり得意ではない私からすれば、それだけで尊敬の対象だ。ただ、今は利き手同士が手錠で繋がれているという非常事態で、お腹の空き具合を考えれば、服を着たときと同じようにああだこうだとやるのは得策ではないように思える。

　因幡さんは私の意見を聞いて『なるほど』という顔をすると、私の腕を掴んでゆっくりと立ち上がった。

「俺たち腹ぺこだもんな。待てねえな」

「だよね」

　くすくすと笑い合った私たちは、結局戸棚から引っ張り出されたカップラーメンを食べることになった。お湯を沸かして、容器に注いで、三分待つ。慣れ親しんだ手順は、手錠が付いていても然程苦にはならない。

　できあがったカップラーメンをそれぞれ手に持って、ソファーに移動する。いただきます、とおざなりに手を合わせて箸を持って、いざ麺を啜ろうとして、――――

「……これ、同じタイミングで食べないと駄目じゃない？」

「確かに」

　因幡さんの左手と私の右手。ある程度動きが揃っていないと、上手く口まで麺を運ぶことができないことに気が付いた。片方が腕を上げてしまうと、もう片方はどうしても引きずられる。沸いたばかりのお湯でほぐされた麺はひどく熱く、慎重に食べないと色々な被害をもたらしそうだ。

　――――そう思って、手の動きを揃えることにしたのだけれど。

「因幡さん、ちゃんと揃えないとスープが垂れるから……！」

「ちょっと待て、俺、猫舌で……あっつ！」

「痛！　肘、肘入ってる！」

「やべ、悪い……あっつ！」

　ひどい有様だ。

　息が揃わないのと、互いの手がぶつかるせいで、ちっともまともに食べられない。特に舌を軽く火傷したうえ、足の甲にスープを垂らしてしまった因幡さんは可哀想なぐらいに悶絶している。私は布巾を取りに行こうと慌てて立ち上がり、手錠のせいで数歩も行かないうちに後ろに引っ張られて、はっと我に返った。朝も似たようなことをしたのに、何をやってるんだろう、――――溜息をついて顔を上げれば、因幡さんと真っ直ぐに視線がかち合う。それが何となく可笑しくて、私たちは顔を見合わせたまま吹き出してしまった。

「はー……おっかし、何やってんだ俺たち」

「本当にね……ちょっと一回落ち着こう」

　へらりと笑って因幡さんの隣に座り直す。ふわりと香ったシトラスが、また少し私の胸を疼かせた。

　一度落ち着いてしまえば、何ということはない。先ほどまでの混乱は何だったのかと思えるほどスムーズに、私たちは昼食をお腹へと収めていく。他愛もない話をしながらの食事は、一人きりの食事に慣れていた私にとっては楽しくて、心を温かくしてくれるものだった。それがあんまりにも眩しくて、幸せなものだから、私の胸の内側で想いだけが膨らんでいってしまう。

　話していて楽しいと思える人と、こうやって穏やかな時間を定期的に過ごすような関係を築けたら。いや、『話していて楽しいと思える人』なんて曖昧な言い方じゃなくて、いっそ、『彼』とそういう関係を築けたとしたら、どうだろう。

　ちらりと窺った傍らの『彼』は、最後の一口に息を吹きかけて冷ましているところだった。その横顔をじっくりと眺めてみれば、お風呂から上がる前に見せられた獰猛な笑みと、『手錠が外れるまでに、俺のことよく考えとけよ』という台詞が鮮烈に脳裏を過っていく。

　因幡さんがどうして私を口説くに至ったのかはよく分からない。昨日の合コンだけで彼の心を射止められたような気はしないし、昨夜の情事だって互いに記憶があやふやだ。ただ、彼が本気であるということだけは、あのバスタブの中で嫌というほど思い知らされてしまった、から。

　もし、――――因幡さんと恋人になったら、こんな日々を一緒に過ごせるのだろうか、なんて。

「ごちそうさま。……塩原も食べ終わったな」

「え！　あ、ああ……うん！」

　沈んでいた思考を一息に引っ張り上げられて、私は慌てて意識の焦点を、目の前の因幡さんへと戻した。思ったよりも近い位置にある顔に心臓が小さく跳び上がって、声がほんの少し裏返る。食べるときはこれぐらいの距離が一番楽だったけれど、恋人ではない男女が並んで座る距離としては、ちょっぴり近すぎるような気がして、私はそうっと腰をずらした。そのまま、彼とは反対側へと身体を持って行こうとして、――――するりと伸びてきた腕によって、あえなく元の位置まで引き戻されて。

「い、因幡さ……ふ、っ……ん、」

　ちゅ、という小さな水音がして、呼吸が奪われる。そのまま、ちゅう、ちゅ、と何度も唇同士が睦み合う感覚。キスをされているのだと気付いた私が身体を引こうとしても、男の力に敵うはずもなく、たっぷりと唇を食まれてしまう。

　数分にも及ぶキスをゆっくりと解いた因幡さんは、最後にぺろりと舌で唇を舐め上げ、目を眇めてみせた。

「ふ、……味噌ラーメンの味する」

「な、何でそういうこと言うの……！」

　じっくり味わったのだと知らしめるような台詞に、胸の辺りがかあっと熱くなり、むず痒さを覚える。素面の状態で初めてのキスだというのも、私の羞恥心や胸の疼きを助長させていた。とくとくという鼓動を耳の奥で聞きながら、私は駄々を捏ねる子供のように身を捩り、因幡さんの腕から抜け出そうとする。抱っこ嫌いの猫かよ、という呟きがその唇から落ちていった。

「何でって……塩原の恥ずかしがる顔が見たいなと思ったから」

「意地悪……警察官とは思えない……」

「あのな、昨日も言ったけど警察官である前に、俺も一人の男だからな？　そりゃ、好きな女に意地悪したくなったりもするだろ」

「ま、またそういうこと言う……！」

　好きな女、なんて。

　顔を覆った私の呻き声に、手の向こうから揶揄うような忍び笑いが届けられた。面白がられている、というのが分かっていても、不思議と腹立たしいとは思えない。それはきっと、因幡さんの態度には一切の嘲りが含まれていないからだろう。『かわいがられている』という感覚が強いせいで、むしろドキドキしてしまう辺り、性質が悪くて仕方がなかった。

「そもそも、何で塩原はそんなに警察官に対する信頼が厚いんだよ。俺としちゃ嬉しいけど」

「え？　ええと……たぶん、両親の影響」

　両親ともが警察関係者で、両親に対して悪感情がない状況では、警察を信頼しないほうが難しい。もちろん綺麗な面が全てじゃないことも分かっているけれど、――――それでも、私にとって警察官は一番身近な『正義のヒーロー』だ。

　私がぽつぽつと落としていく言葉に対して、因幡さんは興味深そうに頷いてくれている。

「――――それで、私も警察官になろうかなって思ってた時期もあるんだけど……やっぱりどっちかっていうと、憧れのほうが強くて。今に至るって感じ」

「なるほどな。……まあ、お前の信頼の源は分かった」

　一通り聞き終えた因幡さんは、全身の力を吐き出すようにして大きな溜息をついた。その視線が、先ほどよりも鋭さを増して私を捉える。

「でも、下心で家まで連れ込んだりする俺みたいなのだっているんだから、本当に気を付けろよ。俺が言っても仕方ねえけど……付け込まれるからな？」

「でも、因幡さんは、」

「返事」

「はい……」

　しっかりと念を押され、私はすごすごと引き下がり小さく返事をした。

　でも、因幡さんは、――――大丈夫だと思ったから。

　そう続けるつもりだった舌が微かに縺れる。私は無意識に、彼の『何』を大丈夫だと考えていたのだろう。実際に家まで連れ込まれて、なし崩しに身体だって重ねて。全然大丈夫じゃないと思い知ったはずなのに、私の深層の意識は、未だに因幡さんを『大丈夫』だと思っている。そのちぐはぐな思考が再び私を物思いに沈めるより先に、その思索を打ち切った。これは後で、腰を据えて考えるべき問題だ。

「……そういえば、因幡さんは今どこの配属なの？」

「ああ……今は地域課だな。今度の異動で、刑事課に行くことになってる。地域課の仕事も嫌いじゃなかったけど」

「地域課ってことは、交番かパトカー？」

「そ。俺は基本交番」

「へえ……因幡さん、表情少ないから子供に怖がられて逃げられそう」

「毎日挨拶されるけどな」

「うそだあ」

「『かっこいいお巡りさん』としてめちゃくちゃ人気」

「絶対嘘」

　くすりと笑えば、因幡さんは「失礼だろ」と同じように柔い笑みを返してくれる。彼が交番に立っているところを想像してみると、存外しっくりくるのが面白かった。

　交番のお巡りさんは、私にとっても父の次に身近な警察官だ。ちょうど駅から職場に行くまでの道中に一つ交番があって、そこのお巡りさんとは、一度だけ話したことがある。半年ほど前、ひったくり犯をタックルで捕まえたときに『そういうときはちゃんと警察に任せてください』『何かあったら危ないでしょう』と私を叱り、擦りむいた膝の手当てをしてくれたのだ。彼の言い分はもっともで、手当てされている間、私は平謝りしながら、目深に被られた制帽の天辺を眺めていた。

　ああ、そういえば、あのお巡りさんも因幡さんぐらいの体格と年齢だったような、――――

「……隙あり」

「あ、」

　ふにゃりと、温く柔いものが唇へと一瞬触れる。

　数分前と全く同じ感触。今度は触れるだけで大人しく離れていったその唇は、ゆるく美しい弧を描いていた。

「また……！」

「ぼーっとしすぎ。お前もキスされたくなきゃ学習しろよ」

「えっ」

　私は彼に、キスをされたくないのだろうか。

　因幡さんの低く落ち着いた声音が示した、その言葉に思考を持っていかれて、全身の動きが一瞬止まる。男らしく大振りで、薄い、少し荒れた彼の唇。それに吸い付かれた数秒前の記憶が、私の唇をじわりと蕩かした。私が咄嗟にキスから逃げてしまうのは、ひどく甘いそれが、苦しいぐらいに心臓を締め付けてしまうからだ。恥ずかしくて、無性にどきどきして、――――だから、されたくないわけじゃ、ない。むしろ、逆だ。

「……」

「塩原？」

　ああ、そうか、――――私は、因幡さんにキスされるのが、好きなのか。

　意識の奥底に潜んでいた本音が唐突に引きずり出され、心臓から血液がどっと噴き出す。口の中がからからに渇いていく。この半日だけで嫌というほど味わった、羞恥が頬を染めていく感覚。目元が潤み、喉がこくりと鳴る。

「……そんな顔してるともう一回すんぞ」

「っ、あ……」

　先ほどまでの、どこか揶揄うような雰囲気を掻き消した、強い煌めきを持つ瞳が私を絡め取る。ぞく、と背筋が震えて、反射的に視線が逃げてしまう。がしゃりと鎖が擦れる音と共に、反対側の手が頬に触れる。

　ぐっと近付いてきた彼のかんばせが、先ほどよりもゆっくりと、私を追い詰めるように下りてきて。

「ん……っ、ぁ」

「っふ、ほら……また、俺にキスされてんぞ……いいのか？」

　しっとりとした、甘やかな口付け。今日彼にされた中で一番優しく、一番熱っぽいキスだった。唇の合間に吹き付けられる囁きは、濡れた敏感な皮膚をくすぐるように撫でていく。それにすら煽られる私の身体は、因幡さんの下で哀れっぽく震えた。ソファーの上で半ば押し倒され、重く硬い男の人の身体に押さえ付けられる被虐感が、さらに私の意識を酩酊させていって。

「ぁ、はっ……、ぅ」

「ッは……ちゅ、ん、塩原、口開けて……」

「ふ、ぅ……ぁ、ん……」

　薄い皮膚が丁寧に擦り合わされ、口の端から舌が忍び込んでくる。彼に唆されるままに歯列を開けば、微かにその唇が笑みの形を描いた。舌は戯れのように私の咥内をまさぐって、溢れた唾液を、じゅ、うう、と啜ってみせる。ぞくぞくと肌を炙る快感は身体の芯にまで到達し、やがて私の全身を溶けるように弛緩させてしまう。

「ハ、お前やっぱり、ちょっと無防備すぎ……」

　喉だけで笑った因幡さんが、確かに私を『見た』のが分かった。キスをされている私の顔に、少しも拒絶の色が浮かんでいないことを、その瞳がじっくりと確かめていく。きっとそのときの私の顔は、とろとろに蕩けたひどいものだっただろう。目尻に溜まった雫が睫毛を濡らし、火照った頬を滑り落ちていく。

「嫌じゃないなら……勝手にするから、な」

　はあ、と熱い溜息をついて、因幡さんが手を私の後頭部に回す。

　このキスはきっと昨日の夜のものよりも長くなる、――――そんな予感がした。





＊＊＊






　日付が変わる少し前。夜の帳が下りた寝室は、静謐に満ちているのにどこか落ち着かない。

　温かな体温が、シャツ越しにじんわりと私の肌を侵す。微かに鼻先を掠める、薄れたシトラスと男の人の香り。筋肉のついた腕は、柔い私の腕よりも熱く、重たい。首筋を静かな寝息が撫でていくのを感じながら、私はぎゅっと目を瞑る。

　眠れるわけがない、――――こんな、後ろから因幡さんに抱きしめられるような体勢で。

　昼食後に洗濯をして、一緒に刑事ドラマを見ながらお喋りをして、と完全に『恋人たちの休日』らしい土曜日を過ごしてしまった私たちは、インスタント食品で夕食を済ませ、寝る準備を整えたところで、どこで寝るかという問題に行き当ってしまった。これで手錠が付いていなければ片方がベッド、片方がソファーということもできたのだろうけど、生憎私たちの腕には、相変わらず銀の金属が輝いている。離れられない以上、二人揃ってベッドで寝るのが最適解だ。

　――――私の内心の葛藤を考慮しなければ、の話だけど。

「はあ……」

　指先をまっさらなシーツへと滑らせる。新しいものに変えられていたとしても、昨日の夜、この上で散々乱れて痴態を晒した事実は消えない。そんな曰く付きのベッドの上で、因幡さんに抱きしめられたまま眠るなんて無理だろう。心臓が寝静まる気配は全くなく、うるさいぐらいに脈打って、私の意識からも眠気を遠ざけていた。

　瞑っていた目をゆるゆると開き、そっと寝返りを打つ。常夜灯だけが光源の、薄暗い視界の中で、因幡さんの寝顔がぼんやりと浮かび上がっている。

「因幡さん、」

　ほとんど空気のような、ささやかな呼びかけに反応はない。穏やかな寝息から考えても、彼はしっかりと眠っているようだった。この状況でよく眠れるなという八つ当たりが半分、眠っていてくれてよかったという安堵が半分、そんな複雑な気持ちがわだかまる。

　今日は本当に、とんでもない一日だった。朝、目を覚ましたら知らない男性が隣で寝ていて、しかも裸。記憶の引き出しをこじ開けたと思ったら、手錠で彼と繋がれていて、お風呂まで一緒に入る羽目になった。しまいにはほとんど告白のような、台詞をぶつけられて。そして今、私は彼の隣で眠りにつこうとしている。

　『手錠が外れるまでに、俺のことよく考えとけよ』――――今は薄く開き、寝息を零すだけの唇から放たれた、とんでもない台詞。明日の昼には、その期限が来てしまうのだから、考えるなら彼が眠っている今しかないだろう。

　因幡さんと一緒にいるのは楽しい。触られると恥ずかしくて心臓が騒ぐけれど、嫌なわけではない。素の私を『かわいい』と称してくれるのだって、口説いてくれるのだって、嬉しい。好きだと確信できるほどの気持ちは育っていないけれど、いつだかに感じた『このままだと好きになってしまいそう』という予感は、きっと外れていないはずだ。

「……ねえ、因幡さん」

　相変わらず、返事はない。それをいいことに、私は彼のほうへ身体を寄せて、睫毛が触れ合ってしまいそうな距離まで近付いた。

　この予感をもっと追い求めてみたい、――――自分の気持ちを、もっと確かめてみたい。

　朝にはじっくり向き合ってみたいなんて考えていたくせに、もう我慢ができなくなっている。このせっかちなところも、私が誰かに幻滅される要因の一つだった。でも、今は。

　震える手のひらを因幡さんの肩辺りに置いて、身体を伸び上がらせる。目の前にくる、彼の形のいい唇。どきどきしすぎて、心臓は破裂しそうだ。私は少しの躊躇いを飲み込んで、そうっと、優しく、触れるだけの口付けをしてみせた。

　自分からキスしてみたら、自分の気持ちが分かるんじゃないか。そんな出来心で口付けた唇は、昼間よりもかさついて、乾いていて、ほんの少し甘いような気がして。胸にはむず痒い多幸感と、疼くような高揚が広がっていって。

　やっぱり私はもう、因幡さんのこと、――――

「ッ……！　ン、っんんぅ……っ！」

　好き、なのかも。

　胸中で答えが出揃おうとしたその瞬間、強い力で後頭部が押さえ込まれ、ほどこうとしていたキスが再び深くなった。驚きで思わず目を見開けば、薄暗い視界にぎらりと光る双眸があって。くちゅ、くちゅ、と密やかながら厭らしい水音を立てて咥内を蹂躙する舌は、既に慣れ親しんでしまったものと同じ形をしていた。

　一分か、二分か、それとも十分か。酸欠で頭がくらくらするぐらいに深く、長いキスがようやくほどかれる。海中から海面に出たときのように大きく息を吸いこんだ私は、咳き込みながら、その身体に縋り付く。

「えっ、え、……な、何で起きて……」

「最初から寝てねえよ」

「は……嘘でしょ……」

　絶対寝てたと思ったのに。

　ぽかんと口を開ける私を見て、因幡さんが意地悪く笑う。じゃら、と硬質な金属音がして、彼の腕が私の腰をしっかりと抱き直した。背骨のラインをゆるやかに撫でていく指先に、腰がひくんと揺れたのも、全部伝わってしまっただろう。

「……で？　塩原は俺の寝込み襲ってどうしたの」

「あ、これは……その、」

　自分のはしたなさをなじられているような気分になって、骨盤の奥がきゅう、と締まる。

　その反応を、何がしかで感じ取ったのだろう。すっと目を眇めた因幡さんは、くすぐるように私の首筋を撫でた。かり、と顎の裏を引っ掻いて、指一本ずつをゆっくりと肌に押し当てていく。子猫をかわいがるような手つきに、ぶるりと心臓が震えて、目の端がとろりと蕩けてしまう。

「ん……っ、ん、ぁ……や、因幡さん、待って、」

「……かわい、」

　待つわけないだろ。

　指が丁寧に撫でていたところを、今度は唇と舌が訪う。吸い付いて、舐め上げて、たまに甘噛みをして。私は首を竦めることすらできないまま、僅かな抵抗心すらも失われていくのを感じていた。

　因幡さんは器用に私が着ていたシャツの裾を手繰り寄せると、切り開いた部分を留めていた安全ピンをいとも容易く外す。シャツはそのまま捲り上げられ、私はあっという間に下着姿になってしまう。生白い肌が常夜灯に照らされ、薄く色付いているのが、何だかひどくなまめかしく思えた。

「せっかく今日は寝かせてやろうと思ったのに」

「ゃ、あ……っ」

「下心があるって申告した男に、自分からキスしたんだから……お前が悪いよ」

　なあ、塩原。

　甘く優しいのに、迫力のある笑み。欲望をその皮膚の下に隠していると、一目で分かるような表情だった。私は火が付き始めてしまった身体を誤魔化しながら、何とか後ろへずり下がろうとする。

　彼に触れられるのは好きだ。だから、嫌なわけじゃない。でも、彼と私はまだ何の関係でもないのだ。昨日とは違って理性が生き残っている今、あっさりと劣情に押し流されてしまえるほど、私は大胆ではなかった。

　それに、この人の眼前で身も世もなく乱れてしまうのが、――――やっぱり恥ずかしい。

「ほ、ほんとに、キスは出来心でして……」

「俺の純情を弄んだのか。逮捕案件だな」

「もう逮捕されてるようなものでしょ……！」

「そうだな。……だから、逃がしてやらない」

　逃げようとしていた身体が、手錠によって引き留められ、引き寄せられる。再び食い付くようなキスが唇を襲って、先ほどと同じように分厚い彼の舌に咥内を荒らされていく。私の幼気なキスなんて足元にも及ばないような、情熱的な口付け。我が物顔で蹂躙したかと思えば、こちらを労わるように優しくねっとりと動く舌に翻弄され、合わさる唇の隙間から溺れるような喘ぎ声が漏れた。

「ふぁ、ぁ……っう、……っ」

「は……ッ、ン、」

　腰を抱いていた指先が這い上がり、ブラジャーのホックを捉える。ぷち、という音と共に胸元の締め付けが緩み、役目を失ったそれは、ストラップごとむしり取られてベッドの向こうに放られた。まろく柔い膨らみが零れ出て、シーツに擦れてふるりと揺れる。まだふかふかの乳輪部分の中心、膨らみ切っていない蕾がじんと熱を持ち、因幡さんの指に触れてもらえるのを待ちわびていた。

「ぁ、やだ……っ」

「こーら、逃げんなって」

　キスを無理やりほどいて反対側を向いても、大した抵抗にはならなかった。後ろから抱きすくめられ、大きな手のひらが膨らみをわし掴む。指が沈み込み、それを卑猥な形へと変えていく。鉤状に曲げられた二本の人差し指が、先端の蕾をかりかりと引っ掻き、ぷくりと育ち始めていたそれを甚振った。

「塩原は、こうやってかりかりされんの、好きだもんな……？」

「あ、あっ、んんっ……あっ！」

　がくりと顎が上がり、彼の肩口に後頭部を擦り付けるような形になる。昨日の貪るような愛撫とは違う、じっくりとろ火で炙るような、優しい快感。それがもどかしくて、じれったくて、太腿や膝を彼の足に擦り付けながら咽び泣く。それに気付いたらしい因幡さんが小さく笑う気配がして、震える足の間に膝が差し入れられる。ゆっくりと上っていった膝は、じくじくと疼いていた秘所を強く押し潰した。

「ひ、ぅ……！」

「ッは……下はこうしててやるから、もっと胸で気持ちよくなって……ほら、」

「ゃ、っや、こんなの、」

　ぐ、ぐっ、断続的に、秘所全体をじんわりと押し込まれる。因幡さんの膝は硬く、大きい。膨らみ始めていた花芽や充血していた花唇、ひくつく蜜口さえも纏めて刺激してしまう。下腹部には鈍い悦楽が染み入って、胎奥から熱い蜜を溢れさせた。何も食い締めるものがない隘路が弛緩と収縮を繰り返すのを感じながら、私は再開した胸への愛撫に唇を噛みしめる。

　かりかりと掻きむしられていた蕾は、いつの間にかしっかりと勃ち上がっていた。男の人が摘まみやすいシルエット。はしたない形に育ったそれを、因幡さんはまたしても優しい手つきでかわいがり始める。じっくり、じっくりと力を加えていって潰してみたり、そのままくりくりと捏ねてみたり。触れるか触れないかの位置で、撫でるように指を動かされるのも堪らなくて、溢れる蜜の量は増えていく。それでも決定的な刺激はないままだから、身体は際限なく昂っていってしまう。

「はー……、っあ、ん、ッこれ……やだ……」

「ん……？　何がやだ？」

「気持ちい、のに……これじゃずっと、イけな……っあ！」

　がり、と、うなじに硬いものが食い込む感覚。

　甘やかされていた身体が、突然の暴虐にびくんと跳ねた。一瞬昂りの向こうに行きそうになったものの、宥めるように膨らみをやわやわと揉まれる以外の愛撫が止められると、ゆったりと興奮が鎮まっていく。は、は、と息をつくたびに目の前がけぶって、思考が煮立ってしまう。

　どろ、と塊のような愛液が蜜口の淵を越え、ショーツに染み込む。そこをぐりぐりと押していた因幡さんの膝にも、じわりと温かい液体が滲んでしまって、背後の気配がまた一段階膨れ上がったのが分かった。

「……ちょっとイッた？」

　揶揄うような、甘やかな声音が、笑みを含んで私の耳を打つ。

　イッてない。あえかな吐息を零しながら何とかそう呟くと、因幡さんは噛みついた場所へ慰めるように舌を這わせながら、「嘘つき、」と私をなじってみせた。

「加減するのが難しいぐらい、敏感なくせに」

「加減、って……」

「恥ずかしがりのお前の理性をぐずぐずにするなら……焦らすのが一番だろうなと思ったんだけど。胸だけでこれじゃ、お前何されてもイッちゃいそう……」

　困ったわ、なんて全然困ってない声で因幡さんが言う。理性をぐずぐずにする、という予告を受け取った私のほうがどう考えても困ってるのに。逃げたくとも、一度果ての手前まで昂ってしまった身体は力がろくに入らない。いじわる、と舌足らずに呟けば、指がまたかりかりと蕾の天辺をほじるように掻き始めた。

「っあ……！」

「でも、こういうふうに意地悪されるの、好きだろ」

「ぜ、んぜん、っ、好きじゃない、けど……っ」

「嘘つけ。昨日、『恥ずかしいのも苛められるのも大好き』って言ってたけど」

「ゃ、ぁあっ……！　ん……ッうそ、絶対嘘！」

「忘れてるだけだろ、それ」

　俺がちゃんと、思い出させてやるから。

　因幡さんはそう言うなり私の身体を仰向けにすると、最後の砦であるショーツをいとも容易く取り去ってしまう。露わになった秘所は、硬い膝に蹂躙されたせいでぐしゃぐしゃに溶けていた。

　火照って疼く蜜裂を湿った空気に撫でられ、ぶるりと腰が震える。内腿の柔い部分に蜜が滴り、腰を捩るだけでひどい音が鳴った。それに密やかに笑った因幡さんが、膝裏に手を差し入れて、――――そのまま私の足を大きく左右に割り開いてしまう。

　曝け出される、蜜塗れの秘所。足と一緒に花唇がゆるく引っ張られ、蕩けた内側をくぱりと開いているのが見えて、私は思わずその卑猥な光景から顔を逸らした。

「あ……！」

「……恥ずかしい？」

「は、恥ずかしいに決まって……っひ、ゃああっ！」

「ん……、どろっどろ。舐めても溢れてくる……」

　温かに濡れた柔いもの。それが羞恥に新しい粘液を零しかけていた蜜口を、ぞろりと舐め上げた。

　は、と熱い息を吐いて、因幡さんがひどく雄くさく笑う。唇に付いてしまった蜜を舐めとって、ぐっとその視線を苛烈にしていく。太腿に食い込む指が熱くて、浮いた爪先が藻掻くように宙を掻いた。

　因幡さんに秘所をじっくりと視姦され、舌で舐められてしまったのだと理解するまでは、少し時間がかかった。遅れて追いついてきた知覚能力が、未知の性感と膨大な羞恥を感知して、全身をきつく震わせて。

「っや、ァ、だめ……っ、ぁ、あっ……」

「ッ……ハ、すご……きゅ、って締まるたびに、垂らして……やらし、」

「ほ、ほんとに……！　こ、んなの、されたことな、ぃ、から……っだめに、なっちゃ、」

「……へえ？」

　低い笑い声が、潤んだ秘所を柔らかく撫でていく。吐息は蜜口の上を滑っていって、ゆるく張り詰めている淫芯の包皮をくすぐった。その感覚にすらぞくぞくとした痺れが生まれ、尾骶骨の奥を甘く疼かせてみせる。

　口淫は、『恥ずかしいから』と昔の恋人にもさせたことがなかった。でも、今こうして因幡さんに与えられる快感は、――――おかしくなるぐらいに気持ちがいい。

「ふ……ッ、ちゅ、ん……ん、は……っ」

「ッあ、っいなば、さ……」

　秘所の向こう側から、熱っぽい視線が私を射抜く。大事なところを弄ばれる私がどんな顔をしているのか、少しも見逃すまいとしているのが分かってしまって、辱められる快感が下腹部を灼いた。

　じゅる、と愛液を啜り、味わい、飲み込む。彼の形のいい喉仏がごくりと動くのが、泣きたくなるぐらいの羞恥を私へと植え付ける。汚れた唇を厭らしく舐めた因幡さんは、瞳を三日月にたわませて、惚けたような溜息をついた。

「ン、っ……は、ァ、なんか、甘い気がすんな……」

「……！　も、なんでそんな、やらしいことばっかり言うの……！」

「だから、やらしいのはお前だって……っふ、は……、ン」

　柔らかくも意地悪な舌は、堪え性もなく愛液を垂らす淫裂のことは後回しにすると決めたらしい。蜜と唾液の絡むそれで、吐息に悪戯されて震えていた淫芯を包んでしまった。一ミリずつ、じっとりと舌を動かして舐め上げると、ざらついた部分で先端をこそぐように撫でて、右側の側面に厭らしい汁を擦り付けて、――――今朝、お風呂場で暴かれてしまった弱点を的確に責めていく。

　鋭い愉悦ではなく、お湯の中に浸けられているようなじんわりとした快楽だった。くったりと弛緩する足がさらに開き、腰がひくつきながら持ち上がる。このままじっくりと果てまで押し上げられたらどんなに気持ちいいだろう。でも因幡さんはその手前に私を縫い付けたまま、砂糖菓子よりも甘ったるい愛撫で昂らせていくだけ。

　――――そうして、どれぐらいの時間が経っただろう。

「ァ、あ……～～っ、あ、あぁっ……あ……」

　十分か、二十分か、それとも三十分か。因幡さんはこの永遠とも思える時間、ずっと私の花芽にしゃぶりつき、ゆるい口淫を施していた。室内には蜜を啜るはしたない音と、淫靡な香りが充満している。もう私の唇からは意味のない音しか漏れず、口の端からは涎が垂れ落ちていた。足が掲げられているせいで少し苦しい胸が、激しく上下を繰り返している。

　舌使いはあくまで優しく、あやすように、愛でるように。限界まで張り詰め、包皮まで捲れた敏感な真珠は、彼にたっぷりと愛され、食べられてしまう喜悦に溺れていた。ずっとぬるま湯に浸っているような快感が続いていて、一度も絶頂まで昇らせてもらえない。もしかしたら、私が気付いていないだけで、――――ずうっとイッているのかもしれないけど。

「ッじゅ、……っは、ようやく、ぐずぐずになってきたな……」

　目を伏せ、執拗に淫芽を啜っていた因幡さんが、ちゅ、ぽ、と口を離してこちらを見遣った。刺激がなくなっても、芽はじくじくと疼きっぱなしで、腰から下は自分の力ではさっぱり動かせなくなっている。まさしく『ぐずぐず』と形容するのが相応しいような痴態だった。

　彼の劣情に塗れた瞳孔が開き、私の憐れな姿を余すところなく観察していく。ひく、ひく、と不随意な痙攣を繰り返すお腹と足。散々吸われたせいで一回り大きくなってしまった芽。自身が零した愛液でふやけてどろどろの蜜口。それらは見られているだけでも如実な反応を示してしまう。『恥ずかしい』という意識は、快楽の海に沈んで、もう見えない。

「ぁ……っあ、……は、ぁ……っ」

「塩原、もう限界……？」

　因幡さんは、私の太腿の内側に戯れのように吸い付き、赤い痕を散らしながら微笑む。ぴりっとした痛みが走り、色惚けていた頭の中がほんの少しだけクリアになった。

「はー……っ、は、ぁ、も、やだ……イ、きたい……っ」

「ん……喋れるなら、あとちょっとだけするか」

「ッ、うそ、や、ゃ……」

「もっとおかしくなって……恥ずかしいとか、考えられなくなれって……な？」

「っだめ、も、溶けちゃうから……っ、クリ、無くなっちゃ……ぁあッ！」

　私の悲鳴を余所に、ぽってりと腫れた真珠へと唇が宛がわれる。ちゅ、うう……っとゆっくり焦らすように吸い上げられ、どろっと胎奥が蕩け落ちるような、悪寒めいた悦楽に襲われた。絶頂にはほんの少し足りないのに、信じられないぐらいに気持ちよくて、溶けちゃいそうで、私の目尻から涙が零れる。

　それでも私と、憐れなその粒は許してもらえず、そのまま真空にした咥内で揉み込まれ、根本を唇で甘く食まれてしまう。立て続けに胎奥を引っ掻き回す快感に、因幡さんの唇のすぐ下、小さな口から、ぴゅ、と淫水が噴き出して。

「ッん……～～～！」

「ふは、……風呂場でしたせいで、潮噴く癖付いちゃったんだ……？」

　すげえ興奮する、と掠れた声音で呟いた因幡さんが、ベッドサイドを探るのが微かに見えた。足が一度下ろされ、私は深い呼吸に努めながら、何とか自分の身体の制御を取り戻そうとする。痒みを訴える淫芯より下、ほぐれきって閉まらなくなっている蜜口よりも奥。胎奥に埋まる大事な場所が、じゅくじゅくに熟れて、刺激が欲しいと咽び泣いている。食い締めるものが何もないのが、ひどく寂しかった。

　絶頂の手前ぎりぎりまで高められた身体は、空気が肌を撫でるだけでも気持ちよくなってしまう。因幡さんが準備をしているのだと分かっていても、この待ち時間が辛くて辛くて堪らなくて、理性が溶けた頭が指先に慰撫を命じた。

　むずかるように小さく喘ぎながら、とろとろの割れ目を自分の指で擦る。因幡さんに教え込まれた弱点を探してみるものの、細く頼りない指では大した快感は生まれてくれなかった。もどかしさにかくかくと腰が揺れ、次第に指のほうへ腰を擦り付けるような動きになってしまう。卑猥なことをしていると分かっていても、気持ちいいのが欲しいのだから、もうどうしようもなかった。頭の中が『気持ちよくなりたい』という思いでいっぱいになって、それ以外何も考えられなくて、――――

「……こら、」

「あっ」

　びん、と鎖が伸びきる音と共に、手が勝手に秘所から離れた。一瞬呆然として、ややあって因幡さんが左手を引いたのだと理解する。ごく僅かな快感すらも取り上げられ、ほとんど半泣きで振り返れば、彼は仕方ないなというように柔く笑っていた。

「一人で遊ぶなって……それでイッちゃったら、お前も寂しいだろ」

「ぁ、っや……だって、」

「だってじゃねえの。ほら……俺が準備終わるまで、いい子で我慢して」

　ベッドの上に戻ってきた彼は、私の右手の自由を奪いながら、見せつけるようにして挿入の準備を整えていく。お風呂場で散々見てしまった彼の屹立は、相変わらず大きい。今回はほとんどほぐされていないけれど、きちんと全部咥え込めるだろうか、――――なんて、完全に色惚けた頭がとんでもないことを囁いた。

　因幡さんはこちらをちらりと見遣ってから、破いたパッケージの中から膜を取り出し、ゆっくりと刀身に纏わせていく。ラテックスの独特の香りと、広がっていくときの音。私を貪るための手順が踏まれていくのを見つめていると、自然と心臓が脈打ち、体温が上がっていくのを感じた。

　ぺり、ぺり、ぱちん。ようやく根本まで下ろされた膜に、ぞくんと全身が慄く。だらしなく開いたままだった足の間に、肉欲を孕む視線が注がれて、――――ああ、きっとこのまま彼に貪られてしまう。そんな被虐心に胸が締め付けられ、隘路の奥が期待にひくついた。

「塩原……」

　ざらりと荒れた、熱い吐息が耳元を掠める。足の間に分厚い腰が居座り、ぐしゃぐしゃなままの秘所に屹立の裏筋が押し当てられた。てっきりそのまま泥濘の中に分け入ってくるものだと思っていた私は、ぱちりと一つ瞬きをする。

「ぁ、え……」

「っな、……俺が昼間に何言ったか、ちゃんと覚えてるよな？」

　風呂場で。

　霞がかった意識の中を過っていったのは、さっきも思い返した『手錠が外れるまでに、俺のことよく考えとけよ』という台詞だ。私が小さく頷けば、因幡さんはぐっと笑みを深めて褒めるように、昂りで蜜口、花唇、淫芯の三つを纏めて擦ってみせた。声もなく身体を震わせた私は、その快感だけでなく、この後に及んでまだ焦らされそうな気配に、一粒だけ涙を零してしまう。

「……考え、纏まったか？」

「っ、ぅ、あ……は、ま、まだ……」

「そ。……それは、制限時間いっぱいまで悩んでもらって、いいんだけど……ッ、今は、どうすんの」

「ふぁ、や、ん……っなに、どういう……、っ！」

　どういう意味、――――その台詞を最後まで言い切れなかったのは、秘所に圧し掛かる重い屹立が、ずり、と再び秘所全体を擦り上げたからだった。散々ふやかされた粘膜に近い皮膚は、どこもかしこも充血しきって疼いている。硬く、ごつごつとした形をしたものが、繰り返し、何度も、敏感な箇所を引っ掻いていって。

「今の俺たちの関係で、これ……ここ、に、挿れていいのかって、話……」

「あ……」

「今の関係なら、ちゃんと……合意がないと駄目だろ」

　秘所を余すところなく撫でていく熱杭は、緩んだ蜜口の淵を引っ掛けて反動をつけると、その勢いで剥き出しの真珠を優しく押しつぶす。快楽で溢れそうになっている器に、一滴一滴、この新しい刺激が落とされていくのが分かって、甘い予感に背骨が痺れた。猛々しいフォルムのそれも、柔い肉に揉まれるのが気持ちいいのか、一擦りごとに血管までを漲らせていく。

「俺は、お前とこのまましたい。……お前は？」

「ぁ、……っわ、たし、」

　因幡さんの黒々とした瞳が、ひたりと私を見据える。腰の動きが止まり、は、と息をついた彼が、ゆるく眉をしかめてみせた。

　いくら脳味噌がぐずぐずに蕩かされていても、今の私は素面だ。一度口に出してしまえば、言い訳はできない。

　身体が彼を求めているのは確かだ。でも、心は？　このまま、彼と繋がっていいと思っているのだろうか。

「私、」

　『でも、因幡さんは、――――大丈夫だと思ったから』。

　ふと思い浮かんだのは、昼間、因幡さんに遮られた言い分だった。それが脳裏に閃くと同時に、あのときは分からなかった『何がどう大丈夫なのか』という問いの答えが、胸にすとんと落ちてくる。

　――――因幡さんになら何かされても、嫌じゃないと思ったから。

　だからもう少し触れてほしい。今、彼が欲しい。一度転がり始めた感情は、私が止める間もなく弾んでいって、唇から零れて、しまって。

「私も……因幡さんが、欲しい……」

「ッ……！」

　その言葉が飛び出した瞬間、唇が呼吸ごと奪われ、一度引かれた腰が勢いよく叩きつけられた。

　ばつん、と肌同士が打ち合う激しい音と共に、嫌というほどに焦らされて刺激を待ちわびていた媚肉が、一突きにこじ開けられる。燃えるような熱を下腹部に感じたと思ったときには、私は既に待望の絶頂に押し上げられていた。

「～～～ッ、ぁ、はぁあ……っ！」

「ッぐ……！　は、っ、せま……」

　噛みしめるような呟きと汗の雫が、ぽつりと落ちてくる。

　意識が白みかけ、目の前に火花が散る。本当にぎりぎりのところで耐えていた糸を、遠慮会釈なく引きちぎられたような感覚。一突きで蜜路を奥まで貫いてしまった剛直は、一日ぶりに訪れたそこの襞の感覚や締め付けを愉しむように脈打っている。どく、どく、と鳴るさまは、まるでもう一つの心臓のようだった。

　たっぷりと焦らされて潤み切った粘膜は、昨日も飲み込んだその怒張を優しく包み込んでいる。甘えるように縋り付き、肉茎の細かな部分までを写し取るかのように吸い付いて。ぞっとするほどはしたない反応だというのに、因幡さんは興奮を煽られているのか、さらにきつく眦を朱に染めていた。

「ッ、挿れただけで、イッたのか、よ……！」

「あッ！　ぁ、っあ、んっ……！　ゃ、うそ、またイッちゃ、あ……ッ！」

　襞が馴染むのを待っていたかに思えた怒張が、いきなり中ほどまで抜かれ、次いで最奥を突き上げる。我慢ならないという思いが溢れてしまったかのような、たった一度の抽挿。それだけで熱く蕩けた粘膜がびくびくっと痙攣し、浅瀬から深部にかけてを、きゅ、うう、と食い締めてしまった。ほとんど絶頂と大差のない、暴力的なまでの法悦。吐精を強請る浅ましい襞の動きに、因幡さんは唸るように息を詰める。

「は……っあ、くそ、持ってかれるかと思った……」

「っふ……ぁ、あ……」

「塩原、……塩原？」

　声が遠く、膜を隔てたようにぼやけている。目の前の像に上手く焦点が合わなくて、私はこちらを呼ぶ声に応えられないまま、暴悦の余韻に飲み込まれていった。自分の呼吸音と血液が流れる音ばかりがいやに耳について、――――それを切り裂くように、因幡さんの声が聞こえた。

「――――怜美、」

「あ……」

　急に視界が鮮烈に塗り替えられ、こちらを見下ろす因幡さんの顔がはっきりと見えた。端正な面差しに滲む、微かな心配。世界にピントが合わさって、意識が手元に戻ってきたことを知る。

「怜美、俺のこと見て。……大丈夫か？」

「っはー……、ん、だいじょうぶ……あの、名前……」

「やだ？」

「やじゃない……」

　むしろ、嬉しい。

　彼の声で紡がれる自分の名前は、何だかすごく尊くて、いいもののように思えるから不思議だった。きっと因幡さんがそう思ってくれているからこそ、優しい響きになるのだろう。それがくすぐったくて、嬉しくて。お返しがしたいという純然たる好意が湧き上がって、私は沈みかけている昨日の記憶を浚った。

　因幡さんの名前は、確か、――――因幡晃、だ。

「あきら、くん……？」

「は、」

　中に居座る怒張が、びくりと震えて膨れ上がった。

　あまりに如実な反応に、ついこちらも「えっ」と声が出てしまう。瞬きをしながら因幡さん、――――晃君のほうを見遣れば、彼は目を見開いたまま固まって、そのかんばせをじわじわと色づかせていた。

「え、何で……」

「っ、うるせえ、」

　て、照れてる。

　私の頭に衝撃が走った。口元に手を遣ってきまり悪そうに目を逸らす晃君は、眉間に皺が寄った怖い顔をしている。それでも目元がうっすらと赤いのが、私に彼がしっかりと照れていることを教えてくれていた。意外な反応に、きゅんと心臓が締め付けられて、甘ったるいときめきが身体の中を満たしていく。名前呼び一つで嬉しくなる私も大概だけど、名前呼び一つでぐっときてしまう晃君も同じく大概で、ちょっとかわいい。

　私がちょっぴり余裕を取り戻し、にやにやしていることに気付いたのだろう。晃君があからさまに面白くなさそうな顔をして、ゆるりと腰を揺さぶった。深く突き刺さった切っ先が最奥を、ぐり、と押し上げ、鎮まっていた胎奥の疼きがひどく乱暴に揺り起こされる。

「っひゃ、ぁん……！」

「っはは……かわいい声、」

「ぁ、あ……、晃君、いじわる……」

　じん、じん、と下肢が痺れる。口淫で溜め込まれた快楽は未だたっぷりと最奥に溜め込まれていて、解放のときを今か今かと待っているのだ。火が付き直すのはあっという間のことだった。蜜壺は、無体を働いた楔を責めるように甘く締め上げ、窄まっていた最奥の天井からは愛液が染み出し、その楔を汚していく。

「悪いな。ここからは……ゆっくり、するな……今のお前、すげえ敏感みたいだし」

「ッそれ、は……晃君が、溶けちゃうぐらいするから……」

「……そう。これ全部、俺のせいだ」

　だから、何も考えずに気持ちよくなって。

　蜂蜜のようなとろみを孕んだ声音が、私を甘やかすように響いて、――――同じく甘やかすような、私をぐずぐずにするためだけの律動が始まった。

　動きに合わせて、手錠がかちゃかちゃと音を立てる。抜き差しは緩やかに。浅瀬では淵と好いところを張り出した硬い笠で引っ掛けるように。最奥では、下りてきた天井へ切っ先を捻じ込むように、腰をぐりぐりと回して。蜜路を優しく掻き回す怒張は、抜け出ていくたび、膜の上に泡立った愛液をべっとりと貼り付かせていた。それがまるで私の堪え性のなさを見せつけているようで、嬌声に羞恥が滲んでしまう。

「ン、ん……～～っ、ぁ、あ……っあきら、く、」

「ん……？」

「晃く、……っあ、ぁ……や、んんっ……」

「なに……怜美、気持ちいい……？」

「ぁ……っうん、きもち、い……」

　何度も何度も名前を呼べば、そのたびに因幡さんがきゅうと目を細め、愛おしげに鼻先を擦り付けてくれる。とん、とん、と一定のリズムのピストンが、私の最奥を口説き、どんどんと蕩けさせていった。身体中の気持ちいい感覚がお腹の奥に集められ、煮詰められていくような錯覚。粘度の高い唾液が口の中に溜まるのを、私は必死で飲み下そうとする。そうでなければ、溺れてしまいそうだった。

　昨日もそうだったけど、晃君は『気持ちいいか』とよく聞いてくれる気がする。それが気遣われて、大切にされている証のようで、――――沸き上がった幸せが、私の精神を取り返しがつかないほどにふやかしてしまう。

　まるで、麻薬だった。

「はっ、ぁ、あっあっ、あ……っだめ、」

　じわじわと上がっていった体温が、許容を超える。額の内側、身体の末端すらも燃えるようで、胎内は溶鉱炉のようにどろりと熱い。とちゅり、と溶鉱炉を攪拌される快感に、太腿がぎゅうっと締まる。彼の腰を強く挟み込み、腿や踵で強く自分のほうへと引き寄せてしまう、――――ひときわ近付いた腰が震え、切っ先が奥の奥に嵌り込んで。

「あきらく……っ、イッちゃ、イく、い、……っ」

「ッハ……いいよ、俺に全部……ッ見せろ……！」

　――――イけ。

　蕩けるように甘く、しかしぞっとするほど低音の、私を壊してしまう命令。

　命令に屈服した下腹部がどろっと溶け堕ち、私だけが、深く重い絶頂に取り残された。

「っあ……ッ、ぁ、あっ……～～～！」

「く、ッ……！」

　がくんと跳ねようとした身体を押さえ込まれ、弾けた快感をどこへも逃がせずに享受させられる。十五分ほどかけて、じっくりとイかされてしまった身体は、もはや煮崩れていないのが不思議なほどに蕩け、感覚を失っていた。色んなところの筋肉が弛緩して、引き締め方を忘れてしまって、先ほども粗相をした小さな口が淫水を噴き出してしまう。ぴゅ、う、と飛び散る透明な液体。それが晃君の怒張の根本を濡らし、シーツに染みを作ってみせた。今まで教えられたものの中で、一番甘ったるく、一番厭らしい絶頂。背筋が反ってびくびくと痙攣するたびに、膨らみが大きく揺れるのが、また淫靡だった。

「っあ、……はは、すっげえかわいいイき方したな……」

「は、ぁ……っ、は、ん、ン……」

「ん……いい子、」

　晃君は蜜壺の余韻を宥めるように、そのぽってりと腫れた粘膜を熱杭でゆるく撫で擦る。絶頂に際して溢れた分の蜜が掻き出され、会陰や後穴、シーツへと、とぷとぷと垂れていった。その温い愛撫がもたらす優しい愉悦に浸りながら、私は晃君のほうへと顔を向ける。

「……っ、ん……ねえ、晃君」

「どうした？」

「これ……晃君は全然気持ちよくなかったでしょ……」

　私の言葉に、晃君がほんの少し口角を上げた。

　晃君は、ピストンのペースや刺激する場所を私の都合に合わせてくれていた。加えて、散々蕩け切った私の隘路は緩みに緩んで、締まるというよりも軽く吸い付くぐらいの締まり具合だっただろう。じとりとその涼しげな顔を睨めば、晃君の相好が崩れ、苦笑のような柔い笑みが浮かんでくる。その指が自身のこめかみを擦ったあと、私の髪をぐしゃりと撫でた。その動作に一瞬何かが頭をよぎったものの、法悦の余韻に酔っている脳味噌は、上手くその輪郭を捉えられずに見逃してしまう。

「そんなでもないけどな。確かにイッてはないけど、ちゃんと気持ちよかった」

「でも、二人でするって決めたんだから……晃君にも気持ちよくなって、ほしい……」

「……だから、充分だって。怜美も疲れただろ、寝てくれ」

　嘘だ。明らかに、嘘。

　表情自体は平静に見えるけれど、目の奥には未だ苛烈な情欲が光っている。私がたくさん果てて疲れているだろうから、というのもきっと嘘ではない。でも、恐らく本音は、気持ちが定まっていない私への遠慮だろう。

　晃君は私に対して好意と下心があると開示しているけれど、私はまだどっちつかずの状態だ。一方的に感情を持っている側が、自己の都合で相手を貪るのはフェアじゃない、――――たぶん、そんなことを考えているのだろう、と思った。たった一日の付き合いだけど、手錠で近くにいる分だけ、私は彼のことに詳しくなっている。

　――――でも、晃君って結構頑固だからなあ。

　どうやったらその枷を引きちぎらせることができるだろう。ちらりと視線を遣った先で、晃君の屹立は未だ硬度を保ったままだ。一番手っ取り早いのは、彼の思考を欲望に乗っ取らせること、だけど。

　私はふと思いついた案を、羞恥との天秤にかける。案のほうに乗せられているのは、私の中の晃君への情だ。

　そして、揺れる天秤は思っていたよりもずっと早く、晃君への情のほうへと傾いた。

「晃君、」

「ん？」

　微かな緊張と羞恥に、ごくりと喉が鳴る。私は力の入らない身体を何とか起こして、手錠の付いた腕を軽く引く。こちらを見守る姿勢の晃君は、大人しく身体を倒してくれたので、その唇が吐息の触れ合う距離まで近付いた。

　そのままほんの少し身体を伸び上がらせれば、簡単に彼の唇へ口付けられてしまう。ちゅ、とかわいらしい音がして、晃君が小さく目を見開くのが見えた。

「あの……ほんとに、しない？」

「っお、まえな……またそうやって……」

　煽るようなことを。呻くように囁いた晃君は、額に手を宛がうと表情を隠すように俯いてしまう。指の隙間から溜息が漏れて、――――その指が取り払われたとき、彼の顔はぎらつく劣情に支配されていた。

　どうやら私の子供じみた『お誘い』は、効果てきめんだったようだ。

「後悔すんなよ」

「……うん、」

　晃君の熱い手のひらが、頷いた私の身体をやや荒々しくひっくり返す。腕と膝で身体を支える、四つん這いに近い体勢は、秘所を背後の彼に捧げるかのようだった。動きの鈍っている思考が『恥ずかしい』と判断するより先に、背後の気配が圧し掛かってきて、双臀に骨ばった指が食い込むのが分かった。狙いを定められている、という感覚に、なだらかな曲線を描く背が、ぞくんと被虐に震える。

「なるべく早く済ませるから……ちょっと手荒でも、我慢して」

「あ、……っひ、ぁ」

　後穴のすぐ上に圧し掛かった屹立がゆるゆると下がっていき、やがて潤み切った口に切っ先だけを僅かに埋めた。瞬く間に濃密さと重さを増していく周囲の空気。ひどく吸い込みづらいそれで何とか呼吸を繋いで、私は背後を振り返ろうとした。そして、それよりも一拍早く、――――晃君の左手が私の『左手』を掴む。

　え、という声は上手く音に成らないまま、シーツに落ちて霧散した。手錠によって私の『右手』と繋がっている、彼の左手。それが後ろから私の『左手』を掴むと、私のほうは自然と両腕を後ろに持っていかれる格好になってしまう。上半身部分の支えを失くした身体がぐらりと傾き、顔と鎖骨の辺りがシーツへと沈んでいった。

　腰だけを高く掲げる、獣のような卑猥なポーズ、――――それを手錠によって無理やり取らされたのだと思い至り、私の心臓は羞恥を混ぜた血液をどっと吐き出した。

「あ、ぁ、うそ……っ」

「嘘じゃねえって……舌、噛むなよ」

「ふ、……ッんぅ、く……！」

　ぐい、と手を後ろに引かれ、肩の辺りがシーツから少し浮いた。未だ火傷しそうなほどの熱を孕む怒張が、食い荒らす獲物へと狙いを定め、そのまろい切っ先を沈ませていく。がしゃりと音を立てる手錠が背中に当たって、金属の冷たさに一瞬身体が竦んだ。胎を埋めていく圧迫感に甘ったるい断末魔を上げながら、私はぼやけた意識の隅で思う、――――これじゃあ、手綱を引かれる馬のようだ。

「ッぐ、……ハ、ぁ、っ動かす、からな……、ッ」

「ぁ、……ン、んっ……！」

　ぱん、と肌を打つ音がした。

　熟れた襞が勢いよく掻きむしられ、今夜は甘やかされてばかりだった粘膜が驚いたように侵入者を食い締める。きゅん、きゅう、と締まった中に、背後から低い笑い声が届いた。より一層強く手を後ろに引かれ、膝と埋め込まれた楔を起点に上半身が浮き上がっていく。がしゃがしゃと鳴る、鎖の音。腰を打ち付けられるたび、釣り鐘型にぶら下がった膨らみがたゆんと揺れ、蕾がシーツに擦れて新たな快感を生んでしまう。

　今までたっぷりと愛でてもらった蜜壺は、既に晃君に従順で、我が物顔で行われる抽挿からも丁寧に悦楽を拾い上げていった。感じれば感じるほどその剛直に屈服し、甘えるように襞を波打たせ、果てへと駆け上がろうとする。

「ひ、あっ、ぁ、ぅ……ッ！」

　――――でも、駄目だ。今は私じゃなくて、晃君の番なんだから。

　快楽に押し流されていく意識の端を無理やり引き寄せて、身体の主導権を取り戻す。これ以上理性を溶かされないように鳩尾の辺りに力を入れて、私はゆるゆると身体を揺らし始めた。晃君が屹立を突き込むタイミングで、腰を後ろに押し付ける。自分から彼のものを迎えに行き、咥え込む腰遣い。あまりに淫らで、恥ずかしい痴態。顔が真っ赤になるのを感じながらも止めないのは、晃君にも気持ちよくなってほしいのと、――――ほんの少しの、『恥ずかしいことをしている』という高揚感のせいだった。

「自分で、そん、な……腰振って、やっぱり、ッやらしすぎ、だろ」

「ァ、っは、嫌……？」

「まさか。ッ……すげえ、かわいい、」

「あ、っん……！　ぁ、は、うれし、」

　快楽という毒に侵された脳味噌が、晃君からぶつけられる興奮を多幸感に変えていく、――――ああ、だから駄目だって。晃君を気持ちよくするんでしょ。浅瀬の粘膜が抜けていこうとする怒張に縋り付き、捲れ上がる快感を努めて無視しながら、私は首をゆるりと回して背後を振り返った。

「ね、……奥、きゅって……したら、き、もちい……？」

「ッは、ぁ……、ン、はは、締めてくれんだ……？　ッあ、っぐ、怜美、かわい……」

　じゃあ、そのまま上手に締めててな。

　甘えるように囁いた晃君が、さらに強く私の手綱を引いた。鎖も腕もぴんと伸びきって、肩甲骨がぎゅっと寄る。顎が上がり、喉が引き攣れて嬌声がくぐもる。腹筋が締まって、中に横たわる怒張の大きさや太さがまざまざと感じられた。

　律動がまた一段スピードと激しさを増す中、私は言いつけ通り、いい子に隘路をきゅんと引き締めて、緩めてを繰り返していく。たまに浅瀬から深部までを、きゅ、うう……っと搾るように締めてみせれば、腰から臀部にかけてを掴んでいる晃君の指が、俄かにその力を強めた。気持ちいいと雄弁に語ってくれる反応に、胸の奥で何かがじゅわりと蕩ける、感覚。

「く、……っあ、は、怜美、……れい、み、」

　甘露を煮詰めたような雄声が、後ろから必死に私を呼ぶ。叩きつけるようだった腰の動きが、徐々に深く深くへ押し付けるようなものへと変わる。圧し掛かってくる逞しい腰の重さに耐えきれず、双丘が沈み、彼の腰を間に挟んだまま膝がシーツを滑っていく。ずるずると下がった恥骨がやがてベッドに触れて、上から腰で押さえ付けられた。それでも晃君のピストンは止まらず、ぐ、ぐっ、と奥へと切っ先を潜り込ませようとする。本能的なその行為が、堪らなく厭らしく思えた。

　手はいつの間にか自由にされていて、私は無意識の間に枕を掴んでいた。快楽の波に攫われないように、どこへも飛んでいかないように。その上に晃君の手が重なって、安心させるように指同士を絡め、ベッドに縫い留めてくれる。

「～～～～ッ、は、ぁ、あっあっ、ん……！」

「ッ……クソ、も、出る……から、あと、少し我慢しろ……ッ」

　汗で濡れた身体同士がぴったりと重なり、腰だけが器用に上から叩きつけられる。耳のすぐ傍で晃君の声がして、肌を灼く吐息が耳朶や首筋をくすぐった。うなじを甘噛みされると、征服されている感覚が全身を貫いて、温かな胎内をさらに溶かしてしまう。まるで交尾のように奥ばかりを刺激されるのも、押さえつけてどこにもいけなくされるのも、すごくすごく、気持ちいい。身体も、精神も、まるごと法悦の渦に引きずり込まれてしまう。

　『恥ずかしいのも苛められるのも大好き』、――――晃君に教えられた昨日の私の主張は、もしかしたら本当なのかもしれなかった。

「っ怜美、……こっち、向いて、」

　苦しげに囁いた晃君が、半ば強引に私の顔を引き寄せて唇に噛み付く。唇を擦り合わせるだけの、獰猛なキス。食い荒らされる感覚に隘路がしゃぶるようにして怒張を扱き、それに呼応するように、切っ先が最奥をきつく、きつく、抉ってみせた。誰も入れてはいけない、秘められた深部を侵そうとする熱杭に、視界が弾けるように真っ白く染まって、――――

「ん、んぁ、ぅ……～～～～ッ！」

「ァ、ぐ……ッ！」

　呼吸も、鼓動も、体内の全ての活動が一瞬停止する。がつん、と脳髄を揺さぶられるような衝撃。眩暈から一拍遅れて心臓が動き出して、私はようやく許容を超える快楽の味を思い知った。晃君と一緒に叩き落とされた絶頂は果てしなく広大で、優しく私たちを受け止めてみせる。ひくつく隘路がしゃぶるようにして怒張を扱けば、ぐつりと沸騰する白濁を溜め込んでいたそれが弾け、飛沫が被膜越しに最奥の天井を叩いた。ぐり、と全て出し切るように腰が押し付けられ、ややあってそれがずるりと引かれる。深い溜息と共に、ベッドの隣が沈む感覚。晃君が私の隣に転がったのだろうと思った。

「は、ぁ……っ怜美、生きてる、か」

「し……死んでる」

　いつかと同じように返してやれば、まだどこか苦しそうな声音が笑う。こっちは笑いごとではない。一瞬死ぬかと思ったんだけど、と掠れた声で憎まれ口を叩けば、晃君の手が私の横髪を恭しい手つきで払った。熱く濡れた視線がこちらを突き刺して、心臓を甘く震わせて。

「かわいかった」

「ん……」

「……明日、また二人でシャワーしよう、な」

「うん……」

　このまま目を瞑れば、明日が来てしまう。

　それが分かっているのに、思考は端から霧散して形を保ってくれそうにない。とろとろと落ちていく瞼を懸命に持ち上げようとしたものの、晃君の指の背がくすぐるように頬を撫でていく感覚を前に、ついに視界が黒に染まった。
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「……昨日の夜ちゃんと言っといただろ、二人でシャワーしようなって」

「いや、そうなんだけど……！」

「大体、二回目なのに何で照れてんだ」

「二回目って慣れるほどの回数でもなくない？」

　翌朝、――――朝とも言えないような時間に起きた私たちは、昨夜の口約束に従って二人でシャワーを浴びた。私が昨日よりも遥かにぐったりしているのは、恥ずかしさはもちろん、晃君が『今日は身体の洗いっこでもする？』なんてとんでもない提案をしてきたせいだ。この家のボディタオルは小さくて薄いタイプのもので、ほとんど手で洗われているのと変わらなかった。ざらざらとしたタオルの肌触りと、その向こうで巧みに動く指先と手のひら。私の身体が隅々までぴかぴかに磨き上げられたのは、私だけが二度ほど果てへと押し上げられたあとのことだった。

　お湯と快感で火照った身体を抱えるようにして、晃君に引きずられながら洗面所を後にする。相変わらずじゃらじゃらと音を立てる手錠は、この一日半ですっかり見慣れたものになってしまった。

　――――この手錠が外れるまで、もう数時間もないだろう。

「で、飯はどうする？　昨日よりはマシな時間だけど」

「もう疲れたので家主に任せます」

「お前な……とりあえず、休日に三食連続インスタントはちょっとまずいし、簡単なもんでも作るか」

　今日ならチャレンジする時間もあるだろ。

　そう言うなり、くん、と手錠を引いて、晃君が歩き出す。昨日と同じように冷蔵庫を覗き込む背中を見下ろして、私は自分が作れる料理を必死に思い返していた。一人でも完璧に作れる料理なんて、カレーとシチューぐらいしか浮かばないけど、大丈夫かな。

　晃君は冷蔵庫の中身を手早く確認し、作り置きらしいおかずを電子レンジに放り込みながら「チャーハンにするわ。フライパン振るだけなら右手でもできるし」と宣言した。

「晃君、チャーハン作れるんだ……」

「めちゃくちゃ普通のチャーハンだけどな。……怜美は料理する派？」

「……できなくはないけど、期待はしないでほしい」

「正直じゃん」

　くすりと笑った晃君は私の力量を正しく認識してくれたようで、ネギやチャーシューをブロック状に刻む仕事を与えてくれた。それから先の工程はほとんど晃君が一人でこなし、あっという間にお店で出てくるようなチャーハンが完成する。艶のある、ぱらぱらのご飯が美味しそうで、ちょっとわくわくしてしまう。

「めちゃくちゃ本格的なチャーハンだ」

「だから普通だって……こら、危ねえから纏わりつくな」

「美味しそう……」

「そりゃ良かった」

　利き手ではない右手で華麗にフライパンを振っていた晃君は、きらきらとした目でチャーハンを見つめる欲望に忠実な私に苦笑しながらも、それを手早くお皿に盛りつけていく。電子レンジから取り出したおかずと一緒にローテーブルに並べれば、立派なお昼ご飯の完成だ。

　すっかり定位置になってしまった晃君の左側に腰かけ、いただきますと手を合わせる。昨日の二回の食事とは違って、握るのはスプーンだ。箸でラーメンを食べるよりはずっと簡単だろう、――――私のそんな予想は、食べ始めて五秒で崩れ去った。

「……どうした。お前、昨日はそんなんじゃなかっただろ」

「ラーメンの間合いに慣れ過ぎたのかも……」

　呆れの滲む晃君の指摘に自然と肩が落ちる。

　彼と動きを揃えてスプーンを口に運ぼうとすると、乗せていたチャーハンがほとんど零れてしまうのだ。子供じゃないんだから、と悲しい気持ちになりながら、皿の上に降り注いだ米粒をチャーハンの山の中に戻していく。

　すると、横合いから別のスプーンが伸びてきて、器用にチャーハンを掬ってみせた。それは私の右手を道連れにしながら中空を滑って、こちらの唇の前までやってくる。

「えっ……え、晃君、」

「俺が食わせたほうが早い」

　ちらりと窺った先で、晃君は何でもないふうの顔をしていた。つん、とスプーンの先で唇をつつかれ、私はもう一度だけ彼の顔を見遣ってから、そっと目を伏せ、観念して口を開いた。恋人同士の戯れでも何でもなく、食べるのが下手という理由で『あーん』をさせられるのは、無性に恥ずかしくて堪らない。

　口に放り込まれたチャーハンは素朴な味で、落ち着くような、どこか懐かしいような感じがした。咀嚼すればするほどに、何となく『晃君らしい味付けだな』と思ってしまって、私の頬は給餌の恥ずかしさも忘れてほころんでいく。

「美味いか？」

「うん……」

「そ」

　ゆるりと目元を緩めた晃君が、ひどく優しい吐息を零す。何度も見たはずの彼の笑顔に、心臓があからさまにときめいて、私は思わず胸元を押さえた。

　昨夜睦み合う中で自覚した様々な感情の整理は、遅々として進んでいない。それでも彼のほうへと心が傾いていることは誤魔化しようのない事実だった。好きなのかも、という想いは昨日の夜から良くも悪くも変わらないままそこにあって、私の心臓を蝕んでいる。

　晃君のことをもっと知りたい、もっと一緒に過ごしてみたい、――――でも、手錠が外れたら帰らなきゃいけないし、気持ちを決めなきゃいけない。胃の腑の辺りがふわふわするような、落ち着かない心地に、私は足を何度も組み替えながら、スプーンごと差し出されるチャーハンを咀嚼していく。もうすぐ萩沢さんが鍵を持ってきてくれるだろう。

　――――それがまだもう少し先であればいいのにと願ったら、晃君は怒るだろうか。

「……何そわそわしてんの」

「えっ、な、何でもない」

「鍵、そんなに待ち遠しい？　……それとも、来てほしくないのか？」

「……」

　最後の一口をあーん、と口の中に押し込まれた私は、じっくりと味わうことによって黙秘権を行使する。その間もじっとこちらを見つめていた晃君は、スプーンをお皿の上に戻すと、にやりと口の端を持ち上げてみせた。

「来てほしくないほうか」

「ばれてる……」

「そりゃばれるだろ。この一日半で、お前のことだいぶ分かった気がするし」

　こちらへ向き直った晃君の左手が、私の右手をそっと捕まえた。指先を絡めるように握ってこようとするのに、反射で逃げそうになって、手錠にあえなく阻まれる。きゅ、と存外優しい力で引き留められてしまえば、それ以上逃げる気にもならなかった。

「鍵が来てほしくないってことは、まだ考えが纏まってないってことだよな」

「うん……」

「じゃあほら、今考えて。……それとも、事情聴取の時間でも設けるか？」

「……ふふ、何それ」

　事情聴取、という言葉のチョイスについ笑みを零してしまう。ああ、やっぱりこういう、何でもない会話のセンスも好きだなあ、――――

「――――晃君は、どうして私のこと口説こうって思ってくれたの？」

　質問はするりと、ごく自然に唇から飛び出した。

　口に出してみて初めて、それが心の中でずっと引っかかっていたのだと理解する。同時に、これが私から彼への気持ちを決める、最後のピースだという予感があった。私の問いを聞き届けた晃君が、ゆっくりと瞬きをしたのちに小さく笑ってみせる。

「……そこでいいとこついてくる辺りが流石というか、いい勘してる」

「いいとこついてくる……？」

「まあ、先に一個ネタ晴らしをしなきゃいけないんだけど」

　何の話をされているんだろう。

　困惑する私の顔がそんなに面白かったのか、晃君の笑みが深まる。右手がにぎにぎと揉まれたかと思うと、ぱっと離されて、――――次に彼の左手が眼前へと戻ってきたとき、そこには、銀色の小さな金属が握られていた。

　親指の先ほどの、小さな金属。それはどこからどう見ても、『鍵』の形をしている。

「……えっ」

　つまり、どういうことだ。

　困惑が混乱へと変わる。このタイミングで出てくる鍵の正体なんて、一つしか思い当たらない。

「実は、――――鍵、最初からここにあったんだよな」

　彼がくすりと笑いながら叩いたのは、彼自身が身に纏っているスウェットの、左のポケットだった。









４、欲しいのならば手段は選ぶな








　――――それが最初に目の前を駆け抜けていったとき、春風のようだと思ったのを、よく覚えている。

　ある春の日。道行く人々を、書類作成をしながら眺める夕暮れ時のことだった。

　俺が配属されてる交番は、割合治安の落ち着いている駅の傍にある。先輩の「こうも平和だと気が抜けるよねえ」という呑気な声に相槌を打っていると、何やら駅近くのデパート前が騒がしいことに気が付いた。女性の叫び声と、男性の怒号。只事ではなさそうな雰囲気に、自然と身が引き締まる。

「何だろうね」

「見てきましょうか」

「お願いしてもいいかな？　何かあったら僕のこと無線で呼んで」

　はい、と返事もそこそこにガラス戸を開けて飛び出せば、こちらに走ってくる人影が二つあった。前を走っているのは黒いキャップを目深に被った男性。手には、その風貌には似つかわしくない女性用のハンドバックを持っている。そしてそれを追いかけるように駆けてくるのが、ヒールのあるパンプスを履いたまま、えらく綺麗なフォームで走る若い女性、で。

　女性は目鼻立ちがはっきりとした美人で、どことなく怜悧な面差しをしていた。綺麗なタイトスカートに、品のいいシンプルなブラウス。ゆるく結い上げられた髪の雰囲気も相まって、冷静でクールそうな印象を受ける。それが本当に、陸上選手もかくやという美しいフォームでこちらに向かって走ってくるものだから、俺は一瞬その場に釘付けになってしまう。混乱した頭は、『すげえ足速いな、ヒールの靴履いてんのに』という感想を呟いたきり、身体と一緒に機能を停止していた。

　まず男性が俺の前を横切り、そして一秒も経たないうちに、女性が駆け抜けていく。ふわりと広がる髪の一筋までスローモーションのように見えて、微かに甘い香りがして。俺はばかばかしくも、それをまるで春風のようだと思ったのだ。

「っ、――――待てって、言ってんでしょ！」

　春風が怒声を上げて、男性の背中にタックルをかますまでは。

　は、と呆けたような声が自分の口から漏れるのが分かって、そこでようやく身体が動くようになった。女性は男性の上に馬乗りになっており、肩で息をしながらも、彼が持っていたハンドバックを取り上げようとしている。俺は慌てて二人に駆け寄り、彼女の隣にしゃがみ込んで「どうしました」と尋ねた。

「この人、ひったくりで……」

　違う、と男が喚くが、後ろから何人かが駆けてきて、バックの持ち主らしき別の女性が彼女に何度もお礼を言うのを見てしまえば、どちらが嘘を付いているかは一目瞭然だった。交番から慌てたように出てきた先輩が男を現行犯で取り押さえるのを横目に、俺はまだ荒い息をついている彼女に手を差し出す。

「……大丈夫ですか？」

「え、……あ！　大丈夫です、すみません……」

　彼女はじわりと頬を赤らめながらも、俺の手を借りて立ち上がる。咄嗟に手を出してしまったけれど、嫌がられなくてよかった。そんなことを考えながら胸を撫で下ろして、俺は彼女を交番のほうへと軽く誘導する。

「一応、貴方にも事情を伺わないといけないので、ご協力願えますか」

「はい」

　交番内の粗末なパイプ椅子に座ってもらい、形式的な質問と書類の記入をお願いする。彼女は警察官と対峙しているにしては随分と落ち着いた様子だった。記入にも躊躇いがない。度胸があるのか、それとも身近に警察官がいるか。先ほどの様子を見る限りでは、前者の可能性も大いにありそうだ。

「……えっと、書けました」

「確認します。ちょっと待っててください」

　必要項目が埋められているかを確認していく最中、『塩原怜美』と綴られた名前の欄が、妙に目に焼き付いた。

　やがて全てが問題なく記入されていることを確かめた俺は、その用紙を脇にどけて、机の下から救急箱を取り出す。

「え？」

「膝。……擦りむいてます。血も出てますし、手当てしましょう」

「え……あっ、本当だ」

「気付いてなかったんですか？」

「アドレナリンが出てるんですかね……」

　微妙にずれた返答をした彼女は、俺が救急箱を開けるのを大人しく座ったまま見つめていた。俺に足を触られる未来に気付いていないのか、それとも気付いていて別に構わないと思っているのか。悩んだところでここには俺か、壮年の男性警察官しかいない。どっちでも同じだな、と半ばやけくそのような気持ちで、その足にそっと触れた。

　一瞬ぴくりと足を跳ねさせた塩原さんは、それでも何も言わなかった。水を含んだガーゼで優しく傷口を拭いてから、消毒液を垂らす。消毒液が染みたのか、また足が小さく跳ねた。

「……よくやるんですか、ひったくり犯を追いかけるとか」

「え？　あ、全然！　初めてです。咄嗟に追いかけ始めてしまって、後に引けなくなったというか……でも、捕まえられてよかったです」

「あのな……」

　あんまりな言い分に、一瞬地が出てしまう。後に引けなくなっただけで犯罪者を追いかけ回すな、危ねえから。

　俺は奥歯を噛みしめて本音を喉奥で押し留めると、深く息をついてから、真面目な警察官らしく聞こえるように言葉を選んで、忠告を吐き出した。

「……そういうときは、ちゃんと警察に任せてください。何かあったら危ないでしょう」

「はい……すみません……」

　一応危ないことをした自覚はあるらしく、俺の言葉に彼女はしおしおと項垂れる。その様子が面白くて、かわいらしくて、ついつい笑ってしまいそうになるのを、俺は必死で堪えた。

　落ち着いていて、取り乱すことなんてあまりなさそうな見た目の割に、彼女は随分と愉快な性質らしい。ヒールとタイトスカートでめちゃくちゃ綺麗に速く走るし、タックルはするし、そのくせ落ち着いたらちょっと恥ずかしがってみせる。膝から血が出ていても気付かないぐらいに鈍感だし、頓珍漢な受け答えもするし、危なっかしいし、それを俺に叱られてちょっとしゅんとしてる。

　それらを何となく『いいな』と思ってしまったのが、きっとこの感情の始まりだった。

「……でも、私も咄嗟に動けませんでしたから、貴方がいてくださってよかった」

「え、」

「協力感謝します。いい走りでした」

　制帽を引いて頭を下げれば、こちらを見下ろしていた彼女が小さく目を見開いた。

　そして、そのかんばせがゆるゆると笑顔に塗り替えられていく。

「陸上部だったので、走るのは得意なんです」

　ほころぶ花のようにかわいらしい、春を象った笑顔だった。
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　その塩原怜美という女性がどこの誰だかを知ったのは、数ヶ月後の飲み会の席でのことだった。

　中学の同級生のなかでも仲のいい面子が集まって飲む、という色気もクソもない飲み会の席は、未だに中学生のときのノリを引きずっているせいで、集まるたびに『好きな奴いる？』という話になる。顔に出にくいうえに態度も変わらないが、酔うのは早いという最悪なステータスを持つ俺が、その質問の餌食になって口を滑らせたのが切っ掛けだった。

　――――この間交番に来た女性が気になるが、警察官という立場で知り得た情報を使って近付くわけにもいかず、ここから先どうしていいかよく分からん、と。

「えっ、どんな子!?」

「晃あれだよな、かわいい系が好きじゃん」

「かわいい系っていうか、かわいげを感じるのが好きなんでしょ。因幡、面倒見るの好きだもんね」

　この面子の中でも特に腐れ縁で付き合いの長い萩沢と、その萩沢と長年いい感じのくせになかなかくっ付かない円城が、興味津々というふうにこちらへ身を乗り出す。好き勝手なことを言い出す二人に半ばうんざりしながら特徴を告げていけば、何故か円城のほうが徐々に静かになっていった。

「……その人の名前知ってる？」

「は？　あー……塩原、さん」

「えー！　待って、下の名前は『怜美』でしょ!?」

　――――その子、私の友達！

　目をきらきらと輝かせながら叫ぶ円城に、男二人の口がぽかんと開いた。円城は、塩原さんは高校で一番仲の良かった友達で、未だにしょっちゅう遊ぶような関係だとにこにこ笑ってみせる。ついでに彼氏もいない、と。

　それに対し、ほんの少し安堵してしまったのを見抜いたのだろう。萩沢がにやりと口角を上げたのが見えた。

「いないってよ、晃よかったな」

「うるせえ……ちょっとお前向こう行ってろ」

「嫌だよ。こんな面白い話聞き逃せるか」

「……というか、怜美って見た目はクールビューティーじゃない？　そこは因幡の好みと違うと思うんだけど」

　こちらをしっかりと見据える円城を不思議に思いながらも、彼女の言葉を反芻する。クールビューティー。確かに塩原さんが黙って真顔で立っていたら、俺もそう感じるだろう。でも指先一つ、瞬き一つ、言葉一つで、その印象は払拭されてしまうのだ。

　脳裏に浮かぶのは、柄にもなく『春みたいだ』と思ったあの笑顔で、酒を舐める舌が少し甘ったるさを覚えた。

「いや……あの人、かわいいだろ」

　見た目も、中身も。

　ぽろりと零した言葉を後悔したのは、コンマ一秒後のことだった。

　そこからの円城の勢いは凄まじく、俺の『かわいいだろ』という意見への同意を恐らく三十分ほど語っていた。怒涛の勢いで明かされる、塩原さんのかわいいエピソード。それにしっかり聞き入ってしまっている時点で、俺も大概本気だったのだろう。

「怜美はさ、見た目のせいで損……っていうわけでもないんだけど。かわいいところしかないのに、男が全然それに気付かないんだよね。寄ってくるのは怜美に甘えたい根性ナシの男ばっかりで」

「あー……」

「でも、因幡はそういうのちゃんと見てくれる人なんだねえ。これは私が頑張っちゃうしかないな～！　ね、萩沢も頑張ろうね！」

「うーん」

「萩沢さっきから私の話聞いてないでしょ！」

　萩沢の服の裾をぐいぐい引いている円城は、何を気に入ったのか、俺に大事な親友を任せてもいいと思ってくれたらしい。『怜美も呼んで合コンって態で顔合わせするから。事件とかに駆り出されないでね』と念押しをして、上機嫌で萩沢のグラスによく分からない酒を混ぜていた。
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　――――で、こうなったわけだ。

　目の前の凄まじい光景に眩暈と興奮を覚えながら、笑みの形に歪む唇を舐める。くん、と腰を上げれば、その上に跨っていた『彼女』が甘ったるい悲鳴を上げた。

　合コンと称した飲みの席から帰宅した俺の腰の上には、塩原怜美が乗っている。

「っあ、ぁ、も……っや、……お、かしくなっちゃ、」

「ッ……ん、大丈夫だって。な？」

「も、ほんとに、っ……ぁ、だめっ、腰揺らさないでぇ……」

　ああ、――――めっちゃくちゃ、かわいい。

　自分から上に乗って俺のものを咥え込んでいるくせに、ぐすぐすと鼻を啜りながらこちらに縋り付く塩原は、凶悪にかわいらしかった。気持ちよすぎて駄目になる、おかしくなる、なんて男を悦ばせるだけの台詞を吐く塩原に、ぞくぞくと嗜虐めいた何かが背骨を這い上がる。腰がずんと重くなり、吐き出されるのを今か今かと待っている欲の塊が、また熱く煮え滾るのが分かった。

　再会した彼女はやっぱりどうしようもなくかわいらしく、俺の中に『好き』をどんどんと積み重ねていってしまった。二度会っただけなのに、俺を惹き付けて止まない人。その人が目の前で俺に微笑みかけてくる破壊力といったらなかった。それでも本当に、今夜は何もするつもりはなくて。

　ただ、このまま酔った彼女をただで帰してしまうのが惜しく思えてしまったのが半分、無防備に寝られたのが、男として全く警戒されていないようで苛立ったのが半分。家で介抱して別々に寝て、翌朝少し話をして、連絡先の交換ぐらいできれば、――――なんてことを思っていたのに。

「っ、ぁ、いなばさ、……っ」

　塩原がむずかるように首を振り、潤んだ瞳でこちらを見つめる。きゅう、と締まる彼女の隘路は、散々貪ったのに最初と然程変わらない狭さのままだった。

　俺の吐精回数は二回で、それを区切りとするなら今は三回戦目ということになる。何が連絡先の交換ぐらいできれば、だ。自分の欲深さが恐ろしい。

　彼女のことを本当に思うなら、あそこで彼女の偶然の誘いに乗るべきではなかった。互いに酩酊状態とはいえ、俺のほうがまだぎりぎり理性が生きていたのだから、断固として彼女を守るべきだったのに、――――俺は今、塩原をめちゃくちゃになるまで抱いている。

「塩原……ッなあ、気持ちいいの、もう要らないのか……？」

「ぁ、あっ、や、いらなく、ないけど……っ」

「けど？」

「ぅ、ん……っもう自分で、うご、けない……」

　理知と好奇心を灯す溌剌とした瞳は、今や淫蕩にけぶっている。唇は俺の唾液で汚れ、動くたびにふるんと揺れる膨らみはキスマークと歯型で厭らしく彩られて。下半身はもっとひどく、色々な液体でぐしゃぐしゃになっている。でも、一番ひどいのは彼女の右手と俺の左手を結ぶ、この手錠だった。

　持って帰ってきてしまっていたそれを、非番明けに忘れないようにとテーブルの上に出しておいたのを見て、塩原が『付けてみたい』と駄々を捏ねたのは二回戦がちょうど終わったころだった。

　付けて、してみたい。彼女のそんな誘惑は甘美で、俺をひどく煽る。

　一応塩原には『本気か』と何度も確認を取ったが、彼女は『刑事ドラマが好きで……』なんてことをふにゃふにゃと言って笑っていた。酔っ払いの言うことだと理解はしていても、今は俺も酔っ払いで、大概理性が明後日の方向にすっ飛んでいる。俺はあっさりと欲望に負けた。

　あくまでプレイの一環だから、――――そうやって微笑みあった俺たちは、半ば勢いに任せて、互いの利き手同士を手錠で繋いだ。

　がしゃん、と手錠が嵌った瞬間の興奮は、きっとこの先も忘れられないだろう。硬質な音を立てる手錠をゆらゆらと振って、楽しそうに笑った塩原の姿も。

「じゃあ、俺がしてやるから、……ッ塩原は、そのままな……」

「ん……ぁ、んん、っふ……」

　頷いた彼女を手錠で引き寄せると、身体がこちらに倒れてくる。俺の上に寝そべる形になった塩原は、中のものの角度が変わったことに慄いたのか、双丘をひくんと揺らして、また膣内をどろりと蕩かしてみせた。嬌声を上げかけた唇を塞いで、甘やかすように咥内を掻き回すと、彼女のほうも健気に舌を絡めてくる。

　塩原の呼吸が落ち着いてきたのを見計らって、最初は緩やかに、次第に激しく、下から突き上げていく。今まで散々果てまで昇り詰めている塩原の身体はもうぐずぐずで、少しの刺激でも甘くイッてしまっているようだった。この状態では、彼女の気持ちいいところばかり責めるのは逆に辛いだろう。俺は一度深く息をつき、奥歯を食いしばると、塩原の腰を抱え直す。

「ッは、ちょっと我慢……してくれ、よ……！」

「ぅ、っん、ぁ、あっ、あ……ッ！」

　がつん、と最奥を突き上げれば、塩原の背がしなり、内壁がきゅ、うう、と締まった。

　長いストロークで怒張を扱く、自分本位な律動。なるべく早く三回戦目を終わらせるための暴虐に、彼女の胎内は咽び泣くように蜜を零し、屹立を汚していく。

　俺のほうも騎乗位で散々食い締められたせいで、既に果ては見える位置にあった。手を伸ばせば届きそうな悦楽を追い求め、無我夢中で腰を振っているうちに、重くなった腰から駆け上がってくるものがある。太腿と腹筋に力が入り、気道がぎゅう、と締まって。うだるような熱に浮かされながら、欲を吐き出すための最後の準備を整えて。激しく揺さぶられるまま、甘い声で啼く塩原を見つめながら、――――俺は堪えていたものを全て、彼女の体内で放出した。

「っく、……は、ぁ……ッ」

　どくどくと脈打つ楔が、柔い媚肉によってあやすように擦られる。きゅ、きゅ、と不規則に収縮する反応からして、彼女も同じタイミングで果てたのだろう。どろりと重い蜜が奥から溢れて、二人の下生えをじんわりと濡らした。

　欲を膜の内側に迸らせた怒張を引き抜き、ほとんど気絶するように眠ってしまった塩原をベッドへと横たえる。自分の身形を整えたのち、手近にあったタオルで簡単に身体を拭いてやれば、ぽってりとした唇から「ん、」というあえかな吐息が漏れた。それを左手で丁寧に撫でると、寝顔はさらに柔らかく蕩けていく。

「あー……、夢じゃねえよな……」

　塩原怜美は、近付けば近付くほどに愛らしい女性だった。

　俺のことは覚えていないようだったのが少し残念ではあったものの、『恋愛が許される距離』で会話するたび、自分が彼女に惹かれていくのを感じる。あの春の日と変わらない笑顔も、揶揄うとちょっと恥ずかしそうにするところも、相変わらずちょっと言動が危ういところも、酔ってふにゃふにゃになるところも、全部が心臓にぐっと来て、――――愛おしい、と思った。

「……お前、どうしたら俺と付き合ってくれる？」

　額を撫でて、そこに優しくキスを落とす。当然のように返事はなく、ただ静かな寝息だけが俺に応える。こんな始まりにしてしまった以上、次の手は真面目に考えないといけないだろう、――――俺は少し悩んでから、テーブルの上に転がったままだった手錠の鍵を拾い上げた。

　飲んでいるときに『酔いすぎると記憶をなくすことがある』と自己申告してきたことから考えて、明日の朝の塩原は、俺との行為の顛末をさっぱり覚えていない可能性がある。記憶があるなら、手錠の鍵がここにあったことも覚えているはずだ。

　これは賭けだ。塩原が全部覚えていたら、手錠を外して、連絡先を渡して今回はさっさと帰してやろう。後日食事かデートにでも誘って、正攻法で口説き落とす。

　でも、――――もし、塩原が何も覚えていなかったら。

「……俺は散々、忠告したからな」

　明日の朝が楽しみだ。

　もう一度そのまろい額にキスを落として、鍵を明日着る用のスウェットのポケットへと放り込む。

　警察官だって男で、嘘もつく。そのことを、このかわいい女に教えてやらないといけないな、と思った。







５、これ以上私をかわいいって言うな








「――――で、案の定お前が何も覚えてないから、口説き終わるまで帰れないように鍵のことは黙ってたってわけ」

　分かった？

　しれっとした顔でのたまう晃君に、私はぽかんと口を開けたまま衝撃を受けていた。洪水のように流れ込んでくる情報を何とか飲み込んで噛み砕こうとする脳味噌には、色んな言葉が浮かんでは消え、音に成る前に死んでいく。

　彼の告白は何もかもが寝耳に水の話だった。あのときの警察官が晃君だったのも、元々和夏たちと結託していたことも、手錠の鍵のことが嘘だったのも、――――待って、嘘？

「……あ」

「あ？」

「晃君、嘘つくときにこめかみ触る癖があったりしない？」

　晃君が私の前で明確に嘘をついたのは三回。初日の夜の記憶が曖昧だと言ったときと、手錠の鍵は署にあると言ったとき。そして、昨日の夜に私を寝かしつけようとしたときだ。前者を本当のことだと信じ切っていたせいで気付かなかったけれど、昨夜感じた『何か』の正体はこれだったのだろう。ようやく謎が解けてすっきりした、という顔をしている私に、晃君がやや呆れたような、胡乱気な顔をしてみせた。

「あるけど……お前、今の話聞いて真っ先に言うことがそれかよ」

「そ……それは、そうだね」

「……まあ、『口説く』なんて言葉でずっと誤魔化してきた俺のせいでもあるな」

　椅子から身を乗り出した晃君の顔が、ぐっとこちらに近付く。この一日半で慣れ親しんでしまったシトラスと、彼自身の香り。鍵を持ったままの手が優しく引かれ、私の身体も彼のほうへと近付いていって。　

　煌めくような眩しい瞳が、真っ直ぐに私を覗き込んだ。

「好きだよ、お前が。……たぶん、初めて会ったときからずっと」

　――――その瞬間に胸を満たした感情の名前を、私は上手く言い表せない。

　嬉しいのか、恥ずかしいのか、幸福なのか。自分の胸の中で起こっていることなのに、それを上手くラベリングできない。『いいな』と思っている人に愛を囁かれることがこんなにもくすぐったく、胸を弾ませるのだということを思い出してしまえば、あとは真っ逆さまだった。

　怜美、と晃君が私の名前を呼ぶ。ひどく大切で愛おしいものを呼ぶような、砂糖をまぶした声音。告白を済ませたからってそんなに甘ったるい声を出すのはずるい、――――なんて横滑りした八つ当たりが唇から飛び出す前に、大きな指先が小さな鍵を窮屈そうに摘まんで、こちらへと差し出した。

「今日、帰る気があるんなら外せ」

　『振るつもりなら鍵を取れ』と、そう言っているようにも聞こえた。

　彼の指先で光る、鈍い銀色。それが晃君の命運を握っているのだと思うと、少しだけロマンチック、なのかもしれない。私は一度瞬きをする間に心を決めて、その鍵を奪い取って、――――自分の手首から、手錠を外した。

　晃君の瞳に一瞬、剥き出しの痛みがよぎる。結末が分かっている私ですら、胸が引き裂かれるような痛みを覚えるような、苦しそうな、切なそうな表情。私はそれに小さく笑いながら、外したばかりの手錠を、晃君の両手に嵌めてみせる、――――

「は、」

「私も晃君のこと、好きだよ。……たぶん、一昨日から」

　息を一つ零して、晃君が動きを止めた。

　永遠にも思える、一瞬の沈黙のあと。その瞳へ魔法のように輝きが戻る。好戦的で、いっそ粗野にも思えるような、ぞろりとした笑みが唇を歪ませて。

「……言ったな？」

　笑みを湛えたままの唇が一言だけ呟いて、私に甘く噛み付いた。

　いつも私を掻き抱いてくれる腕は、彼の胸の前で銀色の輪に拘束され、二人の身体の間で所在なさげに転がっていた。それが晃君の意表を突いたという証明のような気がして、キスに熱がこもってしまう。

　ちゅう、と下唇に吸い付いて、自分から彼の歯列を割って。積極的に口付けを深くしていく私に、晃君の喉が笑うように震えたのを感じた。まだ微かにチャーハンの味がする舌を舐め啜って、自分が彼にされて気持ちよかったキスを脳裏に描きながら、その作法をなぞっていく。密やかな水音と漏れるあえかな吐息。静かだった室内を満たしていく淫蕩の気配に、下腹部から脳髄までに微弱な痺れが走った。徐々に強くなっていくそれに、脳味噌が茹るような気配がして。

「ふ、っ……、ん、急に積極的だな。かわいいけど」

「う、……だ、って、」

　きちんと関係に名前が付いてさえしまえば、わだかまっていた遠慮が溶けていく。代わりに胸を埋めていくのは『この人は今、私のものなのだ』という甘ったれた感情だった。かわいい、という晃君の褒め言葉にも羞恥よりも照れに近いものが湧き上がってくる。その照れを誤魔化すように、さらに深く彼の唇を貪ろうとすると、ふっとその身体が後ろへと倒れていった。私は晃君の上に寝そべる形になって、起き上がるより先に彼の足で腰を挟み込まれてしまう。

「晃君……？」

「積極的になってくれるんなら、怜美に全部任せようかと思って。俺は今こんなだし」

　にやりと口元を緩めた晃君が、揃えられた両手を掲げてみせる。すっかり聞き慣れてしまった音が、キスの余韻が残る空間に響いていった。仰向けに寝そべったのは、私に全てを委ねる彼なりのポーズだったらしい。

「っえ、いや……」

「できないなら何で俺に手錠嵌めたんだよ」

「……晃君の一連の企てに対する意趣返し……？」

「なんだそれ」

　晃君は私の返答に目を瞬いたのち、持ち上げた太腿の内側で私の身体を器用に擦りながら、柔らかく苦笑した。なんだそれ、と言われても本当にそれしか考えていなかったのだから、ろくな答えが返せない。確かに、いつも私に『気持ちいいこと』を教え込んでくれる両手が動かせないのなら、ここから先の行為の主導権は私が握らなければならないだろう、――――ようやくそのことに思い至り、私は思わずごくりと喉を鳴らしてしまった。

　私が、晃君を好きにする。魅惑的な響きであると共に、それは私を尻込みさせるだけの力を持っている。

「ちょっと待って……あの、ほんとに？」

「大丈夫だ、できる。だってお前、実は上乗るの好きだろ」

「な……何でそんな」

「……初日の三回目、手錠嵌めたときに『因幡さんは動けないだろうから私が上ね』って自分から乗って、気持ちいいって泣いてたからな」

「うそ！」

　反射的に声を上げるものの、晃君はこめかみを擦ることもなくひどく愉しげにこちらを見上げている。

　待って、嘘じゃないの。確かに体力は女性にしてはあるほうだと思うし、自分が気持ちいいように動ける騎乗位自体は嫌いではないけれど、あまりに恥ずかしすぎる。晃君と出会ってからのここ一日半で、一番の羞恥。そのまま叫んで逃げ出したくなるような衝動を寸でのところで抑え込んで、私は晃君の胸元に額を押し付けるようにした。暗くなった視界の外から、優しい揶揄いが届けられる。

「上手にできてて、すげえかわいかったけど」

「もう勘弁して……」

「褒めてんだよ。……まあどっちにしろ、お前が取れる選択肢は二つだ。観念して手錠を外して俺にいいようにされるか、上に乗って自分で頑張ってみるか、――――」

　どっちにする？

　そろりと顔を上げれば、こちらを見つめる晃君の黒々とした瞳が輝いていた。悪戯めいたその輝きの奥に、微かな欲望と期待が見え隠れする。それらは火が燃え移るかのように私のほうへと伝播して、判断を狂わせてしまうのだ。

「……私がする」

「ん、分かった」

　彼の目が、勇気を出した私を褒めそやすように柔く細められる。それだけでぞくんと疼いた下腹部を見下ろすようにしながら、私は彼の腹筋のラインをシャツ越しに撫でていった。スウェットのウエスト部分に触れた指先が、その内側に潜り込む。僅かにシャワーの余韻を残す湿った空気が籠っているのを感じながら、下着ごとそっと引き下げていけば、まだ芯の通りきっていない屹立が昼の淡い光の中で露わになった。

　膜を被せるにも、呑み込むにも、もう少し大きくなってもらわないと話にならない。私は屹立の根元の辺りを擦るようにしつつ、ちらりと晃君の表情を窺った。

「……な、」

「な？」

「舐め……ます」

「……ふは、何でそんな真面目な顔してんの。どうぞ」

　けらけらと笑う晃君の顔がひどく眩しい。ツボに入ってしまったのか肩を震わせて無邪気に笑うその姿と、緩やかに滾っていく昂りのギャップに眩暈がした。

　シャワーを浴びたてのそこはまだ微かにソープの香りがして、嫌悪感はなかった。柔らかな下生えに指を絡めながら、そっと差し出した舌でまろい先端に触れると、お尻の下の太腿が微かに揺れる。張り出した笠の段差を舌先でくすぐって、そこから唾液を垂らしていけば幹がどんどんと卑猥に濡れていった。裏筋についばむようなキスをして、目を伏せながら根本から丁寧に舐め上げる。

「ッ……あ」

　微かに、晃君が息を呑んだ気配。

　それと同時に、熱杭が手の中で切なげに震えた。先端にぽっかりと開いた小さな口から溢れてくる、苦みの混じった淫液は優しく吸い取って、唾液と一緒に幹にまぶしてあげて。お風呂で手淫したときに反応が良かった場所を思い出しつつ、みっしりと中身が詰まるまで育て上げる。

「は、っ……ぁ、ふ、怜美っ……」

「ふ、っん……」

「ぁ、く……ッ」

　やがて咥え込むような形で怒張全体を扱いてみせれば、太腿の震えはひどくなり、熱っぽい溜息が私の前髪を掠めた。ちゅう、と全体を吸い上げながら、舌のざらついた部分でブラシのように筋やくぼみを撫でていると、自分のしていることの厭らしさに身体の芯がじんと火照ってしまう。

「ッ……な、怜美、ちょっと」

「ん……？」

「も、いいから……これ以上やられると、出る」

「へ、」

　ちゅ、と切っ先の膨らみを吸い上げながら顔を上げる。その先では、いつの間にか呼吸を荒げていた晃君が、剣呑な光を湛えてこちらを見つめていた。その視線の強さに肩が跳ねて、じり、と肌が焼け焦げる。『求められている』感覚にどっと心臓が鼓動を速めて、いって。

「ま……まだ、そんなにしてないけど」

「や、風呂のとき俺出してないし……あと怜美が咥えてると思うと、視覚的に……やばい」

「待って待って、準備するから！」

　晃君が指し示したラックの中から目当てのものを見付け、恐る恐る準備を施していく。目元を赤色に染めた彼の余裕がなさそうなかんばせが、私の心をどんどん逸らせて、息が上がっていくのがよく分かった。ぺりぺりと音を立てて下りていく膜。張り詰めていた肉茎が窮屈そうに収まり切ると、二人分の溜息がソファーの座面を滑り落ちた。

　私の隘路は先ほどお風呂場で散々掻き回されたせいで、未だ熱く潤んでほぐれきっている。このまま腰を下ろしたとしても、問題なく呑み込めるだろう、――――そんなふうに考えて、私は心に居座る羞恥を遠くに追いやって彼の上に跨った。手で屹立の根元を支えながら、猛々しい切っ先を泥濘の浅瀬に宛がって。

「ぁん、ンっ～～～……！」

「ッく、……っ」

　宛がってしまえば、あとは自重でずぶずぶと沈んでいくだけだった。

　私は彼の腹筋に両手を付いて、襞を掻き分ける剛直の硬さや太さを感じながら、一ミリずつ侵されていく胎内の苦しさと快感に感じ入る。喉まで塞がれるような心地がして、押し出された呻き声が唇から溢れた。記憶のある限り一番奥まで潜り込んできた怒張は、やがて私の最奥の天井を抉るようにして止まる。

「ッはァ……、入った、な……」

「う、……ん、入った、ね」

　好きな人のもの。両想いだと分かっている人のもの。そう思ってしまった途端、入り口から奥までを貫くそれがひどく愛おしいもののように思えて、私は殊更甘く、優しく、その昂りを締め付けてしまう。へらりと笑い合うと同時、顎から汗が滴り落ちた。

「ッあ、ん……っ動いて、いい……？」

「お前の好きにしていい、から……好きなとこ突いて、擦って、俺に教えて」

　伸びてきた彼の両手が私の指先を捕まえて、褒めるように輪郭をなぞってくれる。悦を寸でのところで抑え込んでいるような表情の晃君は、相変わらずぎらつく瞳で私を捉えていた。その視線に確かな熱と、蕩けた愛情らしき何かを感じながら、私はゆるゆると腰を動かし始める。少し抜いて、奥まで沈めて。質量の大きな屹立相手では、たった数ミリの動きが多大な快楽をもたらしてしまう。抜き差しだけでなく、開いた花弁の奥に咲く淫芽を押し潰すように前後の動きも加えれば、脳髄を痺れさせるほどの悦が全身を駆け巡った。

　上に乗ってしまえば、快楽を貪るペースも、内壁を食い締める強さも何もかもが思い通り、――――そんな思惑を吹き飛ばすほどの多幸感。それはきっと、晃君の視線が注いでくる愛情が生み出したものだった。

「ほら……っ上手じゃん、」

「や、ゃ……あっ、晃君、っあきら、く……」

「ッは……やっぱ、いいな、」

　お前が上に乗ってるの。

　ぱつん、と柔い肉同士がぶつかり合う音。ぐり、と奥が抉られる感覚。それらに私が翻弄されるのを見上げる晃君は、呼吸をさらにざらつかせながら低く笑った。まだ私を捕まえたままの手が、恋人のように指先を絡めてくる。仕草自体は変わらないのに確かに一つ一つが甘ったるくて、ただでさえ甘かったものに砂糖を三匙ほど足したかのようだった。

　その甘さに感化されながら、私は浅瀬から深部へと絞っていくように媚肉を波打たせて、楔の表面をゆっくりと舐め啜る。きゅう、と食い締めるたびにまぶされた蜜がくぷくぷと鈍い音を立てて、気泡が熱い粘膜をくすぐった。それは奥まで入り込んでいって、切っ先に押し上げられるがまま、天井の窄まりに埋まっていく。

　とんとんと奥を突いて、その合間でたまに前後の動きを入れて。だんだん『自分が一番気持ちいいペース』が分かってきた私は、彼の指を握り返して押し流されないようにしながら、蜜路を好き勝手に擦り上げる気持ちよさをたっぷりと堪能した。夢中になって最奥まで熱杭を咥え込む私の姿は、晃君の位置から見ればきっと目を覆うほどに浅ましく、卑猥なのだろう。それでも最早律動は止まらず、私は彼の上で跳ねるようにして悦楽をできる限り多く飲み込もうとする。『気持ちいい』で頭がいっぱいになって、他のことが上手く考えられなくなって、――――つい、自分の快楽ばかりを追求するような動きをしてしまって。

　そしてこの一日半、幾度となく私の乱れる様を見てきた晃君が、そのことに気付かないはずもなかった。

「ん……奥、ぐりぐりすんの……っほんと、好きだよな」

「ぁ、や……っんん、ァ、そう……？」

「そう、だよ……ッほら、また腰押し付けてる……」

　ぺったりと彼の上に座るようにして、限界まで怒張を呑み込んで、『の』の字を書くように腰を回す。奥だけを執拗に刺激するこのはしたない動きは、晃君の興奮を煽るだけの力があったらしく、居座る昂りがさらに膨れ上がり、充溢していくのが分かった。下ろしていた瞼をそっと開ければ、彼は私を甘やかすように唇の端を柔く吊り上げ、今すぐ両手で私の腰を掴み下ろしたいと言わんばかりの獰猛さを眦に宿していた。

　手錠で拘束された晃君には、くびれや腰をしっかりと掴んでめちゃくちゃに私を突き上げるような真似はできない。ただ、堪え性のない蜜壺はその暴虐を期待してかむずかるように痙攣し、垂涎ぶりを表すように重い蜜を零してみせた。は、と吐き出した息が甘くけぶる。今ここで私が手錠を外せば、きっと晃君は私のはしたなさをなじりながら、あやすように奥を丁寧に穿って、この渇望を満たしてくれるのだろう。

　でも同時に、彼が私を求めてどうしようもなくなっているさまを、もう少し見ていたいような気もして。

「ん、ぁ……っは、ン、じょうずにできてる、でしょ、」

「ッ……」

「晃君も、気持ちよくなって、ね……？」

　彼の腹筋に身体を預けて前傾姿勢を取りながら、ほんの数ミリだけの抜き差しで奥をじっくりと刺激する。彼の下生えにくすぐられ、引っ掻かれる花芯が、隘路の快感とは違う鋭い喜悦を胎奥に給餌した。とん、とん、という柔らかい音が、リビングに密やかに広がっていく。

　――――それから、じっくりと律動を繰り返すこと十数分。

　まろい先端に奥をぐうっと押し上げてもらう快感は、蕩けるように甘く重いけれど、果てに至れるほどの鋭敏さや苛烈さはない。温かなぬるま湯に浸かるようで、気持ちがいいのがずっと続いていくような感覚。もう二人の結合部は色々な液体でぐしゃぐしゃで、粘膜同士が溶けて混ざり合ってしまっている。境界線すら曖昧な箇所を緩やかに擦り合わせるだけの行為は、いっそ苦しさすら覚えてしまうほどのじれったさを孕んでいた。

　中に埋まる剛直は、今や私の下腹に形を浮かせるほどのサイズにまで膨れ上がっている。脈動が感じられるほどに滾ったそれは、少しの衝撃で弾けてしまいそうだった。緩く腰を動かす合間に、きゅ、うう、と淫裂を締め上げて幹を搾るようにすると、彼の腰が軽く浮き上がって、その眉が男らしく、もどかしげにしかめられる。

　二人とも限界が近いのは明白だった。でも、――――最後の一押しの手綱を握っているのは私のほうだ。

「っあ、ぁ……ン、……ね、あきらく、イきたい……？」

「は、……ぁ、そりゃ、イきたいけど……ッン、お前ももう限界だろ、」

　余裕ぶった顔ばかり見せてきた晃君が、掠れた声で囁くことのなんと甘美なことだろう。震える語尾も、苦しげな呼吸も、赤みを帯びる目元も何もかもが、彼がぎりぎりのところで、私より先に昇りつめないように耐えているのだと教えてくれている。それがかわいくて、いじらしくて、私はついきつく内壁を食い締めてしまった。

「ッばか、お前……っ今の、は、わざとだよな……」

「ふ、ぅ……っ、ぁ、ふふ、違うよ……勝手に、きゅってしちゃっただけ……」

　溶け落ちそうなほどに潤み、とろけた粘膜は、軽く絞るだけでも十二分に屹立を甚振ることができるようだった。下というポジションと、手錠のせいで制限される可動範囲に、晃君の眉がやはりもどかしそうにしかめられる。それを眺めるのはひどく、――――愉しい。

　腰を持ち上げていけば、ずるずると抜け出ていく刀身に蜜が絡んで卑猥な水音が立つ。そのまま、張り出した笠が蜜口の淵に引っかかるところで腰を止めて、深く深く息を吐いた。このまま襞を締めながら一息に剛直を呑み込んだら、きっと晃君は気持ちいいだろう。今までたくさん気持ちよくしてくれた分の、お返し。そんなことを思いながら浅瀬を引っ掻くように身体を上下させて、それから、それから、――――

「え？」

　大きな両手が、私の腰をしっかりと掴んだ。

　次の瞬間、抜け出ていた刀身の全部を再び胎内へと押し戻されて、ばちんと視界が明滅した。遠くへ浮き上がっていく意識。一瞬の空白ののちに、晃君が勢いよく私の身体を引き下ろしたのだと気付く。脳幹が殴られたような衝撃と、今までの温い擦り合いとは違う、燃えるような摩擦に襞がのたうち回る。ぐらぐら揺れる視界の中で何とか確認できたのは、手錠のない逞しい男の人の手が、私の腰をがっしりと掴んでいるさまだった。柔い肉に指の輪郭が食い込み、腰骨を少し痛いぐらいに締め付けている。

　何で、手錠がかかってたはずなのに、――――引っ掻き回されてぐしゃりと絡まった思考の糸を必死にほどきながら、私は小さく喘ぎながらうろうろと視線を彷徨わせる。すると晃君が小さく、悪戯っぽく笑って、指の隙間から小さな鍵を取り出してみせた。

「お前が夢中になってる間に手を伸ばして取ってたの、気付かなかっただろ」

「あ……」

　にんまりとカーブを描く唇が、そのまま私に食い付いた。先ほどのキスを塗り替えるような反撃に、心臓と胎奥が一緒くたに蕩けていく。甘やかに唾液を掻き回され、喉奥まで二人分の味を流し込まれる。いつの間にか私たちの体勢は逆になっていて、仰向けにソファーに転がった私が、彼の腰に組み伏せられているような状態だった。

　押さえ込まれてしまえば、私に勝ち目はない。晃君の手が再び手錠に伸びて、その銀色の輪を恭しく私の両手首に嵌めていくのを、口付けの息苦しさに滲む涙越しに見つめることしかできなくて。しかも手錠の鎖は、ソファーの横にあった背の高い間接照明のポールをくぐっていて、私は両腕を万歳の形にキープしたまま固定されてしまう。逆光の中で、こちらを見下ろす晃君がひどく愉しげに微笑んだ。

「はい、現行犯逮捕」

「え、や……ちょっと晃君、なんで、」

「何でって……散々焦らした挙句、俺だけイかそうとするなんて『悪い子』じゃん。……だから、逮捕な」

　甘ったるく囁いた晃君は、私の反論も聞かないままに緩やかな抽挿を始めてしまう。耳や首筋に執拗なキスが降って、捲れ上がったシャツの隙間から、膨らみの裾野にも柔く歯が立てられた。腰つきは先ほどまでの私に対する逆襲と呼ぶに相応しいようなじれったさで、ただでさえ高められていた快感がぎりぎりまで煮詰められ、質量を持って私の胎奥に蓄積していく。

「ぁ、あっ、や……ッあきら、く、」

「俺は、どっちかっていうと……ッは、ン、お前を気持ちよくして、かわいがって……っぐず、ぐずにしてやるのが好きなんだって……」

　耳輪の辺りを硬い鼻先がくすぐり、産毛を逆立たせるほどに蕩けた声が私を責め立てる。奥まで押し戻された切っ先が最奥を口説くように小突くのに合わせて、彼の声音が掠れて詰まるさまがひどく淫靡で、いっそ全身を掻きむしってしまいたいのに、私の手は頭上から動かすことさえできない。

　かわいがられるのは、私も好きだ。晃君のかわいがりようは、素のときのちょっと温度の低い応対とは違って、砂糖を吐くほどに甘ったるくて堪らない。それが今までに少しずつ削られてきた私の自尊心や、心の柔らかい部分を真綿で包み込んで、あやして、完璧に埋めてしまうような気がして、――――泣き言のような「なんで」が唇から垂れ流されていく。

　なんで私のこと、そんなにかわいいって言うの。

「だって、お前……ほんとにかわいい、」

　浅く息を吐いて、上半身をこちらへ倒した晃君が鼻先に優しく噛み付いた。

「今までに見たお前の全部が、俺にとっては『かわいい』にしかなんないんだって……」

　このまま、ずっと家にしまっておきたいぐらい。

　調子ばかりは冗談のようなのに、ちっとも冗談に聞こえない睦言が耳から脳へと染み込む。ぐう、と剛直の先端が深く奥へと押し付けられて、口説かれ続けてきたそこが僅かに緩む感覚。心も身体も、私の何もかもが晃君に明け渡されようとしているのだと思った。ほんの少しの怖気と、それを塗りつぶすほどの多幸感。ぐしゃぐしゃに混ざり合ったそれらが麻薬のように全身へと回って、好きだという感情以外を私の身体から削ぎ落していってしまう。

「……それとも、会って数日の男の言葉じゃ信用できないか？」

「っは、ぁ……っ、そんなわけ、な……」

　かわいい、と囁かれるごとに喜んで中を締める私相手では、そんな質問の答えなんて分かり切っているくせに。それなのに至極真面目にそんなことを尋ねてみせる晃君は、きっと私の気持ちが、まだ彼のそれに追いついていないことを知っているのだろう、――――だからこそ私は彼に、今持てる全部で応えてあげなきゃいけないのだ。

「だって、晃君は……」

　警察官だから大丈夫、――――そう言っていた部分に、私たちの新しいラベルを当て嵌める。

「こいびと、だから……」

　ほろほろと煮崩れてしまいそうな声音で囁けば、頭上で微かに息を呑む気配がして、隘路を内側からさらに押し広げられる感覚に襲われる。胎に収めている剛直がさらに熱量を溜め込んで、ぐつりと煮立つもので膨れ上がっていくのが、まざまざと感じられた。

　深い溜息が剥き出しの肌を撫で、彼の左手が自身の髪をぐしゃりと掻き混ぜる。呆れの中に劣情を潜ませたその荒々しい所作が、私の被虐心をまた一段階押し上げて。

「ッはー……泣いても止めてやんねえ、」

「あ、きらくっ、……ッひ、ぅん、ン……っ！」

　――――次の瞬間に始まったのは、猛然としたピストンだった。

　蜜壺全体を掻きむしり、愛玩する淫虐。嗜虐心と愛情をないまぜにした腰遣いで奥を叩かれてしまえば、身体を開き切った体勢で固定されている私は、ひとたまりもない。快感は全てダイレクトに胎から脳髄までを貫いて、反った背中がソファーの座面から浮き上がった。末端まで甘い痺れが走って、尾骶骨を中心に身体が蕩けていくような、錯覚。身体の輪郭と心はとろとろと蕩けていくのに、身体の芯の部分は快楽にぎゅうぎゅうと締め上げられていて、隘路の戦慄きはひどくなる一方だった。私と同じように甘えたな襞が、しゃぶるように怒張へと吸い付く。

　逃げられない快楽の波は、やがて私の防波堤を越えて、来てはいけない場所まで浸水を始めた。これ以上は怖くて、少しでも耐えられるような体勢を取りたいのに、手錠が私の邪魔をする。がしゃがしゃと腕を揺すってみても、当然のように外れない。すると寂しがりな心臓が『せめて晃君にくっつきたい』なんて贅沢なことを言いだしてしまうので、私は焦れたような声音でおねだりを口にした。

「あ、あっ、ゃ、まっ……ぁ、待って、」

「……ッだ、から、止めねえって言っただろ……！」

　晃君の手のひらが私の頬や額の辺りを撫でる気配。ぼやけた視界と、鋭敏になり過ぎた肌の感覚のギャップで彼の指がどこに触れているのかよく分からない。身体の奥では肉茎がさらに重く充溢し、脈動するのがこんなにもよく分かるのに、――――こんなにも、気持ちいいのに。

「ちが、……っ違う、てじょう、外して……！」

「ッは、は……なんで？　俺にこうやってされんの、好きじゃない……？」

「や、好き、ッん、ぁ……好きだけど、もっとくっつきたい、から、っ……」

　ぐずぐずと半泣きで甘えたなことを言う私に、晃君がぐう、と小さく呻く。器用にも腰は一定のリズムで打ち付けながら、「ちょっと待ってろ」なんてかっこいいことを囁いて、彼は私の手に施された拘束を解いてくれた。

　温かい腕が私の身体を抱きすくめる。縋るようにして抱きしめ返せば、彼の背中が汗ばんでしっとりしているのが分かって、何となく嬉しくなって、――――互いの体温が同じであることに、致死量の幸せが湧き上がる。

　今、私たちは一つになっているんだ、って。

「ッふ、は……っああ、奥、すげ……下りてきてる、」

「ぁ、あっ、そこ、ッすき、きもちい……っ」

「ん……気持ちいいから、こうなってんだもんな……？」

　すげえ、かわいいよ。

　愛でるようにそこをノックされて、ほとんど断末魔のような嬌声が喉から迸る。足の爪先から頭の天辺まで、彼の背に回した指先から、お腹の一番奥まで。全身を駆け巡る法悦の予感に、眼球がぐるりと回ったのを微かに知覚した。きつく震える全身からかき集められた激情が、私が頂きへ至ろうとしているのを感じ取ったのか、晃君の腕が繋ぎ止めるかのように、強く私を抱きしめて、――――

「好きだ、怜美……っすき、」

「っあ、……ぁ、わたし、も、好き……っ、ぁ、――――」

　ぴり、と首筋に吸い付かれるような痛みが走った瞬間に、奥がじゅわっと熱く蕩けた。

　防波堤を乗り越え、どっとなだれ込んでくる快楽の波。胎も心臓も、頭の先まで全てを飲み込んでいくその感覚に、抗えない。溺れるようにして絶頂へ引きずり込まれた私は、少しでも息をしていたくて晃君の首筋にしがみ付いて、キスを強請って、――――咥内に吹き込まれる彼の荒い呼吸だけを吸って、忘我の悦楽にどっぷりと浸った。同時に爆ぜた怒張の先端はひくりと震えながら最奥を捏ねていて、未だ淫猥に脈打つ幹が運んできた白濁を、一滴残らず擦り付けようとしているかのようで。

　睦み合う唇の間で絶頂の余韻が溶けていく。キスで緩慢に鎮められていく身体は、熱が冷めにくく後を引いてしまう。揺蕩うような穏やかな快感がずっとお腹の奥を支配して、媚肉がうずつく感覚がなかなか収まってくれなくて、――――結局キスであやされて頂きから下りてくるより先に、がしゃんという音に我に返って唇をほどく羽目になった。

　音の正体はソファーから滑り落ちた手錠で、一瞬顔を見合わせた私たちは、次いで同時に吹き出してしまう。

「雑に扱ったから怒ってんな」

「謝っとこ……」

　手錠を拝む私の前髪を、晃君の指先が柔くほぐしてくれる。露わになった額へ、最後に一つキスが降って、彼の逞しい身体が上から退いていった。薄れていく淫靡な空気の残り香が、最後に引っ掻かれた蜜口の淵を、ほんの少し痙攣させる。

「恋人になって最初にしたのが手錠プレイって……マニアックすぎるよね」

「恋人になって最初も何も、なる前からしてただろ」

「た……確かに」

　晃君は手錠を拾い上げると、一緒に放り投げられていたシャツも拾って私のお腹の上に乗せた。それを不思議に思う間もなく、纏めて身体ごと彼の腕に抱え上げられる。浮遊感に慌てて晃君の首筋にしがみつけば、くすりと微かな笑い声がして、ゆっくりと周囲の景色が後ろへと流れ出した。

「どこ行くの？」

「ベッド。……昼寝するから付き合って」

　昼寝、と反芻した私に、視界に映り込む晃君のかんばせが微かに決まり悪そうな色味を帯びる。それを見てしまえば、どれだけ鈍感でも昼寝は帰さないための口実だということが察せられてしまうだろう。まだもう少し一緒にいたい。『恋人』という新しいラベルを噛みしめていたい。その気持ちが私にもよく分かるだけに、それをほんの少し恥ずかしそうに口にする晃君がかわいくて、思わず口元がほころんでしまって。

「……じゃあ、起きたら一緒に刑事ドラマ見ようね」

「またかよ、ほんと好きだな」

　くしゃりと優しく笑った彼の横顔に、――――ああ、好きだなあと思うのだ。






エピローグ








　夕暮れ時に駆け込んだ警察署のロビーは、ひどく閑散としていた。

　スマホで確認した時間は午後七時半。相変わらず仕事終わりでの待ち合わせはぎりぎりだけど、今日ばかりは彼のほうが遅かったようだ。ロビーの真ん中に立ち尽くす私に、受付らしきところに控えていた事務員の女性が「何か御用ですか？」とにこやかに尋ねてくる。

「ちょっと人を待ってまして……」

「――――怜美！」

　ちょうどいいタイミングで響いた聞き慣れた声に振り返れば、そこには果たして探していた人の姿が、――――見慣れた制服ではなく、スーツに身を包んだ晃君の姿があった。隣には彼よりも年嵩の、同じようなスーツ姿の男性の姿もあって、私は晃君に手を振ったあと、そちらにも軽く会釈をする。

　半年ほど前、晃君は駅前交番勤務から警察署刑事課に異動になった。駅前の交番は私の通勤の通り道だったのだけれど、警察署はちょっと遠回りになってしまうため、大きな事件がないときに示し合わせ、たまにこうして一緒に帰る約束をする。

　まあ、本当はこんなことしなくても家に帰ったら会えるんだけど、――――でもこういうのはデート気分が大事だし。

　うんうんと一人頷いている間に、二人はすぐ傍までやってきていた。一緒にいる男性は、晃君の言っていた『面倒を見てくれている先輩の丸まる山やま刑事』だろう。近くまできてようやく私の顔の判別がついたのか、ぱっと表情を明るくしてこちらを覗き込む。

「お、確か因幡の……」

「あ、はい。いつもお世話になってます」

「いや、前に遠目に見かけたんだが、こんなに綺麗なお嬢さんだったとは。因幡も果報者だな」

「ふふ、ありがとうございます」

　てらいのない褒め言葉に照れが湧き上がってきて、私はつい晃君のほうへちらりと視線を向けてしまう。晃君は表面上、何とも言えない顔をしていたけれど、これが実は『ちょっと嬉しい』の顔であることは、もうとっくに知っているのだ。どうやら丸山さんも晃君の表情筋の動きには詳しいらしく、微笑ましそうな、生温い目で彼を見遣ると、軽く肩を叩いてみせた。

「因幡、お前もう上がっちまえ」

「いや、でも……」

「明日は非番だろ。今帰んねえと他班に捕まって、彼女さん何時間も待たせる羽目になるぞ」

「それは丸山さんも一緒じゃないすか」

「俺はいいんだって。それにあっちのヤマは人手だって足りてんだから、無視していいんだよ」

　苦い顔をしてみせる晃君に対し、丸山さんは私のほうへ一度視線を向けてから、声を潜めてにやりと笑う。

「それにお前今日、『アレ』だろ」

「……」

「はい俺の勝ち。ほら、支度してこい」

「すいません、ありがとうございます。……怜美、すぐ荷物取ってくるから待ってろよ」

「あっ、はーい……」

　私が返事するより先に駆け出していった晃君の背中が、角へと消える。その場に取り残された私は、同じくロビーに留まったままの丸山さん視線を感じて、そちらを振り返った。どうやら彼は私と一緒に晃君を待ってくれる心積もりのようで、晃君の言う通り『いい先輩』なんだなあ、とぼんやり思う。

「彼女さん、因幡に仕事の手柄話とか聞いたりするか？」

「いえ！　全然……あんまり聞くのもよくないかな、と思って。彼、あんまり自分からそういう話するタイプじゃないですし……」

「だよなあ。……でもいい男だし、いい刑事になるよ、あいつは」

　丸山さんは、晃君が私に隠していた手柄話のいくつかを話せる範囲で、面白おかしく語ってくれた。犯人の割り出しに貢献した話や、大捕物のときに当て勘だけで逃げ道を塞いだ話、事件関係者の子供の扱いに皆が困っている中で、意外なほど子供の扱いが上手かった話、――――などなど。恋人になってしばらく経つものの、まだまだ知らない一面があるのだなと思うと面白いし、晃君が警察官として頑張っているのは普通に、きゅんと来る。

「戻りました……って、何の話してたんですか」

「お前の手柄話」

　事もなげに言い放つ丸山さんに、戻ってきたばかりの晃君が目を剥いた。「いや、手柄ってどれの……」と口の端をひくつかせている辺り、私に言わないようにしていたのはわざとだったらしい。そのまま二人とも丸山さんに放り出されるように警察署を後にしても、晃君は先ほどとはまた違った種類の微妙な顔をしていた。

「……話聞いたの、嫌だった？」

「や、嫌っつーか……手柄ってどれのこと？　変なこと聞いてないよな」

「かっこいい話しか聞いてないよ」

「……お前な、」

　くしゃりと前髪を掻き混ぜた手が、私の頭を軽く小突く。これは照れてるときの仕草。へらりと笑い返せば、少し呆れ混じりの溜息が返ってくることも、結局は許してくれることも、やっぱり私はもうちゃんと知っている。

　私たちは恋人三ヶ月目にして同棲を始めて、極めて順調なお付き合いをしている。和夏に茶々を入れられたり、ちょっとしたすれ違い程度のことはあったりもしたけれど、もうそろそろ、私たちの気持ちの量も同じぐらいになってきたんじゃないかな、なんて。

　警察署の近くは、都市開発が進んでいてお洒落な商業施設も多い。平淡な道からそのまま入り込んだ広場は、大きなショッピングモールとビルの間に位置していて、年中綺麗な花が咲いている。そういうところを選んで、他愛もない話をしながら同じ家に帰るのが、私たちのちょっとしたデートだった。

　ああでも、――――そういえば今日は、手を繋いでないな。

「……晃君、それ何？」

　放り出されたままの自分の指先が気になり、いつもは優しく捕まえてくれるはずの晃君の左手を見る。そこには見慣れないショッパーが引っかけられていて、彼が歩くのに合わせてゆらゆらと揺れていた。見た限りでは女性向けの、何かしらのブランドもののような雰囲気で、気になった私はついその中身をそっと覗き込んでしまう。

　底のほうに、四角い箱が転がっていた。

「こら、」

　私の視線に気付いた晃君が勢いよくショッパーを引いたけれど、時すでに遅し。私の顔を見て『見た』のだと判断したのか、溜息をついてがさがさとショッパーの中身を漁り始める。

「……何で家まで我慢できねえんだよ」

「ご、ごめん……」

「かわいいから許すけど」

　仕方ないなという顔は、相変わらずどことなく甘い。往来でさらりと『かわいい』なんて言ってしまう辺りも相変わらず私に甘くて、ちょっと心配になってしまうぐらいだ。

　彼がショッパーの中から取り出したのは、私がたった今確認した四角い箱だった。シンプルなクリーム色のリボンでラッピングされた箱を、器用で細やかな晃君の指先が、丁寧に開封していく。「元々、今日言おうって決めてたんだよ」と囁いた唇が、ひどく愛おしいもののように私の名前を紡いだ。

「俺が怜美に初めて会ったのは、一年前の今日だから」

　箱の内側から取り出されたのは、滑らかなベルベットのリングケース。

　そこから出てくるものと言ったら、私は一つしか知らない。

「……俺と、結婚してください」

　似合わない敬語は、真摯さの証だ。少しも逸らされない瞳も、真っ直ぐに差し出されたリングケースも、私に彼の覚悟を知らしめる。

「この先、俺と生きる気があるんなら取れ」

　『振るつもりならそれを取るな』と、そう言っているように、聞こえた。

　いつの日かと似たようでいて、遥かに眩い輝きを放つ銀色。それが晃君の命運を握っているのだと思うと、少しだけ、――――いや、結構ロマンチック、なのかもしれない。

　私は少しだけ微笑んで、いつの日かよりもずっと嫋やかに、それでいて躊躇なく、その銀色の指輪に手を伸ばしたのだった。






あとがき








　こんにちは、皆みな原はら彼かな方たと申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思っております。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　こちらは濃蜜ラブルージュ様から出させていただく四冊目の本となります。本当にもう四冊目なのか……？　と思っているのですが、どうやら本当に四冊目のようです。こんなにたくさんの作品を世に出せたのは、読んでくださる皆さまのお陰です。本当にありがとうございます。

　

　今作は手錠でお互いに繋がってしまって、二進も三進もいかなくなる……というシチュエーションを主軸としたお話でしたが、いかがだったでしょうか。ヒーローの職業は完全に好みで選んでしまいましたが、同じ趣味の方に喜んでいただけたらいいな、と思っております。低体温系に見せかけた猫かわいがり系男子でしたが、どこかに一つでも心に刺さる台詞がありましたら幸いです。

　また、日常、官能シーン共に、『手錠で利き手同士が繋がれているあるある』のようなものを思いつく限り詰め込んでみました。こちらも楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　

　そして今回の素敵な表紙は、南なん国ごくばなな様に描いていただきました！

　ラフを頂いた時点でヒーローの晃君があまりにも素敵で、一人でもんどりうちながら、じっくりじっくり拝見させていただいたのが印象的です。顔も髪型もイメージ通りで最高なのですが、特に手の大きさに痺れました。男の人の手をしている……。

　ヒロインの怜美さんのお顔も物凄くかわいいのに、しっとり艶っぽいのが絶妙なバランスで、つい晃君に「かわいい」と言わせ過ぎてしまったような気がします。皆さまもよろしければぜひ、表紙の怜美さんのかわいさにやられながら中身を読んでいただけると嬉しいです。南国ばなな様、素敵なイラストを本当にありがとうございました！

　

　改めまして、こうして形にしてくださった編集様、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		プロローグ



		１、酒は飲んでも飲まれるな



		２、警察官にも油断はするな



		３、何でもかんでも鵜呑みにするな



		４、欲しいのならば手段は選ぶな



		５、これ以上私をかわいいって言うな



		エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
NREZERAVERZ DS EL






item/image/ad01.jpg
§I©E©aﬂ%©L S
EERNRADS v)/\v

< ;ﬁ\mﬂ\\dj, — o‘., A

N






item/image/ad02.jpg





